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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　あらいずみるい
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ポーション・スクランブル［前編］







　最後の一人が倒たおれ伏ふす。


　護ご衛えいのあたしが、何の手出しもせぬうちに。


「他た愛あいもない」


　襲おそい来たごろつき三人をあっさり倒した白ローブの男は、淡たん々たんとそうつぶやくと、手にした得え物もの、ガラスの攪かく拌はん棒ぼうをソデの中へとおさめる。


　風で乱れた銀の髪かみを手で軽く整ととのえて──それが戦いの終わりだった。


「師し匠しようすごぉぉいっ！」


　あたしのそばで硬こう直ちよくしていた、白いローブの少女が声を上げ、はじかれたように男に駆かけ寄よった。


　少女、といってもあたしよりやや上だろうか。白ローブの男と同じ、大きな箱はこを背せ負おっており、それがいささか不ふ似に合あいではある。


「大たいしたことではありませんよハスティス」


　男は少女──ハスティスの金色の髪をくしゃりと撫なでると、倒した連れん中ちゆうに目をやって、


「ただのごろつきたちですよ。


　こんな連中ならリナさんに動いてもらうまでもありません。私どころか、ハスティスにだって倒せましたよ、きっと」


「いえ、わたしなんかにはとても……」


　はにかむ少女に白ローブの男、ルータヴィアさんは、片眼鏡モノクルの奥おくからやさしいまなざしを向けて、


「できますよ。


　いつも言っているでしょう。心はボルタミン酸さん化か剤ざいのように熱く、頭はメレン消しよう毒どく液えきのように冷静に。己おのれの体を律りつすること、ティルトレイ薬液の混こん合ごう比ひ率りつを守るがごとし。


　これさえ忘れなければ大だい丈じよう夫ぶです。なにしろ君は、私が見込んだ薬品管かん理り士しなんですから。


　薬への愛あい情じようどころかろくな知ち識しきもないこんな連中に、負けるはずがありません」


「……はい！」


　見上げる瞳ひとみにあこがれの色。


　……会話の中にわけのわかんない薬の名前が出てきているが、そこいらへんは気にしない方向で。


　この二人──いや、正確に言うなら、二人が背負った箱の中身の護衛というのが、今回あたし、リナ＝インバースが受けたしごとだった。
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　魔ま道どう薬やく、というものがある。


　もっぱら魔ま道どう士しが魔法の道具マジツク・アイテムを作る際さい。あるいは儀ぎ式しき魔法をする時に。はたまた何かの実験で。媒ばい介かいとして使われる、さまざまな薬の総そう称しようである。


　あたしのような、旅をしている変わり者の魔道士は別として、研けん究きゆうと実験に没ぼつ頭とうするふつーの魔道士たちは、その過か程ていでさまざまな魔道薬を必ひつ要ようとする場合がある。


　とはいえこの魔道薬という奴やつ、そうそう気き軽がるに使えるものではない。


　なにしろ値ね段だんがバカ高い。


　もちろん、それなりの値段で買えるものもあるが、高いモノになれば、捨すて値で売っても遊んで暮くらせるほどの額がくになる。


　原げん材ざい料りようが限られた地ち域いきでしか採とれなかったり、薬の製せい法ほうが公開されていなかったり、管理が難むずかしかったりするせいで、そんなことになっているわけなのだが──


　あたしが立ち寄った、キンナル・シティの魔道士協会は、そういった魔道薬の一大集しゆう積せき所じよになっていた。


　大きな管理倉そう庫こを四つ、大小いくつもの薬やく剤ざい製せい造ぞう施し設せつと数十人の薬品管理士を擁ようし、近きん隣りんの魔道士協会へ魔道薬を供きよう給きゆうしているのである。


　定てい期き的てきに、あるいは注文があれば、薬の品ひん質しつ管理ができる薬品管理士が薬を届とどけに回っており、信しん頼らい性せいは折おり紙がみ付き。


　聞けば遠くセイルーンやらライゼールの方から注文が来たこともあったとか。


　ただ──


　さきほど述のべたように、この魔道薬というのは基き本ほん的てきにバカ高い。


　つまり、ごろつきや野や盗とうが、運うん搬ぱん途と中ちゆうの薬を狙ねらって来るのである。


　当とう然ぜん運搬には、協会が護衛を雇やとってつけるのが常つねとなっており、その護衛依い頼らいが、街に立ち寄っていたあたしに回って来たというわけである。


　四か所ほどの町を回って薬を配はい達たつし、もとの街に戻もどって来る。その期間中の護衛──というのが依頼の内容。


　日数のかかるしごとだったが、報ほう酬しゆうも破は格かくで、魔道薬関係のことをいろいろ聞ければ勉強にもなる──となれば受けるしかない。


　かくてあたしは二人の薬品管理士、ルータヴィアさんとハスティスとともに、昼過ぎに街を出たわけなのだが──


　街かい道どうを歩きはじめてすぐ。


　キンナル・シティが木立の向こうに見えなくなるか否いなかのうちに、ごろつきたち三人が襲おそい来て──


　それをルータヴィアさんが瞬しゆん時じに倒たおしてのけたのだ。


　見た目は二十代半なかばの美青年だが、言げん動どうやら、彼に対する評ひよう議ぎ長ちようの態たい度どからすると、実じつ際さいはもう少し上なのだろう。


　彼は倒れた男たちにちらりと目をやり、


「たぶん街のごろつきですね。前に見たような気がします。


　たまたま私たちを見かけて、金目当てに襲ってきた……というところですか」


「薬品管理士が護ご身しん術じゆつを身につけているってこと、知らなかったんですね」


　と、ほがらかにハスティス。


　……そりゃあふつーの人は知らんわな。魔道士のあたしも今の今まで知んなかったわけだし。


　とゆーか今の、三人をあっとゆー間に倒したルータヴィアさんの手て並なみは、護身術とかの域いきを超こえていたよーな気もするが。


「この人たちのことはいいとして……それよりも」


　ルータヴィアさんは、鋭するどいまなざしをいきなりあたしの方に向け、


「リナさん、あなた、魔道薬をいくつか持っていますね」


「[image: ]っ……!?」


　あたしは思わずことばに詰つまる。


　確かに──あたしはいくつか魔道薬を持っていた。


　何かに使うため、ではない。


　旅行く先々で、盗とう賊ぞくたちから没ぼつ収しゆうしたおたからなどを、お金の形で持っていると、どうしても重くてかさばることになる。


　それで値ねの張はる魔道薬や魔法の道具マジツク・アイテムを買って持ち運びやすいようにしているのだ。いわば財ざい産さん管理という奴だろうか。


　だが魔道薬を持っているなどと言ったおぼえはないのだが──


　とまどうあたしに、ハスティスがひとこと、


「においでわかりますよ」


「わかるんだっ!?」


　しっかりと封ふうをした上、布でぐるぐる包つつんであるんですけど……


　ルータヴィアさんはむずかしい顔でうなずいて、


「魔道薬への愛があればそれくらいは当然です！」


「愛かっ!?」


「愛ですっ！


　けどリナさん、においからして、持っておられるのは熱変化などに強い薬のようですが……やはりその保ほ管かん状じよう態たいは、おせじにも良いとは言えません。


　もちろんリナさんのものですから、本ほん来らいなら我われ々われが口をはさむべきことでないと承しよう知ちはしていますが……


　やはり薬を愛する者としては、見み過すごしておけない部分というのがあるわけです」


　語る目の色が変わって見えるのは、あたしの思い過ごしだろうか。


　とゆーか鼻息荒あらくないですか？


「もしよろしければ、この旅の間だけでも、リナさんがお持ちの薬も私たちが一いつ緒しよに管理を……」


「なんかヤです。」


　きっぱりはっきり断ると、二人は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてから、


　…………はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………


　底なしに深い吐と息いきとともに、深く、深く肩かたを落とす。


　ルータヴィアさんとハスティス、二人は交こう互ごに、


「……そうおっしゃるのなら……」
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「仕し方かたないですよね……」


「ああ……けどあんな管理では魔ま道どう薬やくが可哀かわい想そうだ……」


「師し匠しよう、わたし、魔道薬が、暑い暑いって泣いてる声が聞こえるような気がします……」


「私にも聞こえますとも。はっきりと」


　二人そろって怨うらみがましい視し線せんを同時にあたしに向けて、


　…………はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………


「可哀想に……」


「かわいそうに……」


「やかましぃぃぃっ！　と……とにかくっ！　先を急ぐわよっ！」


　イヤな視線を背中に受けつつ、あたしは街道を先へと歩きはじめたのだった──





　その日、一行がとある村に宿を取ったのは、まだ太陽が傾かたむく前のことだった。


　次の町まで足をのばせそうな気はしたが、ルータヴィアさんとハスティスの二人が、魔道薬の管理もしなくちゃあならないからそろそろ──と言い出したのだ。


　部屋は二つ。片かた方ほうがあたしとハスティス、もう一方がルータヴィアさんの部屋である。


　さっそくルータヴィアさんの部屋で薬の管理をはじめる二人。


　あたしは好きにしていていいと言われたのだが、結けつ局きよくその作業を見けん学がくすることにした。


　日光を防ふせぐため窓まどを閉め、まずルータヴィアさんが光こう量りようをおさえた魔力の明かりを天てん井じよう近くにいくつか生み放つ。


　──もちろんこの二人、薬品管理士であると同時に魔道士でもある。管理に必ひつ要ような術は一通り使えるのだろう。


　強い明かりではなく弱いのをいくつも作るのは、作業中の手もとに影かげを作らないためだとか。


　ハスティスへの教育か、それともあたしへの解かい説せつか。ルータヴィアさんは説明しながら作業を進めて行く。


　温度を低くするためか、部屋の一いつ角かくに呪じゆ文もんで氷こおりの柱はしらを作り出す。


　二人は取り出したハンカチでマスクをし、背負い箱を床ゆかへと下ろすと、六か所ばかりあったロックを解かい除じよする。


　箱の背中側の板を取ると、そこには三段の引き出し。


　上の引き出しを開けると、濁にごった水のようなものの中に、大きさ色形とりどりの薬ビンがずらりと並んでいて、二人がそこに手を突つっ込こむと──


　水がえぐれた。


　そこであたしははじめて気づく。引き出しを満たしているのは水ではなく、ゼリー状の何かだと。


　おそらくは保ほ温おん剤ざいと衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう材ざいとを兼かねているのだろう。


　ある薬ビンは取り出し、フタを開け、攪かく拌はん棒ぼうで中身をかき混まぜ、ふたたびフタをしてゼリーの中に埋うめ込んで。ある薬ビンはそのままに。


　一いつ旦たんえぐられたゼリーのようなものは、時とともにまたかたまって、静かな湖こ面めんのようになってゆく。


　一つの引き出しが終われば閉めて、次の引き出しを。


　二人はそんな地じ味みなことを黙もく々もくと続け、やがてすべての引き出しの作さ業ぎようが終わる。


　次に箱の天てん板ばんをずらし、二重になった天板の四よ隅すみから、金属の長い円えん筒とうを上向きに引き抜ぬいた。


　全部の筒つつを抜き出し、上のコルク蓋ぶたを取れば、中には水らしき透明な液体がたっぷりと入っている。


「この季節で今から朝にかけてなら、三本ですね」


「はい」


　短いやりとりのあと、二人は一本ずつの筒に手をそえ、呪じゆ文もんを唱となえ──


『呪冷晶ルフリーズ』


　冷気の術じゆつで中の液体を凍こおらせる。


　なるほど。


　魔道薬には温度管理が必要なものが多いことくらい、あたしでも知っている。


　背負い箱を上から下まで貫つらぬくあれで、箱の中身の温度を調ちよう整せいしているのだ。


　二人は背負い箱をもとに戻もどして、


「これで良し」


　ルータヴィアさんは笑え顔がおで作業の完かん了りようを宣せん言げんした。


「なら、そこいらでお茶飲みながら話でもしない？　薬に関する話とかもいろいろ聞きたいし」


　あたしがそう水を向けたとたん。


『薬の話ですねっ！』


　二人が声をハモらせて、きらめく瞳ひとみをあたしに向ける！


「わかりました！」


「そういうことなら！」


　答えていそいそと、ふたたび箱を背負いはじめる。


「……持ってくんだ箱」


　なんとはなしにつぶやくと、


『何言ってるんですかっ!?』


　再び二人は声ハモらせてから、ついで交こう互ごに、


「運うん搬ぱんの途と中ちゆうは肌はだ身み離はなさず！」


「部屋に置いて空あき巣すにでも盗とられたらどうするんですか！」


「薬だけ部屋に置いて行くなんて！」


「薬がかわいそうです！」


「薬だって生きてるんですよっ！」


「寂さびしくて泣いたりしますよ！」


「……いや。さすがに泣いたりしないと思うけど……」


　ぽそりと漏もらしたあたしの突つっ込こみに、しかし言ったハスティスはまなじりを吊つり上げて、


「薬と離ればなれになったわたしの方が寂しくて泣くんですっ！」


　ああ。そうですか。


「だって、身近に薬がないと、なんかそわそわするじゃあないですか！」


「いやあの。それはさすがにアブナい人だから」


「そんなことはありませんっ！　少なくとも薬品管理士としては当たり前です！　ね、師匠？」


　変な同どう意いを求める彼女に、ルータヴィアさんは苦く笑しようして、


「ハスティスも、そのあたりに関してはまだ甘あまいですね。


　普ふ通つうは配はい達たつ用ようとは別に、プライベートで何かの薬品を持ち歩くものですよ。


　私は常つねにそういうのを十本ばかり持っています。


　そうすれば、配達用の薬を全部配り終えたあとでも、薬から離された不安で指が震ふるえたりしなくなります」


「そうか！　さすが師匠！」


　ハスティスは、きらきらかがやくあこがれの瞳を自分の師匠に向けて。


　……こいつら……実は変な中ちゆう毒どく症しよう状じよう起こしてるんじゃないだろーな……


　頭の隅すみに浮うかんだそんなコワい考えは振ふり払はらい、


「まあ……そこいらへんの習しゆう性せい……もとい。習しゆう慣かんとかのことも、ごはん食べながら聞かせてもらう、ってことで」


　魔ま道どう薬やくについての話は、あたしにとっても勉強になるはず。


　なるはずなのだが──


　思いつつ、あたしはすでに後こう悔かいしていた。


　──この二人に、薬のことを語れと話を振ったのは、間ま違ちがいだったんじゃあないだろーか、と。





　やっぱり間違ってました。


「リナさんは、保ほ存ぞん液えきと消毒液、どっちがお好きですか？」


　小さなメシ屋にみんなで入り、とりあえず飲み物を注文し。


　開かい口こう一番、ハスティスがぬかしたセリフがこれである。


「……えーっと……それ……どっちか選ばなくちゃなんないの……？」


「もちろんです」


　ぼーぜんとつぶやくあたしに、一いち抹まつの迷いすらない瞳でうなずく彼女。


　ちなみに二人は、背負い箱が背もたれにぶつかるので、イスを横にして座すわっていたりするのだが。


　二人にとっては当たり前なのだろう。他の客から向けられる好こう奇きの視線も、全く意に介かいした様よう子すすらない。


「リナさんがとまどうのはわかりますよ」


　困るあたしを見かねてか、ルータヴィアさんは苦笑して、


「どちらもかけがえのないものですからね。


　片方だけを選べというのは、確かに無理な相談かもしれません」


　……いや。あたしにとっては、どっちも同じくらいどーでもいーんですけど。


「けど師匠、やっぱり、ここははっきりさせておかないと、後々の話の流れが変わって来ちゃいますし」


「それはそうですけどね」


　変わるんだ。話の流れ。


　二人はくるりとあたしを見やり、声をそろえて、


『で、どっちが？』


「…………ええっと…………」


　あたしは二人を変に刺し激げきしないように、しばし考えてから、


「あたしとしては……そういう偏へん執しゆう狂きよう的てき……もとい、突っ込んだ話じゃなく、いざという時に火か炎えん系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんとか使ったりすると、熱で薬に影えい響きようが出たりするんじゃないか、とか、そういう話を──」


『えっ!?　そこからっ!?』


　驚きよう愕がくの表情で二人は声を上げる。


　うぅむ……彼らにとってはそのあたりって、今さらの話なんだ。


　軽けい蔑べつのまなざし向けられ、あたしはあわてて手を振りながら、


「いやあのその。もちろんあたしも魔道士のはしくれだし、魔道薬に関しては通り一いつ遍ぺんのことは知ってるつもりだけど。


　けど考えてみたら、二人の荷に物もつにどんな種しゆ類るいのものがどれだけ詰つまってるかは聞かされてないわけだし。


　護衛ってしごとをする上で、まずは必ひつ要よう最さい低てい限げん度どのことは知っておきたいなー、ってことよ。


　運んでる薬の特とく徴ちようとかを知らないまま、うっかり相あい性しようの悪い呪文を使って薬がダメになっちゃった、なんてことになるとマズいでしょ？」


　ついつい必ひつ死しに自己フォロー。


　説明に、二人は表情を和やわらげて、


「なるほど。そういうことでしたか」


「確かにそんなことで薬がダメになっちゃあ困りますよね。


　ええっと。一いつ般ぱん的てきに魔道薬の平均的安定温度は十六度、湿しつ度どは二十三パーセントって言われてますけど、もちろんこれは単なる平均値の話でしかないんです。


　中には極きよく端たんに熱に弱い子もいますし」


「……子？」


「あ。魔道薬のことですよもちろん。けどそんな手のかかる子の方が可愛かわいいってこともあるわけですよ」


　嬉き々きとして言う彼女に、ルータヴィアさんはわずかに片かた眉まゆをはね上げて、


「待ちなさいハスティス。


　今のは少し聞き捨ずてなりませんね。


　魔道薬とはどれもこれも愛いとおしいもの。その愛おしい子たちに、好みで優ゆう劣れつをつけるというのはよくありません」


　対する彼女は、やや困った顔で、


「いえ。もちろんどの子かを特とく別べつ扱あつかいするつもりなんてありません。単たんにこういうのが可愛いな、っていう話で……」


「そこですよハスティス！　好みの差は知らず知らずのうちに、扱いの差となって表れることがあるのです！　扱いの難むずかしい子を特別扱いしすぎることによって、気がつけば他の子をないがしろにしてしまう危険さえあるのです！」


「けど、扱いの難しい子のことを気にするのは当たり前です！」


「気にするなと言っているわけではなく、気にしすぎてはいけないと言っているのです！


　こっちの子が可愛いという発言は、区別ではなく贔屓ひいきを生む温おん床しようになりうるのです！」


「けど自分の心を殺すなんて無む理りですよ！


　どうしても気になる子とか好みの子とかは出てきます！」


「ならばその愛おしさを、その関心を、魔道薬全すべてに等しく注げばいいのです」


「それはわかりますけど──」


　……えーっと。


　そんな予感はしてたんですけど。


　もはやあたしをほったらかしに、ルータヴィアさんとハスティス、二人の魔道薬ラブラブ談だん義ぎは、その日、いつまでもいつまでも続いたのだった──





　一行が足を止めたのは道の途と中ちゆう。


　翌朝村を発たち、街道をいくらも行かぬうちである。


　左右には木々が茂しげり、待ち伏ぶせやら襲しゆう撃げきやらにはうってつけのポイントだった。


　あたしが足を止めたのは、あたりに潜ひそんだ何者かの気け配はいを感じ取ったからである。


　おそらくは野や盗とうか何か。


　しかし警けい告こくを発するより先に、ルータヴィアさんとハスティスの二人もその場に立ち止まっていた。


　ハスティスは、生おい茂る木々の一か所に真しん剣けんなまなざしを向け、


「魔道薬の匂におい──どうしてこんな所で」


　続けてルータヴィアさんも、


「この薫かおりは……レイレス試し薬やく」


　──って薬のにおいで足止めたんかっ!?


　言われてあたしも風を嗅かいでみるのだが……別に薬くさくもなんともなく。


　とはいえ、この薬好きたちのこと。常じよう人じんにはわからぬかすかな薬品のにおいをかぎつけたとしても不ふ思し議ぎではない。


　だが、待ち伏せの相手から薬のにおいがするというのは──？


　しかしそのあたりは、ぶち倒たおしたあとで当人に話してもらえば済すむことである。


「隠かくれてもムダよ！　そこにいるのはわかってるんだから！」


　あたしは声をはり上げる。


　それと同時に──


　ざざがささっ！


　草木を揺ゆらして現れたのは、十数人の男たち。


　どこの山道にもひと組くらいは必ずいそうな、典てん型けい的てきな野盗ふうの連中である。


　だがその中に一人だけ、毛色の違ちがう奴やつがいた。


　としは二十代半ばだろうか。他の連中と同じく剣や鎧よろいを身につけてはいるが、そのどれもが変に新しい。


　つまりは、自分を野盗に見せかけようとしている何者か、ということである。


「背中の箱──魔ま道どう薬やくだろ？」


　そのニセ野盗の男がリーダーなのだろう。こちらに声をかけて来る。


「悪いが置いて行ってくれないか？　そうすれば別に命まで──」


　男は言葉をそこで止め、顔色変えて飛とび退のきながら声を上げる！


「散ちれ！　魔道士がいる！」


　ちっ！　あたしが呪文詠えい唱しようしていることに気づいたかっ！


　だが他の連中はわずかに反応が遅おくれ──


　あたしの術が完成する！


「風波礫圧破デイミルアーウインっ！」





　ぐぼぅっ！





　超ちよう高こう圧あつの空気の塊かたまりが、かたまっていた男たちのうち五人ばかりを吹ふっ飛ばす！


　残る連中は一いつ瞬しゆんひるむが──


「──くそがっ！」


　うちの一人が剣を抜ぬき、そのままこちらに突つっ込こんで来る！　狙ねらいはあたしではなくハスティスの方！


　駆かけるごろつき、佇たたずむハスティス。その彼女を守るように、ふらりとルータヴィアさんが前に出た！


　彼の右手にはガラスの攪かく拌はん棒ぼう！


　かまわずごろつきは突っ込んで来て──


　瞬間。


　ルータヴィアさんが地を蹴けった！　右手の攪拌棒が陽ひの光にきらめいて──
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「ぐぶぁっ!?」


　声を上げ、半ば宙ちゆう返がえりをするような形で吹っ飛んだのはごろつきだった！


　地面に転がり苦痛に身をよじらせる！


　そう──それは最初の日、街を出てすぐに現れたごろつきたちを、彼があっさり叩たたきのめしたのと同じ光こう景けい。


「……な……何だ!?」


　見ていた別のごろつきが、驚きよう愕がくに震ふるえる声を上げる。


「今、触さわりもせずに……！」


「触りましたよ。これで」


　ルータヴィアさんは、手にした攪拌棒を肩かたの高さにかざし、


「薬品攪拌棒。


　普ふ通つうの人にはただの棒。しかしひとたび私たち薬品管理士の手に拠よれば、それは万ばん物ぶつを攪拌する存在と成なる！


　即すなわち！　今この棒に攪拌できぬ存も在のなど何もなし！」


「な……何の話だ!?」


「単純なこと」


　うろたえるごろつきに、ルータヴィアさんはたった今倒した一人に視線を送り、


「触ふれた瞬間、鎧と服を通して、この人の筋きん肉にくや内ない臓ぞうを動かす力を攪拌しました。


　今この人は、自分の力で吹っ飛んで、自分の力で苦しんでいます」


「そ……そんな馬ば鹿かな話──」


「信じられないなら来てください。自らの身で味わえば理り解かいできるでしょう」


「──っ……！」


　誘さそいにそのごろつきは絶ぜつ句くして──


「──ここまでだ」


　あっさりと宣言したのは、すでに木こ陰かげへと半ば身を隠したリーダー格の男。


「そいつの言っていることは本当だ。動ける奴は仲間を助けてやれ。


　──とりあえずこの場は我々の負けだ。行くがいい」


　後半は、あたしたちに向けられたもの。


　だがむろん──そんな都つ合ごうのいい寝ね言ごとを聞き入れるつもりはさらさらないっ！


　ここで完全にぶちのめすっ！


　あたしは次に唱となえておいた呪じゆ文もんを──


　解とき放はなつよりわずかに早く。


「言っておくが──」


　再び男が声を上げる。


「もしそちらに我々を見み逃のがすつもりがないというなら、こちらも稼かせぎがどうのとは言っておられん。


　これ以上の攻こう撃げきを受けたなら、そちらの背中の箱を攻撃させてもらう」


　──そう来たか……！


「うっ……！」


　ハスティスが小さく呻うめき、ついでルータヴィアさんも息をつき、


「それは……面おも白しろくありませんが、呑のむしかなさそうですね……リナさん」


　呪文は唱えたまま、無む言ごんで小さくうなずくあたし。


　薬を守りつつ、残った敵てき全員を倒すことは不ふ可か能のうではないだろう。


　不可能ではないが──楽にできる話でもない。


　あたしたちの目的は、あくまでも魔道薬の運うん搬ぱんなのだ。


　ごろつきたちは倒したが、薬は箱ごと壊こわされた、などというのでは話にならない。


　結局あたしたち三人は、ごろつきたちを牽けん制せいしながら、そのまま街道を先へと進んだのだった──





　のんきに鳥が鳴ないている。


　襲しゆう撃げきの場所からいくらも行かぬうち、はりつめた空気はもはや霧む散さんして。


「あの人たち、何者だったんでしょう」


　ハスティスがぽつりと言ったのは、のどかな空気の中でだった。


「野や盗とう……だと思いますけど？」


　何を当たり前のことを、とばかりルータヴィアさん。


「それはわかっているんですけど……なんで魔道薬のにおいがしたのかな、って」


「あのリーダーが魔道士だからよ」


　さらりと言ったあたしのことばに、二人は驚おどろきのまなざしをこちらに向ける。


「けどあの格かつ好こうは……」


　つぶやくルータヴィアさんに、あたしは左右に首を振ふり、


「格好なんてどうにでもなるわ。


　本当ににおいがしたっていうのなら──


　相手がただの盗とう賊ぞくで、魔道薬が金になると知ってるだけなら、興きよう味みがあるのは薬の中身じゃなくて値ね段だんよ。仮に薬を奪うばってもフタもあけないでしょうね。


　つまり薬のにおいがしみつくことはまずありえない。


　けど魔道士なら？


　薬を奪って、自分で使うのはそのままもらい、残りは売り払はらって研究資し金きんにする。これなら体に薬のにおいがしみついてても不思議じゃあないわ。


　魔道士が悪あく党とうの味方になるのって割とよくあることよ。残念ながら、ね」


　あたしの説に、ハスティスもむずかしい顔で、


「そういえば……不ふ利りになったとたん、薬を壊す、って脅おどして来ましたよね……


　あれって、こっちが何を一番大だい事じにしているか、ちゃんと理解している、ってことですよね」


「同じ魔道士が──とは思いたくありませんが、可か能のう性せいは否ひ定ていできませんね……」


　と、ルータヴィアさんも表情を曇くもらせる。


「ともかく注意してね」


　あたしは二人に目をやって、


「相手が魔道士だってことはつまり──ひょっとしたら、しつこくあたしたちを狙ねらって来るかもしれない、ってことなんだから」


『………………』


　指し摘てきに二人は、無言で顔を見合わせたのだった──





　部屋の空気はひんやりとして、ベッドに入っても、薄うすい毛もう布ふ一枚ではやや肌はだ寒ざむい。


「……ハスティス、まだ起きてる？」


「起きてます」


　呼びかけに、隣となりのベッドから彼女の声。


　その日の夜の宿の部屋。


　三階のひと部屋にあたしとハスティス、ルータヴィアさんは隣部屋である。


　明日にはまず最初の薬の配達先に着く予定である。ぐっすり眠ねむって体力をたくわえておきたいところなのだが、肌寒さのせいかなかなか寝ね付つけない。


「この寒さ……なんとかなんない？」


「なりません」


　返ってきたのはとりつくしまもない答え。


　……まあ……そう言われるのはわかってたけど……


　光量をおさえた魔ま力りよくの明かりが薄く薄くあたりを照てらす中、その淡あわい光を受けて、部屋のどまん中できらきら光るのは、ハスティスが呪文で生み出した大きな氷ひよう柱ちゆう。


　これが寒さの源みなもとだった。


　もちろん、魔道薬の温度管理のためのものである。


　昨夜の宿でも氷の柱は作ったのだが、あの部屋には予よ備びの毛布があった。


　対して今夜泊とまったここには、薄い毛布が一枚だけ。


　ふつーに眠るならこの一枚でもじゅーぶんなのだが、この温度ではちとつらい。


「けど……これでこっちがカゼでもひいたら明日にさしつかえるし」


「カゼはいつか治りますけど、一いつ旦たん変質してしまった魔道薬はもとに戻もどりませんっ！」


「……そりゃそーだけど……体調崩くずしてるところを今日みたいな連中に襲おそわれて、薬をとられちゃいました、なんてことになっても困るでしょ」


「それはもちろん困りますけど……じゃあ何かいい方法はあるんですか？　ただ氷を溶とかすだけ、というのはなしで」


「んー……方法、ねぇ……」


　あたしはしばし黙もつ考こうし──


　…………ん？


　声をひそめて、


「──ハスティス、今、隣の部屋から何か聞こえなかった？」


「え？　隣って師し匠しようの部屋ですか？」


　二人して口をつぐんで耳すまし──


　だがそれ以上、何も聞こえない。


　聞こえないのだが──どうにも気になる。


「──見て来る」


　あたしはベッドの上に身を起こす。


「何もそんな……寝返りを打って壁かべに当たった音、とかじゃあないんですか？」


「かもね。けどあたしも護衛を頼たのまれてる以上、万まんが一いちのことを考えて動かなくちゃなんないのよ。


　あなたはここにいて」


　言いつつあたしはブーツをはいた。


　服は寝ね間ま着きではなく昼間と同じもの。夜や襲しゆうに備そなえてというより、寒さしのぎのためにこの格好で寝ていたのだが。


　マントとショルダー・ガードは置いて、ショート・ソードだけを手に取り、足音を殺して戸口の方へ。


　あたりに人の気配はない。物もの音おともさっき聞こえただけ。


　単なるあたしの思い過ごし、という可能性もあったが、やはり気になる。


　ドアを開けて顔を出せば、無む人じんの廊ろう下かをランプの明かりが──





　ドンッ！





　その時聞こえた轟ごう音おんは、間ま違ちがいなくルータヴィアさんの部屋からだった！


　やっぱり何かあったか！


　彼の部屋のドアノブに飛びつき──だがそこにはカギがかかっていて。


「ルータヴィアさん！」


「リ、リナさん……！」


　呼びかけに、ルータヴィアさんのうろたえた声。


「何があったの!?　ドア開けて！」


「その……いきなり……ま、待ってください今、ドアの方に行き……っとっ……！」


　何やら要よう領りようを得えない上、なんだか変にもたもたしている。


　あたしはしびれを切らし、口早に呪じゆ文もんを唱となえて、


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ぐばんっ！


　攻こう撃げき呪文でドアのカギを吹ふっ飛ばし、部屋に駆かけ込──


「うぅわぅっ!?」


　ドアと桟さんとを両手で摑つかみ、あたしはなんとか身を支ささえる。


　飛び込んだ先、目の前の床ゆかがなかった。


　部屋の床、そのど真ん中にでっかい穴あなが開いていたのだ。


　壁の近くやベッドまわりには床が残っており、ベッドのそばにはルータヴィアさんが動どう揺ようの色を浮うかべて佇たたずんでいる。


　なるほど。確かにこれではドアになかなか近づけなかったはずである。


　穴を覗のぞけば下の部屋。ランプは灯ともっているが人の姿すがたはなく、床には無数の板きれが散ちらばっている。


　──これは──


「ルータヴイアさん！　薬の箱は!?」


「……え……あ……」


　問いに、彼はおろおろあたりを見回してから、呆ぼう然ぜんとあたしに目をやり、


「……部屋の真ん中に置いたんですが……」


　──やっぱり！


　つまり、何者かがま下の部屋を取り、天てん井じようを──この部屋の床を破やぶって薬の入った背負い箱を落として手に入れたのだ。


　それが何者なのか──もちろん確かく証しようはないのだが、この時あたしの脳のう裏りに閃ひらめいたのは、今日やって来たニセ野盗の男の顔！


　もしここで逃にがせば、薬は永遠に返ってこないだろう。


「追うわ！　ルータヴイアさんはハスティスといっしょにいて！」


　言い捨てて返へん事じも待たず、あたしは穴から下の部屋へと飛び降りた！







（ポーション・スクランブル：続くっ！）
















　次回予告





　奪うばわれた片方の薬箱！　リナはそれを取り戻すことができるのか!?


　なお作中、薬マニア二人の言げん動どうがどこかアブナく聞こえるかもしれませんが、それはまるっきり気のせいです！


　作者も小さい頃ころ、「注ちゆう射しやの時の脱だつ脂し綿めんのにおいが好き」とか言って変な人扱あつかいされましたよ！　まったくもう！　失礼な！


　そんな薄うす暗ぐらい過去はさておいて！


　次回『ポーション・スクランブル』後編！


　エタノールとメタノールの取り扱いを間違えないよう気をつけつつ待て！




ポーション・スクランブル［後編］













　あらすじ





　キンナル・シティでリナが依い頼らいされたのは、高価な魔ま道どう薬やくの配はい達たつ護ご衛えい。


　薬品管かん理り士し師し弟ていにして重じゆう度どの薬品好きの二人、ルータヴィアとハスティスとともに旅たび路じにつくが、薬を狙ねらって謎なぞの一団が現あらわれる！


　あっさりと退しりぞけはしたものの、しかし相手を仕し留とめるには至いたらなかった。


　そしてとある町の夜。


　ルータヴィアの部屋の床ゆかが下の階からぶち抜ぬかれ、薬品を入れた薬くすり箱ばこが奪うばわれた！


　迷まよわず床の穴あなに飛とび込こむリナ！　果たして薬箱の奪だつ回かいはなるのか──？







　部屋には風が吹ふいていた。


　窓まどが開いている。ここは二階だが、降りられない高さではない。


　駆かけ寄より見れば、外は町の夜。薬箱を抱かかえた奴やつの姿すがたはない。


　相手はルータヴィアさんから奪った薬箱を持ち、窓から外に逃げた──


　単たん純じゆんに考えればそうだろう。が──


　違ちがう。とあたしのカンが言う。


　それを信じて、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたしは廊ろう下かへと飛び出した。


　薄うすいランプの明かりが灯ともり、一体何があったのかと、泊とまり客たちが顔を出している。そんな中、隣となりの部屋のドアは閉じられたまま。


　そのドアに向かい──


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごばんっ！


　一いち撃げきを放はなち粉ふん砕さいし、あたしは中へと駆け込んだ！


　明かり一つない部屋の中、しかしそこには、奪った薬箱を抱えて佇たたずむ人ひと影かげ一つ！


　予想的てき中ちゆうっ！


　こちらの部屋の下を取り、床をぶち抜いてブツを強ごう奪だつ。


　そこまでのことをやるような相手が、薬箱という荷物を抱えたまま、素す直なおに窓から逃げたとは思えなかったのだ。


　ならどうするか？


　逃げたと思わせ身を隠かくし、追おっ手て、つまりあたしをやりすごす。


　そして身を隠すなら、隣──あたしとハスティスの真下の部屋。


　そう読んだのが大当たりっ！


「──な―!?」


　男が驚きよう愕がくの声を上げる。暗くてはっきりとは見えないが、おそらく朝がたに襲おそってきたやつらのリーダー！


　いろいろやってくれたが、それもここまでっ！　あたしはまっすぐ男に向かって──


　だがその瞬しゆん間かん！


　男はあたしに向かって、薬の入った背せ負おい箱を放ほうり投げた！




[image: ]


　──なっ……!?


　とっさに箱を空中でキャッチ！


　うわ重おもっ！


　こちらが受け止め、よろけたスキに、男はきびすを返してダッシュ！　窓から外へと飛び出した！


　一いつ拍ぱく置いて着ちやく地ち音おん。あたしは呪文を唱えつつ、窓の方へと駆け寄よった。


　見下ろせば、やじ馬たちがちらほら顔を見せる夜の道を、駆け逃げてゆく影一つ！


　……ここでケリをつけたいところだが、今から攻こう撃げき魔ま術じゆつをぶっ放しても当たるまい。


　かといって、結けつ構こう重い薬箱を抱えて追つい跡せきするのも、薬箱をこの場に置いて追跡するのも下げ策さくである。


　つまり相手は、薬箱という重しをあたしに渡わたして足を封ふうじたわけである。


　──追つい撃げきはあきらめるしかない。


　だがそれは、いつか次の襲しゆう撃げきがあるということでもあった。


　あたしはため息をつくと、ルータヴィアさんとハスティスの待つ部屋へと戻もどる。


　──壊こわしたドアの修しゆう理り費ひは、経けい費ひってことでルータヴィアさんに払はらわせよう──


　などと頭の中で考えながら──





　ごはんがおいしいと人間しあわせ。


　なおかつ、しごとにひと区く切ぎりがついたあとでは。


　そう考えると陽よう気きに騒さわいでいい場面のはずなのだが……


　しかし、テーブルについたルータヴィアさんとハスティスの表ひよう情じようは限りなくうち沈しずんでいた。


　襲撃があったその翌よく日じつ。


　あたしたちは宿を発たち──そのまま何なに事ごともなく、四か所ある配達先のうち一つ、アンパラの町に到とう着ちやく。


　薬を注文主へと渡して代金を受け取り、昼ごはんを食べにこの食堂に入ったのだが──


「どーしたの？　元気ないけど」


　聞いてあたしは、鴨かもの香こう草そう蒸むしをひと口ほおばる。


　ナイフが必要ないくらいやわらかな鴨の肉は、口の中に入れたとたんにほろりとほぐれてソースとからみ、口いっぱいに美お味いしさがひろがる。


　しかしこれほどのものを、ハスティスは沈んだ顔で、もそもそ口に運びつつ、


「………………だって……」


「原げん因いんは、私たちがさっき薬を届とどけた魔道士ですよ」


　フォークの先で、つけあわせのコーンをいじりながら、ルータヴィアさんは言った。


「さっきの魔道士？」


　言われて思い出してみるが──


　相手は協会に所しよ属ぞくする中年の魔道士で、いろんな書物や実じつ験けん器き具ぐが部屋に転がっているという、どこの協会にも何人かはいる、ごくごくふつーの研究者タイプの魔道士だったと思うのだが……


　取引での対たい応おうも普ふ通つう。ヤな性格の奴やつというわけでもなかったようだし……？


「──あの人は──」


　しかしつぶやくハスティスの声には、あきらかに、押おし殺した怒いかりが潜ひそんでいた。


「薬に対する愛情が足りませんっ……！」


「そこか」


「そこですっ！」


　あたしが思わず漏もらした声に、彼女は決けつ然ぜんと顔を上げ、


「リナさんも見たでしょう!?　部屋にあった薬品棚だなの管かん理りのずさんなこと！


　こちらが薬を引き渡す時、いろいろ管理についてアドバイスをしたのに、『すぐ使うから気にしない』なんてっ……うっ……！」


　ハスティスが口もとを手でおさえて嗚お咽えつすれば、ルータヴィアさんもテーブルに雫しずくを落として、


「あの人は……魔道薬を道具としか見ていないんです……くっ……！」


　……泣くし。こいつら。


「いやいやいや。冷れい静せいになれ冷静に。魔道薬って道具だから」


　説せつ得とくに、ルータヴィアさんは涙なみだ目めのまま顔を上げ、どんっ！　とテーブルを叩たたいて、


「気持ちの問題を言っているんですっ！　こっちは娘むすめを嫁よめにやるような気持ちで薬を配はい達たつしているのですよっ！」


「娘とまでっ!?」


　身を引くあたしに、ハスティスも、フォークを持つ手を怒りに小さく震ふるわせながら、


「もちろん……魔道薬が道具だってこともわかってます。魔あ道の薬子たちがわたしたちのものじゃあないってことも、口出しをするなと言われれば口出しできないこともっ……！


　けどっ！　ここまで手をかけて管理して来た薬たちなんですから、ていねいに扱あつかってほしいじゃないですかっ！」


「なるほど……」


　気持ちはぜんっぜんわかんないが、薬マニアの二人にとっては、細さい心しんの注意で管理してきた薬がぞんざいに扱われるのが気に入らないのだろう。


「け……けどほら、それって今にはじまったことじゃないわけでしょ？」
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「だからこそ悔くやしいのですよ！」


　と、ルータヴィアさん。


「何度も何度も魔あ道の薬子たちを運び、何度も何度も魔あ道の薬子たちがぞんざいに扱われているのを目にして……それでも何もできない自分の無力が悔しいのですよ……」


「し……師し匠しようっ……わたしたちこの先もずっと、こんな思いをし続けなくちゃあいけないんでしょうか……」


「今は耐たえるのですハスティス。明けない夜も止やまない雨もありません。


　いつかきっと……人と魔道薬が手を取り合って平和に暮らせる世界が来ます！　そう信じて！」


　そんな世界は来ねえ。


　しかしその説得に、なぜかハスティスは感かん激げきしたらしく、ルータヴィアさんにしがみつき、


「師匠ぅぅぅぅぅっ！」


「ハスティスぅぅぅぅぅっ！」


　変な師し弟ていの抱ほう擁ようを、テーブルの向こうに眺ながめつつ、あたしはなるべく他た人にんの顔で、食事を続けるのだった──





　薄うす闇やみの中、あたしは無む言ごんでベッドに半身を起こす。


「……どうしましたリナさん……？」


　まだ起きていたのか、ハスティスがベッドの中から顔を向ける。


　最初の配達を終えたその夜。さらに少し足をのばした町の宿である。


　今日もいつもと同じように、ルータヴィアさんは隣となり部屋。部屋には薬の温おん度ど管かん理りのために氷の柱はしらが立っている。


　問われてあたしは声をひそめて、


「隣で音が聞こえたの」


「──それって──！」


　息を呑のむ彼女に無言のままでうなずくあたし。


　連れん想そうするのは、昨日の夜、襲しゆう撃げきがあった時のこと。


　もちろん今日はこっちも、下の部屋が塞ふさがっている所を選えらんだ。相手が同じ手口でしかけてくるとは考えにくい。


　だが、思い過すごしとたかをくくって裏うらをかかれては意味がない。


「──見て来る。あなたはここにいて」


　あたしは昨日と同じことを言うと、昨日と同じくショート・ソードだけを手に取って、足音を殺して戸口の方へ。


　ドアノブに手を伸のばし──そこであたしは動きを止めた。


　聞こえたのはドアの開く音。


　続く足音が、部屋の前を通り過ぎ、階かい段だんを下りてゆく。


　今のは──


　ルータヴィアさんの部屋から誰だれかが出て行き、階段を下りた。そういう物音だった。


　とはいえまさか、ルータヴィアさんがこんな状じよう況きようで夜の散さん歩ぽに出るわけもなく。


　音が聞こえなくなるのを待ってから、こちらは足音物もの音おと殺しつつ、ドアを開けて廊下へと。


　ルータヴィアさんの部屋のドアをノックしてみるが──中からの返事はなし。特におかしな気け配はいもしない。


　というか、中に人のいる気配がしない。


　なら、さっきの足音は──？


　どうにもこうにも気になって、足音を追い下へと向かう。


　宿は、一階が食堂兼けん酒場で二階から上が客室という、いたってありきたりなつくりになっていた。


　一階の店はまだ開いており、客が二、三人、ぽつりぽつりといるものの、その中にルータヴィアさんの姿はない。


　店の戸口から顔を出してみると──


　夜の町。宿から離はなれた通りの角に、人ひと影かげが消えてゆくのがちらりと見えた。


　月の光が照てらしていたのは、銀の髪かみと白いローブ。


　薬箱を持ってこそいないものの……やはりルータヴィアさん？


　あたしは宿を出、あとを追う。


　白い影が消えたのと同じ角を曲がり──声が聞こえてきたのはその時だった。


「……最初の配はい達たつが終わってしまいました。どうするんです!?」


　焦あせりのにじむその声は、間ま違ちがいなくルータヴィアさんのもの。そして。


「仕し方かたない。あの護ご衛えいがあそこまでやるとは予想外だったからな。俺にとってもお前にとっても」


　聞こえたのは──あの襲しゆう撃げき者しやの声！


　あたしはゆっくりと歩みを進める。


「今回はこの計画、見合わせた方がいいのかもしれん」


「しかしそれでは──！」


　表通りを一つ入ったその場所で。闇やみの中に佇たたずんでいるのは──


「何の計画？」


『────!?』


　あたしがかけたその声に、二人ははじかれたように振ふり向いた。


　それは間違いなく──


　襲撃者たちのリーダーと、そして、ルータヴィアさんの二人。


「……リナ……さん……？」


「おかしいとは思ってたのよ」


　かすれた声を漏もらすルータヴィアさん──いや、ルータヴィアに向かって、あたしは淡たん々たんと言う。


「昨日の夜から、ね。


　あたしたちの宿がどこで、どの部屋に泊とまったか。薬箱が部屋のどの位置に置いてあるか。


　最低でもそれだけのことがわかんないと、昨日の夜の襲撃は成り立たない。


　情報が漏れてる可か能のう性せいが高かった。それはつまり──内ない通つう者しやがいるってことよ」


「それが私だと……？」


　問うルータヴィアに、あたしは無む言ごんでこっくりうなずいた。


　……うそだけど。


　相手の手て際ぎわが良すぎると思っていたことは事じ実じつだが、あとはみーんな今、てきとーに思いついたのを言ってみただけ。


　しかし人生にハッタリは必要である。


「ハスティスが泣くわよ」


　あたしのゆさぶりに、しかしルータヴィアは、懐ふところからガラスの攪かく拌はん棒ぼうを取り出して、


「……でしょうね……」


　とだけ。


　なるほど……決意は揺ゆるがず、といったところか。


　ならば仕し方かたない。あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え──


「退ひきますよ。レーゲル」


　こちらの呪文が完かん成せいする前に、ルータヴィアは、攪拌棒をこちらに向けたままそう宣せん言げんした。


「ここで片かたづけた方が──」


「楽に倒たおせる相手じゃあありません」


　レーゲルと呼ばれた男のことばを、ルータヴィアは遮さえぎって、


「戦いが長なが引びけば警けい備び兵へいが来ます。そうなれば不ふ利りになるのはこちらです」


　言いつつじりじりと後ろに退さがる。


「……ちっ……！」


　レーゲルは舌した打うち一つ残すと、きびすを返して駆かけ逃にげる。


　わずかに遅おくれてルータヴィアもきびすを返し──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　そこにすかさず、あたしは術じゆつを解とき放はなつ！


　十数条の冷れい気きの矢は、白い姿に肉にく薄はくし──


　その時ルータヴィアがふり返る！


　手にしたガラスの攪拌棒が月の光にきらめいて──


　次の瞬しゆん間かん！


　あたしが放った冷気の矢、そのほとんどが、あらぬ方へとはじき散ちらされていた！


　空気を攪拌し風と成なし、飛び来る攻こう撃げきをそらしたか……！


　三度彼はきびすを返し、レーゲルのあとを追って走り出す！


　あたしは──


　追わずにそのまま引き返す。


　相手は二人。無む理りに追っても、二手に分かれられれば片方は取り逃がすだろう。


　最悪の場合、追ったところを撒まかれ、事じ情じようを知らないハスティスの所に先回りされて薬を奪うばわれる──などということにもなりかねない。


　ほうっておいても、たぶん向こうからやって来るはず。ならば今追う必要はない。


　決戦は、おそらく明日。


　……だがあたしにはその前に、やらねばならない、ゆううつなしごとが一つあった……





「うそですっ！」


　あたしの話を聞き終えて、ハスティスは、涙なみだのにじむ瞳ひとみでそう言った。


　宿に戻もどり、ルータヴィアが置いていった薬箱を回かい収しゆうし。


　あたしはハスティスのいる部屋に戻ると……彼女に、ことのいきさつを説明した。


　反はん応のうは──当然、思った通り。


「師し匠しようが……師匠が泥どろ棒ぼうとぐるだったなんて……！　うそです！　何かの間違いです！


　だって師匠、泥棒と戦ってたじゃないですか！」


「あたしたちを信用させるためにね」


　彼女のことばを、しかしあたしはばっさりと斬きって捨すてた。


　事実は──受け入れてもらわなくてはならない。残ざん酷こくなようだが、今は優やさしいだけのなぐさめは不ふ要ようなのだ。


「でも……でも……」


　彼女はすがるようなまなざしで、


「それなら師匠が、自分の部屋に薬箱を置いて行くはずがありません！　そのまま持って逃げればいいんですから！」


「今日の外出は単なる打ち合わせ、今後の作戦会かい議ぎだったみたいよ。


　実じつ際さい、計画を続けるか、それとも今回は中止して次の機き会かいを待つか、って話してたのをあたしは聞いてるし。


　打ち合わせなんだから、薬箱を持ち出しても意味はない」


　相手は薬箱を二つとも手に入れるつもりだったのだろう。


　昨日の夜に薬箱を一つ奪い、あとは、ルータヴィアが適てき当とうな理由をつけて、残る一つの薬箱を持ち出して逃げる──おそらくそんなところだろう。


　だがその計画は崩くずれ去った。


「……けど……けど……」


　ハスティスはうつむき、膝ひざに爪つめを立て。


　頰ほおを濡ぬらす思いは悲ひ哀あいか怒いかりか悔くやしさか。


「そんな……どうして……」


「理由はわからない」


　魔ま力りよくの光を受け、淡あわくきらめく氷の柱にぼんやり目をやり、あたしは言った。


「あたしにも、彼がお金目め当あてでこんなことをする人には見えなかった……けど動どう機きはともかく、彼がもう味方じゃあなくなったっていう事実は認みとめなくちゃあなんないわ」


「……………………」


「明日は一いつ旦たんアンパラの町まで戻りましょ。


　魔道士協会で隔幻話室ヴイジヨン・ルームを使って、キンナルの魔道士協会に報ほう告こくして、今後の指し示じをあおぐ。


　そういうことにしましょ」


　ちなみに隔幻話室ヴイジヨン・ルームというのは、たいていの魔道士協会にある、離はなれた魔道士協会と儀ぎ式しき魔法で遠えん隔かく会話をするための施し設せつである。


　提てい案あんに、ハスティスはしばし沈ちん黙もくしてから、


「……いえ……」


　ぽつりと──けれどはっきりと言った。


「先に進みましょう。


　隔幻話室ヴイジヨン・ルームを使うなら、先にある町の魔道士協会からでもできます」


「進む、って、あなたとあたしの二人で？」


「はい」


　迷まよわずきっぱりうなずく彼女。


　アンパラの町まで戻れば半日。先に進んだ場合、協会のある町までは一日半。


　どちらがより安全かは瞭りよう然ぜんである。


　しかし、ハスティスの気持ちはわかる。


　彼女のルータヴィアに対する信しん頼らいは、あたしに対するそれよりもはるかに大きい。


　そのルータヴィアが消え、あたしが『彼は裏うら切ぎった』と語ったのだ。


　口にこそ出さないが、ハスティスは、あたしがルータヴィアをどうにかした上でうそをついている、という可か能のう性せいも考えているだろう。


　ならばここであたしが強く説せつ得とくすれば、いらぬ疑ぎ心しん暗あん鬼きを生む。


　結局。


「……あなたがそう判はん断だんしたなら、あたしは従したがうわ」


　言ってあたしはうなずいた。


　たとえどちらの道を選んだとしても。


　おそらく──明日が決戦になる。





　森の木々から小鳥が飛び立つ。


　すれ違ちがう旅人たちが道の端はしによけ、遠まきにこちらに視し線せんを向ける。


　明けて翌日。


　あたしとハスティス、二人は町を出て、街かい道どうを先へと進みはじめていた。


　だが問題が一つ、発はつ生せいした。


　薬の入った背せ負おい箱である。


　一つをあたしが背負った場合、急に何かあった時、対たい応おうするのにジャマになる。


　かといってハスティスが二つ運ぶのは無む理りがある。


　それで結局──


　一つを今まで通りハスティスが背負い、そしてもう一つは、あたしが術じゆつで造った土人形ゴーレムに背負わせることになった。


　造ったゴーレムは、ふつーの成せい人じん男性を頭二つ分ほど高くしたような、ひょろりとした体格で、とーぜん色も材ざい質しつも土。リーチをかせぐために、足は変に長めになっている。


　こんな夕暮れ時の影かげ法ぼう師しみたいなもんが、女二人のあとをひょいひょいついて歩いているのだ。すれ違った人たちが妙みような目を向けてくるのも仕し方かたない。
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　町を出て、どれくらい進んだろうか。


「……来ると思いますか？」


　ずっと無む言ごんだったハスティスが、ぽつりとそうつぶやいたのは、あたりに人通りがなくなった頃ころのことだった。


「たぶんね」


　と、あたし。


　むろんルータヴィアたちの話である。


　彼らに時間の余よ裕ゆうはない。離り反はんが魔道士協会に伝われば、彼らは動きづらくなる。


　その前に薬を奪うか、あるいはあたしたちの口を封ふうじるか。


　いずれにしても、しかけて来ないはずはない。今度は不ふ利りになっても一旦退たい却きやくなどということもしないだろう。


　あたしとハスティス、二人が足を止めたのは、そんな会話をしてからいくらも歩まぬうちだった。


　あたしについて進めと命令されていたゴーレムも、いっしょに立ち止まっている。


　止まった理由は──言うまでもない。


　街道の左右に茂しげる木々と下生え。


　そのあちこちからひしひしと、いくつもの気け配はいが漂ただよっていた。


　おそらくハスティスの方は、気配ではなく、常じよう人じんにはわからない、かすかな魔道薬のにおいを捉とらえたのだろうが。


「案外早かったわね」


　不ふ意いは打てぬと悟さとっていたか、あたしの呼びかけに、微み塵じんの動どう揺ようすらもなく──


「きみたちなら、前に進むと思っていましたから」


　ゆく手の木こ陰かげからゆっくりと歩み出たのはルータヴィア。


　昨日と同じ服ふく装そうで、昨日と同じ表情で。陽ひの光に片眼鏡モノクルがきらめいて。


　ただ──その背に薬の箱がないのと、もう味方ではなくなったということだけが違っていて。


　彼に続いて、レーゲルと、ごろつきたち十人以上があちらこちらから姿すがたを現し、あたしたちを完全に取り囲む。


　この瞬しゆん間かん。


　おそらく、ハスティスの抱いだいていた、何かの間違いであってほしいという一いち縷るの希望はうち砕くだかれた。


　しかし彼女は激げつ昂こうはせず、ただ、細いため息をついてから、


「──なぜです。師し匠しよう」


　静かな静かな問いかけに、ルータヴィアも淡たん々たんと、


「きみにもわかっているはずだよ、ハスティス」


　ゆっくりと──ゆっくりと彼女の方に歩み寄りつつ、


「昨日、魔道薬を注文主に届とどけて。それがぞんざいに扱あつかわれるのを見た時。


　悔しかったろう。悲しかったろう。


　私たちは今までに幾いく百幾千回と同じ思いを味わって来て──こんなことを続ける限り、これから幾百幾千回と同じ思いをすることになる。


　私は、それに耐たえられなくなったのです」


　ハスティスからわずかに距きよ離りを置き、立ち止まる。


「だからって、薬を盗ぬすんでどうなるんです」


　真っ向からその目を見すえて彼女が問う。


　しかし彼は全く動じず、


「勘かん違ちがいしないで欲ほしい。これは『盗み』ではなく『保ほ護ご』なのですよ。


　私たちと同じく、薬品を愛する人々は決して少なくない。


　たとえば──」


　と、レーゲルの方を指さし、


「彼は私たちと同じ、キンナル・シティ魔ま道どう士し協会の薬品管理士だったのですよ。


　ですが……薬を愛するがゆえに、配達先の相手とトラブルになり、協会を出てゆくことになってしまった──」


「噓うそです」


　説明を、しかしハスティスはひとことのもとに否ひ定ていした。


　鋭するどいまなざしをレーゲルに送り、


「このひとはわたしたちを襲おそった時、これ以上戦うなら背中の薬箱を壊こわす、と脅おどして来ました。


　本当に魔道薬が好きなら、あんなことは言えないはずです」


「……俺おれとしてもあれは……苦く渋じゆうの決けつ断だんだった……」


　指し摘てきにレーゲルは苦い表情で、


「だがああ言わなければ、計画が──いや、俺たちの理り想そうそのものが瓦が解かいしていたかもしれん」


「理想？」


　おうむ返しにつぶやくあたしに、ルータヴィアは我わが意を得たりとばかりに深ふか々ぶかうなずいて、


「そう、理想です！


　ここにいるのはレーゲルをはじめとして、薬やく剤ざい師し、薬草採さい集しゆう業ぎよう者しや、薬売り、仕事は普ふ通つうだけれどなんか薬が好きな人など、いずれ劣おとらぬ薬好きたち！


　薬品のにおいを一日欠かかせば指先に震ふるえが来るという強つわ者もの揃ぞろい！」


　そんな集団かこれはっ!?


　見た目だけなら完全に、ただのごろつきたちなのだが……


「そんな風には見えませんが」


　あたしの気持ちを代だい弁べんするハスティスに、


　対してレーゲルが平へい然ぜんと、


「だろうな。年ねん季きが入っているからな。


　この近辺でここ十年ほどの間に起きた薬品類強ごう奪だつ事件……その二割ほどは俺たちがやっている」


　なるほど……レーゲルだけがなんだか浮ういて見えたのは、魔道士ゆえか、あるいは単純に武装が新品だったからか。


「すべては理想のためです！」


　朗ろう々ろうとルータヴィアが声を上げる。明日を夢見るまなざしで、


「薬草から魔道薬まで！　世界中のありとあらゆる薬品を私たちが完全管理し、薬品を適てき切せつに扱うことのできる者のみに薬を渡わたす！


　このように、選ばれた管理者の下もとで管理運営されてこそ、薬品と人との理想たる未来は築きずかれていくのです！」


　酔よい痴しれ語るルータヴィアに、あたしはおずおずと、


「……あの……売って金にするとかじゃないんだ……？」


「もちろん適てき正せいな管理・運用能力を持った方には売りますが、私たちの目的は決して金銭的利り益えきではありません！


　薬品を一堂に集めて、日々眺ながめたりにおいをかいだりしてうっとりすること！」


「……っ……！　それは確かに……理想なのかもしれません……！」


　ハスティス心動いてるしっ！


　そんな彼女に、ルータヴィアは手をさし伸のべて、


「ならばハスティス、私とともに来なさい」


　誘いざないに──


　しかし彼女は、ゆっくり左右に首を振ふった。


「──いいえ、師匠。


　それは確かに、わたしたちにとっては真の理想郷と呼べるかもしれません。


　けれど、薬たちにとってはどうなのでしょう？


　確かに雑ざつな管理をされれば、薬たちだって嫌いやに違いありません。


　けれど、一部の人たち以外には使われることもなく、ただ愛めでられるだけというのも、薬たちにとっては不幸なのではないでしょうか!?」


　──使われないのは薬にとって不幸──


　思わぬ反はん撃げきに、ざわりっ、と、薬マニアたちの間に動どう揺ようが走る。


「しかし、管理の仕方も知らぬ者の手に薬を渡すのは許せません！」


「だからといってこんなやり方をして、それで世界は変えられるのですか!?　その理想郷は来るのですか!?」


「もちろん私たちも、この手しゆ段だんがベストでもベターでもないとはわかっています！


　しかし誰だれかが何かをやらなければ、世界は何も変わらないのです！」


　熱あつく語る一同のそばで、なんだか一人さめてるあたし。


　……だって……こんな側そく面めんから世界とか語られても……


　二人はしばし無む言ごんでにらみあい──


「……師匠は……間違っています」


　やがてハスティスは呻うめきを絞しぼり出す。


　ルータヴィアは、それまでずっとさしのべていた手を静かに下ろし、


「残念です。ハスティス。


　あなたならきっとわかってくれると思」


「火炎球フアイアー・ボール。」





　づどぉんっ！





　前置き警けい告こく一いつ切さいなしで、あたしの放った攻こう撃げき魔術が、ごろつき──もとい。薬マニアたちのうち五人ばかりを吹ふっ飛ばした！


「──な──!?　いきなり──！」


　ルータヴィアが動揺の声を上げた時には、あたしは次の呪じゆ文もんを唱となえはじめている！


　決けつ裂れつが決定した交こう渉しようで、盗ぬすっ人とのセリフを最後まで聞いてやる義ぎ理りはないっ！


「ちっ！　かかれっ！　まずはあいつを！」


　レーゲルの号ごう令れいに、薬マニアたちは一いつ斉せいにあたしの方へと駆かけて来る！


「リナさん！　師し匠しようはわたしが！」


　声を上げ、ハスティスは懐ふところから攪かく拌はん棒ぼうを取り出した。


　対するルータヴィアも無言で攪拌棒を抜ぬき出し、自らの弟で子しと対たい峙じする。


　一方あたしは、四方からこちらに迫せまるごろつきたちに──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　こきぃぃぃぃぃぃんっ！


「ぐわっ！」「がっ!?」「くそっ！」


　一いち撃げきを食らわせ、包ほう囲い網もうに穴あなを開け、そこに向かって全力ダッシュ！


「逃にがすか！」「このアマ！」


　連れん中ちゆうは、こちらを追って駆けかたまって、そこを──


　あたしについて進めと命令されていたゴーレムが、後ろから蹴けり踏ふみ倒たおす！


『ぅぐぇあどひわぁぁあぎふっ!?』


　阿あ鼻び叫きよう喚かんの一いつ瞬しゆんの後──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ふり向きざまにあたしが放った追つい撃げきが、さらにマニアたちをうち倒す！


　だがレーゲルが残っている！


　あたしは足を止め──合わせてゴーレムもその場に立ち止まる。


　レーゲルはあたしに対峙して──その右手には、きらめく一本の攪拌棒。


「ルータヴィアが言ったよな。俺もまた、薬品管理士だったと。


　攪拌の技わざは俺にも使える。


　……お前がいくら攻撃魔ま術じゆつを飛ばそうと、大気ごと攪拌して、すべて軌き道どうをそらしてやるよ！」


　そう。彼は偶ぐう然ぜん残ったのではない。


　あたしが飛ばした冷気の矢を、攪拌棒ではじき散ちらしたのだ！


　──ということで。


「じゃあ爆裂陣メガ・ブランド。」





　ずどぉんっ！





　レーゲルの足あし下もとから吹ふき上がった土ど砂しやが、大気の攪拌もへったくれも関係なく、一撃のもとに彼を吹っ飛ばす！


　甘あまい甘い。攻撃呪文使いの芸が、飛び道どう具ぐだけだと思ったらおーまちがいである。


　あと残るのは──


　ハスティスと対峙するルータヴィア！


　ィイイイィィィィィィィン！


　甲かん高だかい響ひびきが大気を震ふるわせた。


　ハスティスとルータヴィア、二人が手にした攪拌棒は、陽よう光こうをきらめかせて円を描えがき、ぶつかり、離はなれてガラスのハーモニーを奏かなで上げる！


　何合ごうか打ち合ったあと、ハスティスはわずかに身を引き距きよ離りを取り、


「リナさん！」


　ルータヴィアに視し線せんを向けたまま、あたしに声をかける。


「師匠との決着は、わたしにつけさせてください！」


　まっすぐなその視線を受けて。ルータヴィアは宣言する。


「あなただけでは、私には勝てませんよ」


　その指し摘てきはおそらく──正しい。


　技ぎ量りようはルータヴィアの方が上だろう。加えて今、ハスティスの背には薬箱という重りがあり、ルータヴィアにはそれがない。


　しかし。
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「勝ってみせます！」


　ハスティスの決意に揺ゆるぎはない。


　ならば──


「わかったわ。そこまで言うならやってみなさい」


「必ず！」


　あたしに応こたえて、彼女はじりじりと師との距離を詰つめてゆく。


　対するルータヴィアは優やさしい笑えみを浮うかべて、


「──来なさい」


「行きます！」


　吠ほえてハスティスは地を蹴けった！


　二人が手にした攪拌棒が宙ちゆうを裂さき──


　イィィィィィィィィィン！


　かみ合った二本のガラス棒が鳴なり響ひびく！


　剣けんのつばぜり合いのように、二人の攪拌棒は交差したまま刹せつ那な拮きつ抗こうし──


　……いや、違ちがう！


　真相に気づき、あたしは愕がく然ぜんとした！


　単に力で押おし合っているだけならば、ガラス棒など瞬しゆん時じに折れて飛ぶだろう。


　だがそうならないのはなぜか。


　単たん純じゆんな力の押し合いに見えて、しかしその実これは、攪拌しようとする技術とそれをうち消そうとする技術、技と技とのぶつかり合いなのだ！


　攪拌棒を持つ二人の手がともに小きざみに震ふるえているのは、力を入れているからではなく、そこに、あたしには想像もつかぬ技の応おう酬しゆうあるがゆえ！


　だが。


　ガラスの響きが高まって、じわり、とわずかに圧おされはじめたのはハスティスの方！


「やりますね。ハスティス」


　言うルータヴィアの声には余よ裕ゆうの色。


　対するハスティスの頰ほおには一すじの汗あせ。


「けれどねハスティス。私には、きみにまだ見せたことのない技があるのですよ。


　それを今──見せてあげます」


　言ったその瞬間！





　ごずっ！





　横手からあたしの放った跳とび蹴げりが、ルータヴィアのこめかみを直ちよく撃げきした！


　ひとたまりもなしに倒たおれるルータヴィア！


「えええええええええええええっ!?」


　ハスティスは混こん乱らんした悲鳴を上げると、あたしと、倒れてぴくぴくするルータヴィアとを交こう互ごにおろおろ見やりつつ、


「ち……ちょっ……リナさんっ！　え？　なん……？　だって、師匠との決着はわたしがつけるって……」


「うん。聞いた」


「リナさんも、わかった、って……」


「うん。わかったからやってみろとは言ったけど、手を出さないとは言ってないから」


「………………ええぇぇぇぇぇぇぇっ……？　なんか……いろいろ台だい無なしですよ？」


「何言ってんの。一番大事なのは薬の安全でしょ？」


「それはそうですけど……えぇぇっ……？」


　ハスティスの不満の呻うめきは、道の左右に立ち並ぶ木こ立だちの奥おくに吸すい込まれ、虚むなしく消えるだけだった──





　かくて。


　魔道薬を狙ねらう薬品マニアたちのもくろみは潰ついえ去ったのだった。


　倒してふん縛じばっておいた薬マニア連中は、あたしが新たに造ったゴーレムに連れん行こうさせ、町で役人に引き渡わたし、若じや干かんではあるが謝しや礼れいをもらった。


　魔道士協会のある町に着き、キンナル・シティの協会に連れん絡らくを取ったところ、配はい達たつを中ちゆう断だんして帰って来いという結けつ論ろんになった。


　結局、キンナル・シティに戻もどると、そこで依い頼らいは終しゆう了りよう。


　不ふ測そくの事じ態たいということで、依頼料全ぜん額がくに加えて迷めい惑わく料りようまで上乗せしてもらい、あたしとしては文もん句くなしである。


　……まあ、師匠との対決をあっさり潰つぶされて、気持ちのやり場がなくなったハスティスが、別れるまでずーっと、小首をかしげつつ何やらつぶやいていたのが気になると言えば気になるが──


　──もちろんそれは、あたしの知ったこっちゃあない。







（ポーション・スクランブル：完）





幻げん獣じゆうの森［前編］
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　それは、どこにでもある森に見えた。


　並ならぶ木立ち。繁しげる下した生ばえ。緑のにおい。


　だがしかし。


　森の入り口で足を止めた一行の表情には、緊きん張ちようの色が浮うかんでいて──


　突とつ如じよ。


「そして我われ々われ調ちよう査さ班はんは、ついにレテンルの森へとたどり着いたのだった！」


「へ？」


　隊長のエスタリーさんが上げた朗ろう々ろうたる声に、一いつ瞬しゆんあたしは目を丸くした。


　今までは軽い口く調ちようでしゃべっていた人が、突とつ然ぜん何の脈みやく絡らくもなしに、重じゆう厚こうなしゃべりをはじめたのだ。ふつーは驚おどろこうというもんである。


　しかし──


　一体何が起こったのかと、あたりのみんなを見回してみるが、十人ほどのお弟で子しさんたちは全員眉まゆ一つ動かさない。


　なおかつそのうち、記き録ろく係がかりとおぼしき二人は、エスタリーさんのナレーションっぽいセリフを黙もく々もくと羊よう皮ひ紙しに記している。


「え？　何？　どーゆーこと？」


　一人とまどうあたしをよそに、エスタリーさんの声は続く。


「人じん跡せき未み踏とうの禁きん断だんの森！　うっそうと繁る木々の奥おくはただ暗く、まるで、調査に訪おとずれた我々の侵しん入にゆうを拒こばんでいるかのようだった！


　果たしてこの森の奥に、幻まぼろしの動物、犀さいは存そん在ざいしているのか!?」


「サイ!?」


　思わずあたしが上げた裏うら返がえった声に、一同の視し線せんがこちらに集まった。





　それは、いつもと同じ平へい凡ぼんな出会い。


「ひょっとしてきみ、旅の魔ま道どう士しだったりする？」


　その日の朝。宿の一階にある食堂で。


　朝ごはんをとっているあたしに声をかけて来たのは、四十がらみの男だった。


　短く刈かった黒い髪かみ、日焼けした肌はだに引き締しまった体たい格かく。ハンサムとは言えないが、不ふ思し議ぎな魅み力りよくのある顔立ち。


　団だん体たい客きやくの一人なのだろう。少し離はなれたテーブルでは、男と同じ、やたらポケットの多いシャツにズボンという探たん検けん家かスタイルの連れん中ちゆうが朝食をとっていた。


　目の前の男は、あまり似に合あわぬ軽い口調で、


「ねえねえきみ、今ヒマ？　もしヒマで、腕うでにおぼえあるなら、僕たちの護ご衛えいやってくんないかな？」


「護衛？」


　クリームとキノコのふわふわオムレツをトーストの上に乗せてほおばり、あたしはおうむ返しに尋たずねる。


「そっ。


　僕たち、動物の研究調査に向かってるんだけどさあ、ここまで来て護衛に雇やとってた奴やつがビビって逃にげ出しちゃってさぁ」


　言いながら、男は勝かつ手てに、テーブルの向かいのイスに腰こしかけて、


「あ。自じ己こ紹しよう介かいが遅れたけど。


　僕はブロード＝エスタリー。あっちのテーブルにいるのは、僕を手つだってくれてるみんな。立場的には、僕の弟子、ってことになるのかな？


　僕たちみんな、こう見えてもきみと同じ魔道士でさ。所しよ属ぞくはセイルーンの魔道士協会。


　いろんな動物の調査研究をやってて、今回はその現地調査フイールドワークってわけ」


「ブロード……エスタリー!?」


　一気にまくし立てた男の名に、あたしは思わず声を上げていた。


　その名に心当たりがあったのだ。


「ってひょっとして、『あなたの知らない昆こん虫ちゆう世界』とか『ほんとうに遭あった野生動物』とかの著ちよ者しやの!?」


「あ、知ってるんだ」


「もちろん！」


　あたしははずんだ声を上げる。


　ブロード＝エスタリー。魔道士のうちでは結けつ構こう知られた人である。


　いろんな生き物の調査研究をして、今までに見つけた新しん種しゆの動物も何種か。したためた動物の図ず鑑かんも十冊さつ近く。


「あたしがいたゼフィーリアの魔道士協会にも、写しや本ほんが置いてありましたから！　よく読んでました！


　あ、あたしはリナ。リナ＝インバース！」


　言ってさし出した手を彼はにぎりしめ、


「え!?　きみリナ＝インバース!?　噂うわさは小耳にはさんでるよ！


　いやー、それじゃあなおさら、ぜひにも護衛お願いしちゃいたいな。


　依い頼らい料りようはずむからさ。どう？」


　今は別のしごとも入っておらず、子供の頃ころから知っている有名人からの依頼で料金もいい。


　これで断ことわる理由など何もない。


　かくてあたしは護衛を引き受けた……というわけなのだが。





　視線が集まり、記録係たちの手が止まる。


「あ。中ちゆう断だんしてすみません。


　けど今……サイ、って言いました……？」


「言ったけど」


　平へい然ぜんとエスタリーさんは言い放ち、あたしは思わず口をつぐむ。


　サイ。


　その名前を知らない人は多いだろう。


　しかしそれも、無む理りはない。


　頭にツノを持ち、鎧よろいのような皮ひ膚ふを纏まとった四本足の動物だというのだが──


　実じつ際さいには、そんなものはいないのだから。


　いや、正確に表現すれば、世せ間けん一いつ般ぱんではいると認みとめられていない、いわば未み確かく認にんの動物なのである。


　目もく撃げき例れいや足あとと称しようするものは数あれど、生きているものが捕つかまった例はおろか、死体が見つかったことすらない。


　……まあ、ぶっちゃけあたしとしても、そんな変な動物がいる、なんてことは信じられないのだが。


　おおかた、誰だれかに鎧をつけられた一角馬ユニコーンか何かを見み間ま違ちがえた、とかいうのがその正体ではないだろうか。


　とはいえ、いることを証明するのは可か能のうでも、いないことを証明するのは不可能なわけで。


　そのせいか、こういった幻げん獣じゆうの存在を主しゆ張ちようする人は世の中にあとを絶たたない。


　だが、動物研究で有名なエスタリーさんのような人が、言っては悪いがそんなマユツバものを追っているとは。


　こちらの沈ちん黙もくに、エスタリーさんは、ぱちんっ、と指をうち鳴ならし、


「あーそっか。


　そういえばリナちゃんには、犀のこと説せつ明めいしてなかったっけ。


　メンゴメンゴ」


　あたしの方に歩み寄り、無む反はん省せいな満面の笑えみで、


「でも騙だましてたなんて思わないでよね。


　犀の探たん索さくがメインだけど、この森周しゆう辺へんに棲すむ他のいろいろな動物の調ちよう査さもやる予定だし。河イルカとかさ。


　そういう意味じゃあ間違いなく、動物の調査なんだから」


「あ。いや。それはいーんですけど……その、なんてゆーか……」


　言いよどむあたしに、エスタリーさんは、いたずらっぽい笑みを浮うかべて、


「犀が実じつ在ざいするなんて信じられない？」


「……正直言って少し……」


　あたしの意見に、しかし彼は気を悪くしたふうもなく、


「無む理りないよ。


　世せ間けんじゃあ、そんなものはいない、っていうのが常じよう識しきになってるからね。


　けどこのあたりじゃあ、森に犀がいる、って噂うわさがあるのも事じ実じつなんだ。


　だからさ。僕はこう考えてみたんだ。


　僕たちが今住んでいる所は、滅ほろびの砂さ漠ばくや魔ま海かいのせいで、その向こう側とは行き来できなくなっちゃっている。


　けどきっと、砂漠や海を越こえた先にも世界はひろがっている。


　それについては異い論ろんないよね？」


「まあそれは」


　言ってあたしはこくりとうなずく。


　伝説によれば──


　滅びの砂漠や魔海というのは、今からおよそ千年前、魔王が復ふつ活かつした時にできたものだということになっている。


　魔王うんぬんの話はさておき、遠い昔、砂漠や海のせいであちこち行き来ができなくなったというのは事実なのだろう。そして、その外にも世界がひろがっていることも。


　……このあたりのことも、魔道士うちでの常識、ということになっているのだが。


　対するエスタリーさんもうなずいて、


「このあたりでも、山を一つ二つ越えた所や、近い場所でも山の上と谷の底そこでは、全ぜん然ぜん違う生き物が棲んでいる、なんてことは当たり前にあるわけ。


　なら砂漠の向こうの世界には、犀みたいな、一見ありえなさそうな生き物が棲んでいても不思議じゃあないでしょ。


　遠い昔、そんな犀の一いち群ぐんがこっちの方に移うつって来て、そのあと砂漠で分ぶん断だんされて帰ることもできなくなっちゃって、どこかでひっそり隠かくれ棲んでいる──


　そんなことがあっても不思議じゃあないと思うんだけどね」


「……それなら、可か能のう性せいは否ひ定ていできませんけど……」


　言うと彼は上じよう機き嫌げんで、あたしの背中をばしばし叩たたき、


「だろだろ？


　それに、犀が見つからなかったからって、別にリナちゃんへの依頼料減へらしたりなんかしないからさ。


　そこは安心して、ね」


　まあ、そういうことならば。


「──わかりました」


「なら決まり。


　それじゃあ記ス録タ再ー開ト！」


　合あい図ずに記録係がふたたびペンを構かまえ、エスタリーさんが、一同の方に行きながらナレーションを再さい開かいする。


「我々がいよいよ森に足を踏ふみ入れようとした、まさにその時！」


　彼はあたしの方に何やら意味ありげに目をやると、


「護衛に雇やとった魔道士が、突とつ如じよおびえた声を上げた！」


　………………………………


　あたしを見やる一同の、何かを期き待たいするようなまなざし。


「……へ……？」


　呆ぼう然ぜんとつぶやいたその瞬しゆん間かん。


「──記録中止カツト」


　エスタリーさんの声とともに、記録係たちの手がまた止まる。


　一同の間に流れるのは、どこかしらけたような空気。それはまぎれもなくあたしに向けられていて。


「え？　え？」
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　わけがわからぬあたしに、エスタリーさんはふたたびこちらにやって来ると、あたしの肩かたを抱だき小さな声で、


「ちょっとー。リナちゃん、もっとノッて来てよー！」


「のれ、って……？」


　わけわかんないダメ出しをされてとまどうのに、彼はさも当とう然ぜんのごとく、


「普ふ通つうああいう風に話を振ふられたら、おびえた顔で、『これ以上は行けない！　ここは呪のろわれた森なんだ！』とか言うのが流れってもんじゃん！　それくらいのリアクション、アドリブでできないと、この業ぎよう界かいじゃ生き残っていけないよ！」


「この業界って、どの!?　というか、そんなヘタレな護衛ってダメなんじゃあ……」


　少なくとも魔道士って、そんなしごとじゃあないよーな気がするのだが……


「とゆーか、動物の調査に必ひつ要ようなんですかこれって？」


「……うーん。まだ若いねぇリナちゃん」


　あたしの問いに彼は苦く笑しようし、


「リナちゃんにもそのうちわかると思うけどさ。


　仕し事ごとっていうものを堅かた苦くるしく真ま面じ目めにとらえて作さ業ぎよう的てきにやっていくよりも、やりがいを見つけたり楽しくやった方が、精せい神しん的てきにも効こう率りつ的てきにもいいと思うわけ。


　いろんなノリを試ためしてみたんだけど、こうやってテンション上げてやるのが一番しっくり来るかなー、ってこと。


　あと、護衛がへたれって言ってたけど、護衛のはずの人がおびえるってことによって、森に一体何があるんだろう、って不安を強きよう調ちようする演えん出しゆつになるわけ」


「な……なるほど……」


　あたしはようやく納なつ得とくした。


　早い話──


　探たん検けん気き分ぶんで盛もり上がりたい、と。


　エスタリーさんのナレーションも、場を盛り上げるためのもの、ということか。


　納得はいったが──かといって、そのノリにつきあいたいかどうかは別問題。


　なにしろ、あたしのよーな旅の魔道士にとって、アウトドアでの活かつ動どうなんぞ当たり前。


　人があまり入らぬ場ば所しよに入って行くことも少なくない。


　そんな場所で、無む理りにテンションを上げて盛り上がろうとしても、かえってしらけるだけである。


　……ひょっとして……逃にげ出した護衛の人っていうのも、怖こわくなったんじゃなくて、このノリに合わせるのがイヤになっただけなんじゃあ……


　とはいえ、ただ『ヤです。』と言っても通るまい。なら──


「理り屈くつはわかりました。


　けど──


　この森の中に危き険けんな動物や、あるいは野や盗とうなんかがいる可能性だってあるわけです。


　ノリ優ゆう先せんであたしの注意が散さん漫まんになったところを襲おそわれて、ケガ人でも出たら、護衛の意い味みありませんし」


「うーん……それも一いち理りあるかぁ……」


　危険を指し摘てきされ、さすがにエスタリーさんの表情にも不安の色がよぎる。


　彼はひとしきり呻うなってから、


「──わかった」


　うなずくと、全員に向かって声をはり上げる。


「じゃあリナちゃんは護衛に専せん念ねんしてもらうから！


　そのパートの演出は、こっちで適てき当とうにやるから！　いいね！」


　一いつ拍ぱく置き、誰からも異い論ろんが出ないのを確かめてから、


「──記録係レコーダー！


　おびえるリナちゃんの画えの下に、『これ以上進んじゃあいけない！　ここは入っちゃあいけない森なんだ！』って文字書き入れといて！」


　再び記録係たちの手が動きはじめる。


　……ヘタレ護衛の役どころを割わり当てられるのは面おも白しろくないが、そこに突っ込んだところで話がややこしくなるだけである。


　とりあえず、黙だまって様よう子す見みを決め込むあたし。


　エスタリーさんのナレーションが続く。


「おびえて鼻はな水みず垂たらし土ど下げ座ざして謝あやまり続ける護衛を、現金で頰ほお面づらはたいて説得し──」


「いやちょっと待てぃ！」


　さすがに抗こう議ぎするあたしを無む視しし──


「我々調ちよう査さ班はんは、幻げん獣じゆうの待つ森の中へと踏み込んだのだった！」


　エスタリーさんのナレーションを合図に、一同は森の中へと進んだのだった。





　あたしが予想していたのに反して──


「エスタリーさん！　こっち、マダラガエルの亜あ種しゆと思われるカエルが！」


「行動パターンをしばらく観かん察さつ・記録してからサンプルとして捕つかまえて。


　発見した時の状じよう況きようを記録。まわりの土や草木の葉の採さい集しゆうも忘れないように。あと、日につ照しようの具ぐ合あいもチェックね」


「すみません、ちょっと見てほしいんですけど、この虫──」


「ほー。従じゆう来らい種しゆとは後こう翅しのつき方が違うね。未み確かく認にん種と考えて間違いないよ」


　森に入った一同の調査活動は、案あん外がいまともなものだった。


　調査開始のかけ声とともに、お弟で子しさんたちは申もうし合わせたようにあたりに散ちらばり作業をはじめ、あちこちから上がる報ほう告こくに、エスタリーさんは自信をもって次々と指し示じを下している。


　……森に入る直前は、変なノリの困った一団という印いん象しようしかなかったが……


　調査の様子を見ると、みんなかなりの手て際ぎわである。


　まあ冷静に考えてみれば、人間、シュミや人じん格かくと能のう力りよくや功こう績せきが比ひ例れいするとは限らないわけで。


　エスタリーさんは、しばらくあれこれと指示を飛ばしていたが、やがてひと息つくと、あたしのそばにやって来て、


「いやーリナちゃん、凄すごいよここ。入っていくらも経たたないのに、はじめて見る動物がいくつも見つかったよ」


「収しゆう穫かくアリ、ってこと？」


「大収穫、だね。


　もし森の奥おくに行くにつれて、この調子でいろいろ見つかったら、それだけで書ほ物んが一冊書けちゃうくらいだよ。


　これで犀さいまで見つけたら、歴史に僕の名前残っちゃうかもね。


　……さてと」


　彼はお弟子さんたちの様子を眺ながめて、


「そろそろ、のはずなんだけどな」


「そろそろ、って何が？」


　あたしが尋たずねた、まさにその時。


　がさりっ。


「おい！　あれ！」


「何だ！」


「隊長！　あれを！」


　離はなれたしげみが音を立て、調査員たちが騒さわぎはじめる！


「我々が調査をはじめる中、突とつ如じよしげみの向こうに何かの気け配はいが現あらわれた！」


　エスタリーさんはナレーションをしつつ、皆みなの方へと駆かけてゆく！　あたしもいっしょについてゆき、一同が見やる方へと視線をやれば──


「そこで我々が見たものは！　しげみの向こうに動く一本のツノだった！」


　彼の解かい説せつが全すべてを説明する。


　一同から離れた、人の背ほどの高さをしたしげみ。


　その上から──


　濃こい灰色の一本角が覗のぞいていた。


　形や色からして一角馬ユニコーンとは違ちがう。


　ならばまさか──


「おいあれ犀じゃないか！」


　声の調子をわずかに変かえて叫さけぶエスタリーさん。それにどよめくお弟子さんたち。


「行くぞみんな！」


　言うと同時にそれのいる方へと駆け出す一同！


　まずいっ！


　発見に浮うかれて、みんな忘れてる！　相手が危あぶない動物かもしれないということを！


　もしもサイが伝説通り、ツノと鎧よろいのような皮ひ膚ふを持っているというのなら、凶きよう暴ぼうな肉食動物だという可能性が非ひ常じように高い！


　あわててあたしも口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつダッシュする！


　と、その時！


　しげみの向こうの角が動いて、こちらから遠ざかりはじめた！


「逃にげるぞ！」


「追いかけろ！」


　一同が上げる興こう奮ふんの声。


　だから不ふ用よう意いに追いかけるなぁぁぁっ！


　心の中でツッコミ入れて、森を歩き慣なれていないみんなを、あたしはいともあっさり追い抜ぬいて──


「ちょっ……リナちゃん……!?」


　後ろでエスタリーさんの声。抜け駆けするなと言いたいのかもしれないが、不ぶ用よう心じんに駆けてゆくみんなを見み過すごしにはできない！


　雑ざつ草そう踏ふみ分けしげみをまわり込み。その先に見えたのは逃げ行く影かげ！


　無む意い味みに露ろ出しゆつの多い服！　頭の上にはつくりもののツノ！


　瞬しゆん間かん！


「……ってあんたかナーガ！　爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　づどぉぉぉぉんっ！





「そみゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ!?」


　あたしの放った一いち撃げきが、変な生き物を吹ふっ飛ばす！


　吹っ飛び地に落ち倒たおれたのは他ほかでもない、自じ称しようあたしのライバルこと、変人三ざん昧まい白蛇サーペントのナーガ！


　いつもの変な格かつ好こうに、今は頭にツノがプラスされているのだが、ツノに違い和わ感かんが全くないのは一体どーゆーことか。


　倒れたナーガは、しばしぴくぴくしていたが、やがて、がばぁっ！　と身を起こし、


「ちょっといきなり何を……ってあなた、リナじゃない!?


　ずいぶん奇き遇ぐうね。こんな所で。


　けど、人を呼び止めるのに攻こう撃げき呪じゆ文もんを使うのはやめた方がいいわよ」


　忠ちゆう告こくのつもりなのかなんだかよくわからない、そんな寝ね言ごとをあたしは無む視しし、


「……とゆーか……


　ナーガ、あんた、こんな所で一体何やってんのよっ!?」


　問いに彼女は立ち上がり、堂どう々どうとマントをひるがえし、


「ふっ！　この姿を見てわからないのかしらっ!?　しごとよ、し・ご・と！」


「そんなしごとはないっ！」


「あるんだから仕し方かたないじゃない！」


「ないッ！　きっぱり金こん輪りん際ざいっ！」


　叫さけぶあたしの後ろから、
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「え？　ひょっとして二人とも知り合い？」


　エスタリーさんの声がする。


　あたしはあわてて左手を横に上げ、ナーガをにらみつけたまま、


「こっちに来ないでみんな！　何かが感う染つるから！」


「どういう意味よそれは！……ってリナ、あなたひょっとして、エスタリーさんと知り合いなの？」


　……………………


「……へ？」


　ナーガのセリフに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　彼のことを知っている……？


　というか、エスタリーさんもあたしたちに向かって、二人は知り合いなのか、と聞いていた。


　それはつまり、ナーガとエスタリーさんは知り合いだということで……？


　とまどうあたしとナーガの方に、エスタリーさんは笑え顔がおで歩み寄り、


「なんだ知り合いだったんだー。


　いや実はね、リナちゃんは僕たちの護衛に、ナーガちゃんは犀さい神しん官かん役にってことで別々に雇やとったんだけどね」


「ちょっと待てぃっ！」


　すかさずあたしは声を上げる。


　ナーガを別口で雇った、というのはわかったが──


「何そのサイ神官って!?」


　問いに彼はさわやかな笑みで、


「だからさ。


『この森に住んでいる、犀を神しん聖せい視しする部族の女神官』って設せつ定ていで。


　はじめてナーガちゃんを見たとき、この子しかいない、ってピーンと来たね」


「いやあのいやあの。


　ナーガを見て、即そく座ざに変な役やく所どころを割わり振ふったのは正しいと思うんだけど。


　設定て何？


　いや、ヤラセにしても、最初、この森のこと、人じん跡せき未み踏とうって言ってなかった？」


　あたしの抗こう議ぎに、しかしエスタリーさんは悪びれた様よう子すなどみじんもなく、


「ヤだなぁリナちゃぁん。ヤラセだなんて人聞きの悪い。


　演出、って言ってよ。


　別に僕だって、ここでの調査をまとめる時に、『犀を崇あがめる謎なぞの部族が住んでいた』なんて書くつもりはさらさらないよ。


　言ったじゃん。仕事は楽しく、って。これはそのための演出。


　人跡未踏だと思っていた場所に住んでいた謎の部族……


　盛り上がるよコレ！」


　盛り上がるかなぁ……？


　しかし……ノリのために、事じ前ぜんに人を雇って仕し込こみまでしているとは……


　今にして考えてみれば、幻まぼろしの動物かもしれないものを前にして、エスタリーさんがナレーション口調でがなり立てるのは不自然だったし、駆かけるみんなの足が遅おそかったのも、森に不ふ慣なれだったのではなく、ここはどういう演出で盛り上がる所なのかわかっていて、最初から追いつかないつもりで走っていたのではないだろうか。


「けど、コレちょっと困ったなぁ……」


　と、エスタリーさんは眉まゆをひそめて腕うでを組み、


「最初はナーガちゃんにちらちら姿すがたを見せてもらって盛り上がる、ってつもりだったんだけど……


　こうなると、もう一回同じことをやり直し、なんてやってもしらけるだけだし……


　まあ……いいか。


　こうなったらナーガちゃん、最初の話と違ちがって悪いんだけどさあ、リナちゃんと組んで護衛頼たのむよ。


　ギャラは同じだけ出すからさあ」


「ふっ……そういうことなら仕方ないわね！


　この白蛇サーペントのナーガの護衛の腕前、たっぷりと見せてあげるわ！　ほーっほっほっほ！」


　胸を張はり、バカ笑いをするナーガに向かって、


「まあ、なんでもいーからとりあえず、その頭のツノは取れ。」


　あたしは、静かな静かなツッコミを入れるのだった──





　かくて護衛にナーガをくわえ、一行は動物調査を続けつつ、森の奥おくへと進んで行った。


　途と中ちゆう、やたらとぐったりしたヘビや、ぴくりとも動かない毒どく虫むしにお弟で子しさんたちが襲おそわれたのを、エスタリーさんが勇ゆう敢かんな行動で切り抜けたりしたこともあったが、基き本ほん的てきにあたしとナーガはずっとヒマなまま。


　午後はまだ陽ひのあるうちにテントを張り、今日の宿しゆく営えい場所とする。


　調査団の面々は、いろいろやることもあるらしく、あちらで報告をし合ったり、こちらで書しよ類るいをまとめたり、とあわただしく動き回っている。


　あたしとナーガは、少し離はなれた倒とう木ぼくの上に並ならんで腰こしかけ、そんなみんなの様子をぼーっと眺ながめるばかり。


「……このぶんじゃあ、このわたしの護衛の腕前を見せつける機き会かいはなさそうね……」


　頰ほお杖づえついて、ヒマそうにナーガ。


　ちなみに、頭のツノは今はさすがにもう外している。


　横であたしも苦く笑しようして、


「ま、けど何もなく穏おん便びんに終わるっていうのなら、それはそれで──」


　言いかけて、あたしは言葉を切る。


　木々の奥に出しゆつ現げんした、なじみのあるこの気配は──


　──敵てき意い！


　だが、あたしやナーガが動くより早く！


　ひゅかっ！


　風裂さき飛び来た一本の矢が、打ち合わせをしていたエスタリーさんのそばにあった木の幹みきに、かっ！　と突つき立った！


「うわっ!?」「何だ!?」


　ざわめく一同！　どうやらこれは、盛り上げの演出ではなさそうである！


　あたしとナーガは立ち上がり、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ──


「──おやぁ。動物かと思ったら人間か」


　あざけるようなその声は、矢の飛んできた方から聞こえた。


　一同そちらに注目する中──


　がざりっ、と、しげみをかきわけ現れたのは、二十代半なかばの男が一人。


　黒い髪かみを緑色のバンダナで覆おおい包つつみ、その身に纏まとうブラウンの服は、草の汁しるでもすり込まれているのか、緑のしみがあちこちに目め立だつ。


　そして──手にした弓と背中の矢や筒づつ。


　典てん型けい的てきな猟りよう師しスタイルという奴やつである。


　男は一人。こちらはおーぜい。しかし男は怖おじる様子もなくこちらを一いち瞥べつすると、視し線せんをエスタリーさんの方に向け、


「こりゃあ失礼。この森に人がいるとは思わなかったんでね。


　しかしこりゃあまた。大おお勢ぜいさんですなぁ。


　一体何のお祭りですかい？」


　問われてエスタリーさんは、ゆらりっ、とその場に立ち上がり、


「キャンプで休んでいたその時！　突とつ如じよ一本の矢とともに、謎の狩人かりゆうどが我々の前に現れたのだったッ！」


「……え……？」


　理り解かい不ふ能のうなその対たい応おうに、猟師は眉をひそめて身を引く。
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　エスタリーさんはかまわずに、


「果たして彼の正体は!?　そしてその目的とは!?」


　あおりナレーションを、自分への問いかけと思ったか、男はいぶかしげに、


「俺おれは、近くの村で猟師をやってる、クロード＝クォンタムって──」


「それ以上言うなぁぁぁぁぁぁっ！」


「ええっ!?」


　ものすごい勢いきおいで自じ己こ紹しよう介かいを阻そ止しされて、クォンタムの顔に動どう揺ようがひろがる。


「キミせっかくいい素そ材ざいなんだからさぁ！


　ここで何もかんもしゃべっちゃったら台だい無なしでしょ!?　もっと引っぱって！


　今日は僕たちに、森から出て行けとかなんとか一方的に警けい告こくをして立ち去ればいいの！　わかった!?」


「……お……おう……もとよりそのつもりだったんだが……？


　まあ、その、何だ」


　クォンタムは、こほんっ、と一つせき払ばらいして気を取り直し、


「とにかく、だ。


　あんたらが何の目的でこの森に入って来たのかは知らねえけどな。


　森ってのは、シロウトが気安くノコノコ立ち入っていい場所じゃねえんだ。


　獣けものと間違えられて、射うたれてケガでもしないうちにとっとと帰んな」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして。


　おーっ。と、一同から感かん嘆たんの吐と息いき。


　クォンタムは、いぶかしいのを通り越こして、何やら気き味み悪わるげな視線を一同に向けて、


「……忠ちゆう告こくはしたぞ！　わかったな！」


　言うとくるりときびすを返し、小走りに茂しげみの奥へと姿を消した。


　その背中を見送ってから。


「不ぶ気き味みな警告を残して立ち去った謎の男！


　その目的は一体!?　この森の奥には果たして何が待つのか!?　謎はますます深まってゆく！」


　ノりにノったエスタリーさんのナレーションが、木々の間にこだまする！


　そこにすかさず、お弟で子しさんの一人が、


「隊長！　ひょっとして今の人、犀さいと何かの関係があるんじゃあありませんか!?」


「……かもしれないな……」


　難むずかしい表情で、遠くの空を眺めるエスタリーさん。


　そんな一同を、呆ぼう然ぜんと見守るあたしとナーガ。


　普ふ通つうなら、クォンタムが出てきた時じ点てんで蹴けり倒たおし、知っていることをあらいざらい白はく状じようさせるところだが、みんなが盛り上がってたんで、結局何もしなかったのだ。


　けど……よかったんだろーかこれで？


　遠い空を眺めても、むろん答えは返って来なかった──





　森の夜は暗い。


　天の半ば以上を覆おおう木々の葉が、月と星とのあえかな光さえ遮さえぎり消して。


　その暗さに比くらべれば、キャンプのまわりにいくつか灯ともるたき火の明かりなど、無む力りよくに等ひとしい気すらして。


　そろそろ真ま夜よ中なかを過すぎる。


　並んだテントの中でみんなは寝ね静しずまり、火の番と見はりを兼かねて起きているのは、あたしとお弟子さんのうち一人だけ。


　もう少ししたら、ナーガをたたき起こして交代する時じ刻こくだが──


「──ん？」


　小さく声を漏もらしたのは、いっしょにいた名前も知らぬお弟子さんだった。


「何かあった？」


　問いに彼は、まっ暗な森の奥おくへと目をやって、


「今、虫たちの鳴なき方が、不自然に変わったような気がして」


　……不自然に変わった？


　何かの襲しゆう撃げきがある前、虫たちの鳴き声が急に止やむ、という経けい験けんは何度かしたことがあるが……


　少なくとも今は、そういう感じではなかった。


　あたしが気づかなかっただけか。それとも彼の気のせいか。


　もっとくわしく話を聞こうとしたその時！


　……ざ……ざざざざざざざざざざざっ！


　虫が鳴き止やみ草くさ葉ばが揺ゆれた！


　近づいて来る！　何かがこのキャンプを目ざして！


　あたしが警告の声を上げるより早く！


「ひと息ついたその真夜中！　寝静まった我々のキャンプに、夜の静寂しじまを引き裂さいて、森の奥から何かが近づいて来たのだった！」


　朗ろう々ろうと響ひびくナレーション！


　──ってエスタリーさんあんた起きてたんかっ!?


「果たして音の正体とは!?」


　ナレーションの響く中、あたしは音の方へと向かって身がまえるのだった──！







（幻獣の森：続く！）
















　次回予告





　こんにちは。作者です。


　いつもの調子でアオリ文を書こうと思ったんですけど、ふと気がつくとソレ、大だい体たい作中でエスタリーがやっちゃってました。


　なもんでオレ、一体どうしたらいいのかわかんなくなっちゃって……


　今言えるのは、後編を期待してくれるとうれしいな、ってただそれだけで。


　……まあそれはさておき。


　作中に記き述じゆつされる『犀』は現実の犀とは関係ありません。


　くれぐれも記述を信じたり、作者に『サイって本当にいますよ』とか手紙を出したりしないようご注意ください。


　ともあれ次回『幻獣の森』後編！


　近所でツチノコとか探しつつ待て！




幻げん獣じゆうの森［後編］













　あらすじ





　森で動物調ちよう査さを行うエスタリーとその一行の護ご衛えいを引き受けたリナ＝インバース！


　調査を行うその森には、幻まぼろしの動物、犀さいが棲せい息そくしているとの噂うわさがあるという！


　調査をはじめてまもなく、一同は、しげみの奥おくに見え隠かくれする見み慣なれぬ一本角を発見！


　だがリナが倒たおしたそれは、エスタリーが探たん検けん調査を盛もり上げるために手配した、作り物のツノをつけたナーガだった！


　ナーガを加えて進む一行！


　これ以上進むなと皆みなに警けい告こくして去ってゆく謎なぞの猟りよう師し、クォンタムの出しゆつ現げん！


　そして一同がキャンプを張はった夜！　森の奥から何かがキャンプに向かって押おし寄せて来たのだった！
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　音が来る！　夜の静寂しじまを引き裂さいて！


　しかしその姿すがたは見えず、闇やみにざわつく草葉が黒いゆらぎを見せるのみ。


　──いや！　違ちがう！


　ゆらぎ蠢うごめくその黒は、決して草場の影かげなどではない！


　それは大きな黒いもや。もちろんただのもやではない。正体はおそらく──


　悟さとってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ、


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　放はなった光こう球きゆうはもやの先せん端たんに突つっ込こんだ！





　ぐばんっ！





　光が散ちり、炎ほのおがはじける！


　炎は草木に燃もえ移うつり、かがり火となり夜を照てらす。まわりを舞まい飛ぶ小さな影を浮うかび上がらせて。


　そんなさわぎに目を覚さまし、お弟で子しさんたちやナーガが次々テントの外へと出てくる。


「ちょっと!?　何があったの!?」


　あたしは唱えた二発目の火炎球フアイアー・ボールを、いまだ迫せまり来るもやに叩たたき込み、


「虫の群むれよ！」


　ナーガの問いに叫さけんで返す。


　そう。もやと見えたのは、無む数すうの小さな虫の群れ！


　ゆえにあたしは炎の術じゆつをぶっ放したのだ！


　虫たちは炎の光に惹ひかれ、時とき折おり自ら火の中へと飛び込み、こげくさいにおいを上げる。


　だが──しょせんは焼け石に水！　一体どれほどの数がいるのか!?


　残る虫たちは依い然ぜんこちらへと向かい来る！


「ふっ！　たかが虫ごとき！」


　ナーガが大口を叩たたいて呪文を唱えはじめるが……全ぜん滅めつさせるのはたぶん無む理り！


「退たい避ひを！」


　叫んであたしは手て近ぢかなテントを目ざしてダッシュ！


　顔を出していたエスタリーさんやお弟子さんたちも、あわてて中に引っ込んで。


　あたしがテントに駆かけ込んで、入り口を閉めた、まさにその直後。





　ざぁっ。





　激はげしい雨音にも似た響ひびきが、テントの中を満たしたのだった。





「キマダラ蛾が、ですね」


　あたりに散ちらばる虫の死し骸がいを調べ、お弟子さんたちの一人はそう言った。


　虫の襲しゆう来らいがあったあと。やがて時が経たち音が消え。


　そろりそろりと外に出てみると、虫たちはいなくなっていた。


　あとには、消えかけた火のあとがいくつかと──呪文詠えい唱しようが間に合わずに、虫にたかられて失しつ神しんしているナーガ。


　火事を防ふせぐためよけいな火を消し、小さなたき火をあらためておこし。ナーガをテントにほうり込み。


「我われ々われのキャンプを襲おそい来た虫の群れ！」


　エスタリーさんが例によってナレーションをはじめ、そのすぐ後ろでは、記き録ろく係がかり二人が彼のことばをメモる。


「その襲来に、身を挺ていして立ちふさがった護衛の一人が倒れてしまった！


　それは、これ以上進むなという森からの警告なのか!?　果たしてこの森の奥には一いつ体たい何があるのだろうか!?


　隊員たちの表情に不ふ安あんが浮かぶ！


　次の襲来はあるのか、わからぬままに夜はふけてゆく！」


　そこで彼は口をつぐみ、記録係たちのペン先も停とまる。


　エスタリーさんは一同をふり向き、一転カルい口調で、


「はいお疲つかれさん～。明日も早いからみんなそろそろ休んでよね」


　とたんに場の空気がユルみ、みんなだらだらと解かい散さんする。


　雑ざつ談だんをはじめる者。テントにくっついた虫をはらう者。


　そんな中。


「エスタリーさん」


　あたしは彼のそばへと歩み寄り、やや声をひそめて、


「いちおー確かく認にんしておきたいんですけど。


　次に出会ったらぶち倒しますから」


「……ん……」


　宣せん言げんに彼は、困こまった顔で、


「……何の話？」


「とぼけないでください。想そう像ぞうはついてるんでしょ？


　あたし言いませんでしたっけ？　あなたの図鑑読んでた、って。


　やって来た虫たちは、キマダラ蛾っていう一種類だけ。


　あなたの図鑑によると、このキマダラガってやつ、どこの森や山にでもいて、ある種の音を嫌きらう。山仕事をする人たちの中には、それを利用して、虫むし笛ぶえを使ってガを追おい払はらう人もいるとか。


　ならこれは──


　誰だれかがその虫笛を使って、ガをこのキャンプの方に向かって追い込んだ、って考えるのが自然ですよね。


　じゃあ誰が、と考えたら、一人しかいないわけで」


　対する彼は、苦く笑しようを浮かべて、


「参まいったなぁ。僕ぼくの図ほ鑑んに載のってた、って言われちゃあなぁ……


　けどよく憶おぼえてるねぇ。そんなことまで。


　まあたぶんリナちゃんの思ってる通り、これって虫笛使ったんだろうね。


　たぶんあの、クォンタムとかって猟りよう師しが」


　そう。夕方、矢まで射いかけておどして来たあの男のことである。


　近くの猟師と言っていたが、それならばこのガの性せい質しつを知っていて、それを操あやつる虫笛を持っていても不ふ思し議ぎではない。


「エスタリーさんはあの猟師を使って探たん検けん気分を盛もり上げようって思ってたみたいですけど。


　どーもあの男、かなりムチャなことやって来そうですし。


　森を荒あらされたり隊員にケガ人が出たりしたあとに後こう悔かいしても遅おそいですから」


「……うーん……まあ仕し方かたないかぁ。


　たしかに盛り上げ優ゆう先せんで調ちよう査さがダメになったら本ほん末まつ転てん倒とうだし。


　じゃああの男のことは……よろしく頼たのむよリナちゃん」


「りょーかい。きっちりしとめてみせます」


「いやあのリナちゃん？　仕し留とめる、って一体……？」


　はりきるあたしに、なぜかおそるおそるつぶやくエスタリーさん。


　ともあれこれで話は通した！


　クォンタム……とかいったか。別にうらみはないのだが、あたしが護衛を引き受けた調査団に手を出したこと、必ず地じ獄ごくの底で後悔させてみせるっ！


　正義の闘とう志しを胸に秘ひめ、あたしは夜空を見上げるのだった。





　調査キャンプの朝は早い。


　目ざめがおひさまの光ではなく、朝を告げるエスタリーさんのナレーションだというのは、あんましさわやかではないのだが……


　ついでに言うと、朝ごはんの間じゅう、ナーガがずっとガまみれにされた怒いかりのことばを吐はいていて、さらにさわやかさとはほど遠く。


　ともあれ一同、朝食済すんでキャンプを片づけ、森の奥おくへと調査に出発──


　した、そのとたん。


　ざンっ！　のわぁぁぁぁっ!?


　草葉が揺ゆれて悲ひ鳴めいが響く！　地から宙ちゆうへと走る影かげ！


　片足ロープに縛いましめられて、木から逆さかさにぶら下がったのは、先頭を歩いていた一人のお弟子さん！


　仕掛け罠ブービートラツプ!?　こんなものがっ！


「──われわれが森へと入ったそのとたん！


　隊員の一人が悲鳴を上げた！　何者かがしかけた罠わなによって宙づりにされたのだ！」


　すかさずエスタリーさんのナレーションが飛び、記録係が手を動かす！


　いーから先に助けてやれ！


　ナレーションを終えるとエスタリーさんとお弟子さんたちは、罠で逆さ吊づりの仲間の方に駆かけ寄って──


「──こんなっ……！」


　さすがに頭に来たか、エスタリーさんは宙づりの一人を見上げて、くやしげに、


「こんなオイシイ仕し掛かけがあると知ってたら僕がかかってたのに！」


　うらやましいんかっ!?


「いやぁ。すいません。ぼくなんかが目立っちゃって」


　逆さ吊りのお弟子さんも、言ってなんだか照てれている。
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　……ひょっとして……全員こういう芸げい風ふう大だい歓かん迎げいですか……？


「あー。それじゃあ彼を下ろしたら、みんなであたりの罠チェックして解かい除じよしてね。


　くれぐれも罠にかかんないように注意してね。二回目はしらけちゃうからさぁ」


　エスタリーさんの指し示じにみんなは作業をはじめ──


　────！


　あたしとナーガ、二人は無む言ごんで視し線せんを交かわし、口の中で呪文を唱となえはじめる！


　その時！


　ぅおんおんおんっ！


　けたたましい吠ほえ声上げて、しげみの奥から飛び出して来たのは二匹ひきの犬！　あたりの罠を調べていたお弟子さんの一人に向かって駆け迫せまる！


　だが！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガが唱えた呪文を放ち、犬たちの動きをあっさり止めて、


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　あたしは高こう速そく飛ひ行こうの術を使って宙に舞まい、犬たちがやって来た方へと向かう！


　まわりに展てん開かいした風の結けつ界かいで、小こ枝えだや草をはねのけて、突つっ込んで行ったその先に、猟師姿の男が──二人!?


　どちらも三十くらいだろうか。片方はヒゲありで片方はヒゲなし。昨日の男とは違ちがう！


　しかしおそらくその仲間！　こっちが罠で足止めされている所を狙ねらって、犬をけしかけて来たのだろう！


　ともに弓ゆみをこちらに向かって構かまえ、つがえた矢を解とき放はなつ！


　かまわず突っ込み行くあたし！　飛び来た矢は、纏まとった風の結界がはじき散ちらす！


　猟師二人の驚おどろきの顔が迫り──


　衝しよう撃げき。


　あたしは二人をはね飛ばし、術を解かい除じよしてその場に着ちやく地ち！


　マントと髪かみをなびかせくるりときびすを返す。男たちのうちヒゲづらは木の幹みきに背中を叩たたきつけられ、ヒゲなしは倒たおれていて。


　あたしはダッシュし、起きあがりかけていたヒゲなしのどたまを踏ふみつけぶち倒す！


「く！　な……！」


　ヒゲづらは、あわてて腰こしの山刀ハチエツトを抜ぬき放ち構えて──


「これ以上は──」


　あたしは腰こしのショート・ソードを抜き、男の方に切っ先を向けると、静かな口調で、


「こっちも手て加か減げんをしない。命のやりとりになるわよ。


　続ける？」


　問うて相手の答えも待たず、聞こえよがしに口の中で呪じゆ文もんを唱えはじめた。


　ヒゲづらの視し線せんが一いつ瞬しゆんゆらぎ──


「ま──待て」


　額ひたいに汗あせを浮うかべつつ、山刀ハチエツトをあわてて投げ捨すて、手を上げる。


「お……おれたちは、金になるってノせられただけなんだ！　本気であんたらをどうこうしようってつもりじゃあ……！」


「まあとりあえず──話をくわしく聞かせてもらいましょーか」


　構えたショート・ソードはそのままで。あたしは冷たい口調で言ったのだった。





　猟りよう師し二人をふん縛じばり、みんなでぐるりととり囲み。


「さてと」


　代だい表ひようしてあたしが口を開く。


「ノせられた、って言ってたけど。


　はっきり言ってもらいましょーか。誰にどうノせられたのか。


　言わないのなら……わんちゃん共とも々ども、ちょっと面おも白しろくないことになるわよ」


　言ってあたしは視線を移す。そこにはナーガが氷づけにした犬──たぶん猟犬だろう。二匹が木の幹にくくりつけられている。


　とたんに、ひげなしの方が顔色を変え、


「わ、わかった！　なんでもしゃべる！　だから犬はっ！　犬だけはっ！」


　よほど犬を大だい事じにしているのか。ならばこっちもやりやすい。


「しゃべってくれれば、わんちゃんに危き害がいを加えたりしないわ。で？」


　あらためて問えば、ひげなしは迷まよわず、


「クロードの奴やつに誘さそわれたんだ！　ひと山当てないか、って！」


「クロード＝クォンタムのことね」


「ああ！　金さえあれば、うちの犬にももっといいものが食わせてやれる！　そう思って話に乗ったんだ！」


「犬はいいから。


　で、ひと山当てるって？」


　もうけ話っぽいことばに、ナーガも目をかがやかせ、


「そうそう！　そこの所をくわしく聞かせなさいよっ！」


　あたしが気になったのも実はそこ。


　さっきひげづらも言っていたが、問題は、ひと山とやらが何なのか、である。


「言っても信じねえよ」


　ひげづらが吐はき捨すて、ひげなしの方もおずおずと、


「……正直……俺おれも半はん信しん半はん疑ぎっていうか……その……」


　煮にえきらぬ態たい度どに、あたしはぽそりと、


「犬──」


「わかったしゃべる今しゃべる！


　サイだっ！」


　……ざわりっ……


　ことばに思わずざわつく一同。


「……犀さい……？」


　エスタリーさんのかすれた声に、ひげなしは、


「この森に、サイっていう幻まぼろしの動物が──」


「噂うわさは知ってるって！　その犀がどうしたって聞いてるんだ！」


　絶ぜつ叫きように近いエスタリーさんの問いに、ひげなしも悲鳴に近い声で、


「あいつ、オレたちに言ったんだ！　この森でサイを見たって！　オレたちでサイを捕つかまえるなりしとめるなりして売れば、一いち躍やく大金持ちの有ゆう名めい人じんだって！　犬にも贅ぜい沢たくさせてやれるって！」


　──サイを──


　見た!?


　ふたたびざわつく調査隊！　まさか……本当にサイがいる!?


「けど、あんたらが先に見つけちまったら金にならねえ！


　だからまずは、あんたらをこの森から追い出すのに手を貸かせ、って、そう言われて！」


　男は続ける。


　隣となりのひげづらの様よう子すを見ても、どうやらその話に噓うそはなさそうで──


「……ほんとなの……それ……？」


　尋たずねるあたし自身の声もふるえていて。


「少なくともあいつがそう言ってた、ってことは本当さ！


　オレも最初は疑うたがってたけど、『オレがこんな噓をつかなきゃならない理由はないだろ』って言われて──」


「話に乗った、と……？」


　つぶやくあたしにうなずく猟師。


「ああ！　俺たちの他ほかにも何人かに声をかけてたみてぇだから、ただのホラってことはないと思うぜ！」


　しばし沈ちん黙もくが森に満ち──


「……わ……わ……わ……」


　エスタリーさんのナレーションが──


「我々はついにッ！」


　爆ばく発はつした。


「犀が実在するという手がかりを摑つかんだのだったッ！」


　その後ろでは言うまでもなく、せわしなく記録係がペンを走らせる。


「我々に警けい告こくをして去った謎なぞの猟師、クォンタムが、この森で犀を見つけたというのであるっ！


　だがそのクォンタムも仲間を動かし、犀を捕とらえようとしているという！」


　と、そこでエスタリーさんがナレーションを止め、すかさずお弟で子しさんの一人が、


「隊長！　けれどもし我々より先に猟師たちが犀を見つけてしまったら……！　彼らは犀を殺してしまうかもしれません！」


「ああ！　そうならないためにも、何としてでも我々が、彼らより先に犀を見つけて保ほ護ごしなければならない！」


　エスタリーさんはムダに力強くうなずくと、無む意い味みに彼方かなたの空を見る。


　……んーむ。さすがはお弟子さん。エスタリーさんのノリを理り解かいし、ベストタイミングで適てき切せつなセリフを入れてくる。


「果たして我々は猟師たちより先に、犀を見つけることができるのか！　隊員たちに闘とう志しがみなぎる！」


　ナレーションでシメて、エスタリーさんは皆を見回すと、


「──てことだからみんな！　今からは犀探し優ゆう先せんで行くよ！」


　一いつ転てんカルい口調に戻もどって宣言。とはいえその声には隠かくしようもない興こう奮ふんの色が混まじっていて。


「犀が見つかったらボーナスも出しちゃうからね！」


　うおおおおおおおおっ！　と、声上げ盛り上がる一同。


　だがそんな中。


「──ふっ。盛り上がっている所悪いけど、わたしは抜ぬけさせてもらうわよ！」


　と、とーとつに言いはじめたのは外ほかでもないナーガ。
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「え？」


　とまどうエスタリーさんに、ナーガは髪かみをふぁさりっ、とかき上げ、


「ちょっと用があったのを思い出したのよ」


　──なるほど。


「つまり。自分一人でサイを見つけておーもーけ、って計画を思いついた、と」


　ぴくりっ！　と、あたしの指し摘てきにナーガは小さく身をふるわせ、


「……な……何言ってるのよリナっ！　わ……わたしはただその……そうそう！　シチューの鍋なべを火にかけっぱなしだったのを思い出したのよっ！　じゃあそういうことでっ！」


　わけのわかんない理由を一いつ方ぽう的てきに言い放つと、呪じゆ文もんを唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　空へ舞まい上がり、あっという間に木々の向こうに姿を消した。


　一同はしばしぼーぜんと、ナーガが消えたあたりを眺ながめていたが、やがて──


「──さ。行こうかみんな」


　くるりときびすを返し、へーぜんとエスタリーさん。


「いやあの。ナーガの奴やつ止めなくていいんですか？　あいつ、ぬけがけする気まんまんでしたよ？」


　尋ねるあたしに、しかし彼は苦く笑しようして、


「心配いらないよリナちゃん。シロウトがやみくもに動いたからって見つかるもんじゃあないだろうしさ。


　それに、説得して聞いてくれるタイプじゃなさそうだったし。


　それよりも今はさ、一いつ刻こくも早く犀さい探しに行きたいわけよみんな」


「なるほど」


　──それは的てき確かくな判はん断だんだった。


　ナーガが止めて止まるよーな相手なら、あたしが今までにしてきた苦労も半分以下で済んでいる。


　さすが生き物に詳くわしい人だけあって、ナーガのような変な生物のことでも、ちゃんと理解できている。


「それじゃあ……行くよみんな！」


　エスタリーさんの呼びかけに、おうっ！　と一同声を上げる！


　エスタリーさん自身を先せん頭とうに、隊たい列れつ組んで、道なき道を森の奥おくへと向かい──


　ざんっ！


　草が鳴なり、エスタリーさんが宙ちゆう吊づりに！


「……そういえばすっかり忘れてたけど……罠わなの撤てつ去きよ作業中だったんだよね。僕ら」


　エスタリーさんはぶら下がったまま、げんなりとそう言ったのだった。





　だがしかし！


　罠もその撤去作業も、あたしたちの士し気きをくじくことなどできなかった！


　とーぜんである！　幻まぼろしだと言われていた生き物を、ひょっとしたら、自分たちが見つけることになるかもしれないのだ！


　これでわくわくしないはずはない！


　正直言ってあたしとて、ちょっとドキドキしていたりするわけで。


　罠の撤去が終わったあと。ふん縛じばった猟りよう師したちと解かい凍とうした猟犬はその場に残し、あたしたちは森を奥へと進んでいた。


　歩みゆくエスタリーさんの足取りには、迷まよいは見えない。


　……が。


「……あのー。ところであたしたちって、どこに向かってるんです？」


　進みはじめてほどなく。あたしはふと思い浮うかんだ疑ぎ問もんを彼にぶつけてみた。


「昨日キャンプする場所を探してて見つけたんだけどさ。ちょっと離はなれた所に水場があってさ。そこに向かってるんだよ」


　問われて彼は、こともなげに言った。


「水場？」


「犀だって水くらい飲むじゃん？　足あし跡あとでも見つかったら、あとは追つい跡せきって寸すん法ぽう」


「なるほど」


　答えにあたしは納なつ得とくした。


「何にも見つかんなきゃあ、水の流れをたどって別の水場に行って探さがすってわけ。


　むやみに森の中をぐるぐるするよりは、よっぽど確かく実じつってこと」


　──と。まるでエスタリーさんがそう言い終わるのを待ってでもいたかのように。


　ばさばさばさばさっ！


　遠い梢こずえから一いつ斉せいに鳥たちが飛び立った！


　続いて、


　──そっちだ──まわりこめ──


　遠く聞こえる男たちの怒ど鳴なり声！


　思わず足を止め、一同顔を見合わせる！


　もちろん、皆みなの考えていることは同じ。


　クォンタムたちがサイを見つけたのではないか。


　あたしはエスタリーさんに目をやると、


「サイ保護のために先せん行こうしますっ！」


「──頼たのむよリナちゃん！」


「りょーかいっ！」


　言ってあたしは呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高速飛行の術で宙に舞う！


　高度を上げて木々の上に出、騒さわぎがあったあたりの上にさしかかり──


　────？


　下の様子を目にして眉まゆをひそめた。


　森の木々がすこしとぎれ、そこにひとすじの流れが走っている。


　そんなささやかな小川のそばに、二つばかりの人ひと影かげがあった。


　もちろん、さっき犬をけしかけて来た二人とは別人だが、クォンタムでもナーガでもない。


　おそらくクォンタムの口車に乗せられた猟師たち。


　二人は手にした棒ぼうきれで、あたりの木を叩たたき回り、何やらさわいでいる様子。ただ、それだけである。


　一体何をやっているのか。


　場所から考えても、さっきの騒ぎの主はこの二人なのだろうが──


　……なるほど。そういうことか！


　あたしは術をコントロールすると、もと来た方へと引き返し、駆かけ来きたる調査団の前に着ちやく地ちし、


「ストップ！　こっちはハズレ」


「外れ？」


　足を止め、尋たずねるエスタリーさんにうなずいて、


「男たちが無む意い味みにさわいでただけ。


　あたしたちをおびき寄せて、何かの罠にでもかけるつもりか。


　そうじゃないなら──


　あたしたちを引き寄せることによって、どっかから引き離はなしたいのか」


「引き離す、って……そうか！」


　エスタリーさんの声の調子がはね上がる。


「犀さいを見つけた現場から、か!?」


「たぶん、ね。


　罠をしかけて犬をけしかけて……あたしたちがあきらめて、森から出ていけばそれで良し。


　けどもしあきらめなかったら、間ま違ちがった方向へと誘さそい込むって作戦でしょうね。


　つまり──


　クォンタムがサイを見かけたのは、たぶんキャンプをはさんで反対の方！」


「探してみる価か値ちはありそうだねぇ！


　──よーし全員、まわれ右！　逆の方に向かうよ！」


　エスタリーさんの号令に、全員きびすを返してもと来た方へ。そして。


「──ねえリナちゃん。悪いんだけどさぁ。ちょっと空飛んで先行ってくんない？」


　と、エスタリーさん。


「先行偵てい察さつ、って言うのかな？　ソレやってもらいたいんだ。


　もしリナちゃんの仮か説せつ通りだったら、僕たちホラ、こっち来ちゃったぶん出で遅おくれたってことになるわけだし。そのぶんちょっとでも取り戻もどしたいじゃん。


　何かあったら、お互たがい口笛吹ふくか何かして呼ぶってことで」


　もはや護衛のしごとではないが、今はしごとに線引きしている場合ではないっ！


「りょーかいっ！　じゃ、ちょっと行ってきますっ！」


　答えてあたしはまたまた飛行の術で空へ！


　もちろん木々が茂しげる森。上から見下ろしただけでは、地上の様子はよくわからない。


　そこで昨日のキャンプ地の上を飛び越こし、少し行った所で術を解かい除じよして着地。


　そのまま森の中をまっすぐに進みはじめて──ほどなく。


　揺ゆれる草葉に閃ひらめく敵てき意い！


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　とっさに木こ陰かげに駆かけ込んで、あたしは横手から飛び来た十数すう条じようの冷気の矢やをかわす！


　こんなマネをしてくれる相手は、もちろん一人しかいない。


「シチュー鍋なべはどうなったの？　ナーガ」


　そう！　しげみの奥おくから現あらわれて、いきなし攻こう撃げきをしかけてきたのは、他の誰でもない、ナーガ！


「ほーっほっほっほ！　話をそらそうとしてもムダよっ！」


　問いにナーガはいつものバカ笑いで、びしぃっ！　とこちらを指さしながら、


「このわたしにはわかっているのよリナ＝インバースっ！


　サイをつかまえて、もうけをひとりじめしようというあなたのたくらみはっ！


　あなたがここに一人でいるというのが何よりの証しよう拠こっ！」


「だからっ！　あんたの話でしょーがそれはっ！」


「ふっ！　どうやらこれで決定的ねっ！　自分がそんなふうに考えているから、このわたしのことも同じように見えるのよっ！」


　それもおまいの話だ。


　とは思うが、今はいちいち突つっ込こんでいる場合ではない。こうしている間にも、クォンタムがサイを見つけているかもしれないのだ。


　ならばさっさとナーガをぶち倒たおし、氷づけにでもして動きを封ふうじた方が早い！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え、身を低くして木こ陰かげから飛び出し、


「地雷破ダグ・ウエイブっ！」


　ごばぁんっ！　と地面が爆ばく発はつする！


　しかしその時にはすでに、ナーガは飛び退のき身をかわしている！


　それを機きに、呪文戦がはじまった！


「氷フリーズの・矢アロー！」「振動弾ダム・ブラス！」「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　いくつもの力が交こう錯さくし、大地を穿うがち木々をへし折おり草葉を散らす！


　だが、森そのものが互いの攻撃のジャマをする。


　生おい茂る木々や草葉が、視し界かいや射しや線せんをさえぎりまくる。


　地面を噴ふき上げる術も、びっしり張はった木の根のせいで、範はん囲いも威い力りよくも激げき減げんする。


　木の枝を砕くだいて相手の上に落とそうとしたら、ツタがからまって落ちなかったり。


　じれったいことこの上ないが、それはたぶんナーガも同じ。


「結破冷断ライブリムっ！……ああもうっ！」


　ナーガの放った冷気の波は動どうは、あたしが身をかわすまでもなく、戦いの余よ波はでへし折れ落ちてきた、木の枝に当たってそちらを氷づけにする。


　二人は牽けん制せいの攻撃呪文を放ちつつ、戦いやすい場所を探して移い動どうして──


　と。その時。


「──と、その時！　我々の前方から戦いの音が聞こえてきた！　一体そこで何が起こっているのか!?」


　離れて後ろから聞こえてきたのは、エスタリーさんのナレーション！


　しまった！　追いついて来た！


　そちらに目をやれど、いまだ木々のせいで調査隊の姿は見えないが──


「来ないで！　巻き込まれるわよ！」


　あたしは声をはり上げた。


　一いつ拍ぱくあって。


「護衛の魔ま道どう士しの、危き険けんを知らせる声が響ひびいた！」


「隊長！　どうします！」


　お弟で子しさんの声が続き──


「仲間を見捨てるわけには行かない！　行くぞっ！」


「はいっ！」


　聞けよ人の言うこと！


　荒あら々あらしく草葉を踏ふみしめる音が響いて──


「うぅわっ!?」「なっ！」「あんた！」


　一同の動どう揺ようの声が上がる！


　何があった!?


　あたしはナーガにくるりと背を向け、エスタリーさんたちの方へと走り出す！　もちろん後ろから撃うたれることも考え、ジグザグ木の陰かげを伝いつつ。


　だが後ろからの攻撃はなく、ほどなく見えて来たのはエスタリーさんたちご一行と──


「答えろ！　サイはどこに行った！」


　彼らに対たい峙じし、弓矢をかまえる猟りよう師しクォンタム！


　彼が放ったものだろう。エスタリーさんたちの近くの木には、一本の矢が突き立っていて。


　何をカン違いしたのやら、あたしたちがサイを見つけたと思っているようである。


　だが何にしろ、のこのこ出てきたのが運の尽つきっ！


　あたしは、ゆっくりと横手にまわり込もうとして──


「動くな！」


　クォンタムの制せい止しに足を止めた。


「あんたもサイが狙ねらいなんでしょ!?」


　声をはり上げ、問いかけると、


「だったらどうした!?」


　負けじと向こうも声をはり上げる。


「サイをつかまえて、おーもうけして、それを仲間の猟師たちと山分けしようとしてる。


　だから、同じくサイを探してる、あたしたちがジャマだった！


　で、出て行けと言ったり、ガをけしかけていやがらせをしたりした！」


「だったらどうする!?」


「……あたしはどうもしないけど」


　言ったその瞬しゆん間かん。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ききこききぃんっ！


「ぐぁっ!?」


　まわり込みつつ近づいていたナーガの放った冷気の矢が、クォンタムに直ちよく撃げき！　手足を氷づけにする！


　そう。あたしはクォンタムに大声で呼びかけ、注意をそらし、ナーガがこいつを攻撃するようにしむけたのだ。


　なにしろナーガのことである。昨夜のガの怨うらみを思い出せば、最初にクォンタムを攻撃すると踏ふんだのだが……読み通り。


「……そう……あなたなのね。昨日このわたしにガをけしかけたのは」


　ナーガの瞳ひとみに怨みの炎ほのお。


　もちろんこのままほうっておけば、ナーガはクォンタムを攻撃呪文でしばき倒して復ふく讐しゆう心しんを満足させてから、あたしたちの方を攻撃して来る可か能のう性せいがあった。が──


　あたしは、びっ！　と親指立てて、


「ナーガ、ナイス！


　あたしたちと別れたフリしてこいつをおびき寄せ、ぶち倒す作戦っ！　うまく行ったわねっ！


　ひょっとしたらこの分のボーナスも出してもらえるかもよっ！」


「……へ……？　ボーナス？」


　ナーガはぱちくりまばたきをし──


　裏切るのは、ボーナスをもらった後でもいいと思ったのだろう。


「……ふっ！　この程てい度ど、どうということはないわっ！」


　思惑おもわく通り、調子を合わせて、おーいばりで胸を張はったのだった。





「さてと」


　クォンタムを動けぬようにふん縛じばり、全員でぐるりととり巻いて。


「あなた、サイを見たらしいわね」


　あたしは彼に問いかけた。


　ちなみにナーガは、味み方かたヅラしてあたしたちといっしょにいるが、話を聞き終えたら、また暴ぼう走そうするおそれもあった。


　そちらにも警けい戒かいは怠おこたらぬまま、とりあえずあたしはクォンタムに、


「どこで見たの？」


　──誰が教えるか──


　そう返ってくるかと思いきや。


「ハァ？」


　彼はなぜか、とぼけるな、と言わんばかりの表情で、


「何でいちいちそんなこと聞く？　お前らだって今、見たんだろう？」


　わけのわからんことを言う。


　一同思わず互たがいの顔を見合わせて──もちろん誰もサイなど見ていない。小さく左右に首を振ふりあう。


　あたしはふたたびクォンタムを見やり、


「見てないわよ」


「噓うそつけ！　俺はサイの鳴なき声と騒さわぎを聞いて来たんだからな！」


「サイの鳴き声？」


　またまた顔を見合わせる一同。もちろん心こころ当あたりは皆かい無む。


「……聞いてないけど」


「聞こえたじゃねえかあんなはっきり！」


　クォンタムはムキになってがなり立てる。


　噓を言っているようには見えないが……


「とゆーか、そもそもサイの鳴き声ってどんなのよ」


「だから！　妙みように甲かん高だかい、変な鳥みてえな声で！　ホーホホホホホって！」





　ぴしりっ。





　クォンタムのことばに皆みなが凍こおりついた。


　おそらく今。全員の脳のう裏りに浮うかんだのはある可能性。


「……聞くけど……あなた……ほんっとーにサイの全身を見たの……？　まさかその……ツノだけとかじゃあなくて……？」


「ツノだけさ！　けどこちとら猟りよう師しだぞ！


　それだけ見りゃあ、他の動物じゃあねえってことぐらいわかるさ！　おまけにあの鳴き声と来たら！」


「…………」


「………………」


『……………………………………』


　──どれほどの──


　どれほどの沈ちん黙もくが流れたか。


　やがてエスタリーさんは、無む言ごんで自分のザックをごそごそ漁あさり、一本の棒きれを取り出すと、


「はいナーガちゃん。これ、予よ備び」
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　ナーガは無む言ごんで受け取ると、棒──予備のツノを自分の頭にとりつけ、腰こしに手を当て、


「ほーっほっほっほ！」


　とたんクォンタムが、


「ああっ!?　これだぁっ！」


『やっぱりかぁぁぁぁっ！』


　全員が、その場にがっくりひざをついた。





　かくて、サイを巡めぐる一いち連れんの物語は終わったのだった。


　クォンタムは、声をかけていた仲間たちに四し方ほう八はつ方ぽうからこづかれながら、へこみまくって森をあとにした。


　あたしたち調査団はなおも森で動物の調査を数日続け、結果、サイの痕こん跡せきはみじんも発見できなかった！


　だがそれは、この森にサイがいるという可能性を否ひ定ていするものではない！


　この世界には、まだまだ未み知ちの可能性がある！　エスタリーさんたちはこれからも、それを追つい求きゆうしていくだろう！


　あたしはもうごめんだけど！


　……依い頼らい料りようはちゃんとじゅーぶんもらったはずなのに。


　なんだか妙みように疲つかれた気分で、あたしは護衛のしごとを終えたのだった……







（幻げん獣じゆうの森：完）





悪あく魔ま払ばらいは計画的に［前編］
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　馬車は雨の中をゆく。


　ぬかるみをはねる車しや輪りんとひづめ。天てん井じようを雨が叩たたく音。


　窓まどから見えるのは暗い街まち並なみ、暗い空。


「もうじきでございます」


　声をかけられ、あたしは正面のイスに座すわった相あい手てを見やる。


　としは五十か六十か。黒いコートに黒帽ぼう子し。細身に静かなまなざしで。


　あたしを宿まで迎むかえに来た──たしか名前は、リーフスといったか。


　──気の向くままの旅すがら。たまたま通ったここ、ミティルカン・シティで、あたしはこの雨に遭あい、足止めを食らうハメになったのだ。


　宿代に困っているわけでも、先を急ぐわけでもなく。雨が止やむのを待とうと構かまえ、一日が経たち二日経ち。


　いーかげんたいくつしていた時に現れたのがリーフスさんだった。


　彼はクラオン家という所の執しつ事じで、主あるじに、魔ま道どう士しを探さがせと命めいじられたのだが、あいにくこの街に魔道士協会はない。


　他の街まで探しに行こうかと考えていたそんな折、宿に泊とまっている魔道士、つまりあたしの噂うわさを小こ耳みみにはさみ、馬車でやって来たという話だった。


　──ちなみにクラオン家の名は、あたしも聞いたことがあった。宿のメシ屋でヒマをしている間、他の客たちがうわさ話にその名をのぼらせたことがあったのだ。


　それによると、この街一、二の金持ちで、ちょっと困ったドラ息子むすこがいるとか。


　たいくつをもてあましていたし、うまくすればもうけにもなる。とりあえず話を聞くだけなら、と、宿のイスから腰こしを上げ、あたしはこうして馬車の中。


　窓から見るとこの街、シティと呼ばれている割わりには、それほど大だい規き模ぼなものでもない。


　宿屋などの並ぶ中ちゆう心しん街がいを少し抜ぬけると、とたんに家並みがまばらになって来る。


　畑や空き地や木こ立だちが目立ち──


「見えました」


　リーフスさんが言ったのは、どれほど走った頃ころだったろうか。


　指さされた方に目をやれば、雨に煙けむった杉すぎ木立にまぎれ、黒く佇たたずむ大きな屋や敷しき。


　晴れた日に見れば印いん象しようは違ちがうのだろうが、こんな状じよう況きようで眺ながめたそれは、幽ゆう霊れい屋敷にしか見えない。


　馬車はその黒い屋敷を目ざして、泥どろをはね散ちらし進みゆく──





　重じゆう厚こう、ということばがぴったりな屋敷だった。


　玄げん関かんホールも通された客きやく間まも、歴れき史しを感じさせる立りつ派ぱなつくり。


　磨みがき込まれた壁かべにも床ゆかにも柱はしらにも、長い時間をかけてのみ生まれる深みというものがある。


　歴史ある名家といったふうではあるが……ゆえにこそ、時を経へた内ない装そうや家具が、厚あつい雨あま雲ぐもを通った光にうすらぼんやりと照てらされているのは、少々不ぶ気き味みなものがある。


　客間に案あん内ないされ香こう茶ちやを出されて、たった一人で待つことしばし。


　やがてノックの音がして、執事のリーフスさんといっしょに部屋へとやって来たのは、四十半なかばとおぼしき男。


　年とし相そう応おうに肉は余あまり気ぎ味みだが、でっぷりというほどでもない。


　さっぱりとした質しつのいい服。しかし目もとには疲つかれの色が濃こく、ブラウンの髪かみにも白いものが目め立だっている。


　迎えて席を立つあたしに、彼はしぐさで席をすすめ、


「わしがここの主、カルマン＝クラオンといいます」


　張はりのない声で名な乗のると、テーブルの向かいのソファに腰こしを──下ろすというより落とすという感じで座り込む。


「あたしはリナ。リナ＝インバース」


　名乗ったあたしに、しかしカルマンさんは瞳ひとみに迷まよいの色を乗せたまま、ただ沈ちん黙もく。


「話がある、ということですけど？」


　水を向けてもなお口をつぐみ。


　窓の外、世界を埋うめる雨音だけがしばし続いて。


「その……」


　それでもやがて、ぽつりぽつりとことばをこぼしはじめる。


「おかしなことをお聞きしますが……リナさんは……祟たたり……などというものを信じておられますか……？」


「たたり、ですか……」


　あたしはわずかに考える。


　言うまでもなく、呪のろい、つまり呪じゆ術じゆつというのは魔道の一いち分ぶん野やとして存そん在ざいする。


　だが、呪いとたたりとは違う。


　呪いというのは魔道理り論ろんに裏うら打うちされた技ぎ術じゆつと方法によって、特とく定ていの人物にマイナスの影えい響きようを与あたえることである。


　対して、祟りというのは、禁きん断だんの場所に入るとか、そういった特定条じよう件けんを満たしてしまった人間に、マイナスの影響を与えることなのである。いわば魔道的なまぬけ罠ブービー・トラツプとも言えるだろう。


　しかし魔道士協会において、このたたりの研究というのは、実のところ、ほとんど進んではいなかったりする。あまりはっきりとした事は言えない、というのが実じつ際さいの所ではあるのだが……


「たたりというものがある、とは思います」


　言うと彼は、


「そうですか……ではその……」


　と、またまた少し言いよどみ、


「その……祟りのせいで人が何かにとりつかれ、おかしな行こう動どうに走る、ということは？」


　──なるほど。どうやら話が見えてきた。


　だがここで、こちらが相手のことばを先さき取どりしてみせるのはまずい。


　あたしは一いつ切さい気づかぬふりで、


「魔族デーモンや幽霊ゴーストといった、精神世界面アストラル・サイドに存在の根こん幹かんを置くもののことは、世せ間けん的てきにも認みとめられてます。


　なら、そういったものが原げん因いんで、おっしゃるような事が起きたとしても、不ふ思し議ぎじゃないとは思ってます」


　あたしの答えに、彼はすがるようなまなざしで、


「なら……もしそういうことがあるとしたなら……あなたは、『誰だれか』にとりついた『何か』を追おい払はらうことはできますか!?」


　正直、そんな自信は一切ないが──


「できるかできないかは──実際にそうなった人を見て、いろいろ試ためしてみないと、なんとも」


「……む……」


　ぼかして言ったあたしの返へん事じに呻うなるカルマンさん。そのまままたまた沈黙が続く。


　──そこに聞こえる遠い雷らい鳴めい。とうとう雨だけでなく雷かみなりまで鳴りはじめたか。


「……このことは……他た言ごん無む用ように願いたいのだが……」


「はい」


　うなずくあたしに、彼は目を伏ふせたまま、


「何かに取り憑つかれた誰かというのは……私の……息子なのだよ……」


　苦く悩のうに満ちた呻うめきのあとを、雨音と遠い雷鳴が埋うめてゆく──





　伝説があるのだという。


　遠い昔、この地に魔ま族ぞくが現れ、人々を苦しめた。


　そこに一人の僧そう侶りよが現れ、魔族と戦い、うち破やぶる。


　だが魔族の死体は死してなお呪のろいの力をふり撒まき続け、僧侶はそれを封ふうじるための塚つかを建こん立りゆうしたという。


　……まあ、こー言っちゃあなんだけど、どこにでもすっ転がっていそうな、ごくありきたりな言い伝えである。カルマンさんも、根こん拠きよのないただの昔話だと思っていたらしい。


　だが──


　カルマンさんの息子、トマスくんは、子供の時にイタズラ半分で塚に蹴けりを入れ──それ以い来らい、様よう子すがおかしくなってしまった、というのだ。


　なんでも時々記き憶おくが飛ぶ。その間に粗そ暴ぼうな言げん動どうやおかしな行動を取るようになってしまったとか。


　聞いていてあたしは思い出す。そういえば街の人たちが、ここのドラ息子の噂をしていたと。


　カルマンさんはぽつりぽつりと、長い時間をかけてそんな話を終えて。


「……この街にも赤の竜神スイーフイード教会がありまして……先日、そこの神しん官かん殿どのに憑つきもの落としを頼たのんだのですが……自分の手には負おえぬと言われる始し末まつ……


　そこで、では魔道士の方ならば、と考えた次し第だいなのですが……


　息子むすこに憑いたモノ、払うことはできますでしょうか……？」


「ふぅん……」


　あたしはしばし考える。


　何かが人に取り憑くという話、噂ではよく聞くものの、実じつ例れいとして報ほう告こく・研究されることはほとんどない。


　前例や記き録ろくもロクにない以上、できるできないを断だん言げんするのはムリである。


　話によれば先日も、教会の神官がサジを投なげたということだし……


　……先日……？


　あたしはふと眉まゆをひそめて、


「あの。教会の人が投げ出したっておっしゃいましたけど、それっていつの話です？」


「三日ほど前です。この雨が降ふり始める前の日でしたから。それが……何か」


　さらりと答えるカルマンさん。


「いや。あの。


　息子さんが『子供の頃』塚に蹴りを入れておかしくなって、なんで教会の人を呼んだのが『三日前』なんです？」


「ああ。それは、息子から、祟りのせいだと聞かされたのが四日前だからなのですよ」


「……は？」


　わけのわからん発言に、あたしは眉み間けんにシワ寄よせて。


　対するカルマンさんはくったくのない笑え顔がおを浮うかべ、


「いえ。昔から息子には元気で奔ほん放ぽうなところがありまして。恥はずかしながら、あちらこちらに少々迷めい惑わくをかけることもしばしばでして。


　やや手に余あまる部分もありまして、四日前、さすがにこれ以上何かやったら勘かん当どうすると言い渡わたしたところ……


　自分は子供の頃に塚に蹴りを入れてしまった。魔族の祟りのせいで時々ヤンチャもするけれど、それは祟りのせいであって、自分はちっとも悪くない、と。


　そう告白されまして。


　なるほど、と納なつ得とくした次第です」


「ウソじゃんそれ百パーセントっ！」


　ぴかゴるぴしゃぁぁぁぁん！


　叫さけんだことばの後半は、思いの外ほか近くに落ちた雷鳴にかき消されて。


　だが、ウソ、という単たん語ごだけは相手の耳に届とどいていたらしく、カルマンさんは、ゆっくり左右に首を振ふり、


「神官殿にも、息子が噓うそをついている可か能のう性せいについて示し唆さされました。けれどうちの息子は噓をつくような奴やつではありません」


　……ほほう……


　……なるほど……そうか……そーゆーことか……


　すべての謎なぞは今解とけたっ！


　早い話、バカ息子の出まかせのウソを、教きよう育いく者しや失しつ格かくのバカ親が信じ込んでしまったと、ただそれだけのことなのだっ！


　神官の発した、自分の手には負えない発言も、てめぇらバカ親子にかかわってなんぞいられるか、という宣せん言げんだったのである。


　そうとわかれば話は早い。


「──わかりました」


　あたしは真ま顔がおでうなずいて、


「ひょっとしたらなんとかなるかもしれません。やってみましょう」


「おお！　それでは──」


「ただし──」


　表情を輝かがやかせるカルマンさん──やっぱカルマンでいいや──とにかくバカ親父おやじに、あたしは指を一本立てて、


「話からすると、取り憑いているものはおそらく魔族ですね」


「やはり……！」


「息子さんの体から追い払おうとすれば、相手はとーぜん抵てい抗こうして来ます。


　その過か程ていで、なんかいろいろブチ壊こわれたりするかもしれませんが、それはみーんな、息子さんにとりついた魔族のせいです。損そん害がいの費ひ用ようは必ひつ要よう経けい費ひってことで、そちらに持ってもらいます」


「……わ……わかりました」


「あと、息子さんがウソをつかなくても、取り憑いた魔族はそうではありません。


　自分が助かるために、息子さんのフリをして、いろんなことを言ってくるはずです。


　けどそれを決して信じないこと。息子さんのことばなのか、取り憑いた相手のウソなのかは、あたしが判はん断だんしますから」


「判断……ってどうやって？」


　不ふ安あんげに問うカルマンの視し線せんをまっ正面から受け止めて、あたしは迷まよわずきっぱりと、


「なんか魔ま道どう的てきな力で、です。」


「魔道的な力……ですか……？」


「ええ。魔道です」


「そうですか……魔道だったら仕し方かたありませんね……」


　うわ信じた。ほんとにバカだよこの人。


　あたしは沈ちん鬱うつさを込めた表情で、


「……正直申し上げて、取り憑いている相手を必ず追い出せるとは限りません」


「そんな──」


　抗こう議ぎしかかる相手をあたしは手で制せいし、


「もちろん、こちらも全力を尽つくします。


　ただこれは、あたしにとっても危き険けんなしごとになるのだ、ということはご理解いただきたいわけです。


　とゆーことで報ほう酬しゆうは……金きん貨か五十と言いたいところなのですが、完全成せい功こうの保ほ証しようもありませんので、前金で十。経費はそちら持ち。失敗すればそのまま。成功すれば残り四十ということでいかがでしょう？」


「……う……む……」


　決して安くはない金額に、カルマンは一いつ瞬しゆんだけ迷いを見せたが──


「わかりました。その条じよう件けんで」


　結局、首を縦たてに振ったのだった。





　扉とびらを開けたそのとたん、窓の外で雷らい光こうが閃ひらめく。


　刹せつ那なの光が、ベッドに腰こしかけ、小指で耳をほじっていた男の姿すがたを、網もう膜まくに強く灼やき付けた。


　──あたしはカルマンと話をつけると、早さつ速そくその息子、トマスがいる二階の部屋にと向かったのだった。


　案あん内ないされた部屋の扉を開き──目にしたのがそんな光こう景けいだった。


　としは二は十た歳ちくらいだろうか。父親と同じブラウンの髪かみで、ハンサムといえばハンサムなのだが、どこかしまりのない顔立ち。
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　……ごるごろごる……


「な……なんだよ急に？」


　雷鳴の余よ韻いん響ひびく中、彼はベッドから腰を上げる。


　あたしとカルマンと執しつ事じさん。並ならぶ三人に警けい戒かいのまなざしを向け、


「親父おやじ、なんなのその女？　何かのサービスなら、もうちょっとオトナの女がいいんだけどなオレ」


　冗じよう談だんめかして言いながら、両手で胸むな元もとに丸っぽい形を作る。


　うっわぁ[image: ]　こいつムカつくぅ♪


　こめかみのあたりがぴくついているのが自分でもわかるが、今はとにかく落ち着けあたし。アホな軽かる口くちの報むくいをくれてやる時間は、たぁぁぁぁっぷりとあるのだから。


　あたしは真ま顔がおでうなずいて、


「間ま違ちがいないわ。何か取り憑いてる。なんか黒い影かげがはっきりと見えそうです」


「おお！　やはり！」


　カルマンは声を上げ、トマスに向かって、


「こちらのリナさんは、お前に取り憑いた悪い魔ま物ものを払はらうために来てくれたんだぞ」


「えぇぇぇえぇ……？」


　もちろんこのトマスの『えー』は、『あんな出まかせのウソにこだわられても……』という意い味みなのだが──


「やはり。取り憑いたものがずいぶんいやがってますね」


　あたしは一分のスキもない真顔で、


「あたしの見立てでは、息子さんに取り憑いたものの正体は……おそらく魔族、冥王ヘルマスターフィブリゾ」


　伝でん承しようにある魔族の名前を適てき当とうに持ち出す。


　カルマンは不安げに眉まゆをひそめ、


「……ふぃぶ……り？　なんか虫っぽい名前ですな」


「虫っぽいです。たぶんカマドウマとかをさらにめっさ足長くしたような感じです。」


「うわっ！　それはまた気き味み悪いですな！」


「得とく意い技わざはセクハラ」


　もしもフィブリゾが実じつ在ざいしていて聞いてたら、本気で怒おこり出しそうなことを、真顔であたしは述のべ続ける。


　まあ、この先の人生で伝説の魔族に出会う予よ定ていなんぞさらさらないので、どーでもいーことではあるのだが。


　カルマンはこくこくうなずいて、


「セクハラ、ですか。なるほど道どう理りで」


　なぜかしみじみと納なつ得とくするし。


「『道理で』ってことは……こいつ、セクハラがらみのトラブルとかもけっこぉ起こしてた、ってこと？」


「ええ。そりゃあもうしょっちゅう。あとのもみ消しがどれだけ大変だったか……こっちはいい迷めい惑わくでしたよ」


　こいつ、とゆーのを憑いた魔族のことだと思っているのだろう。平気でカルマンは言い放はなつ。


　よーし了りよう解かい。


　言うまでもなく。


　あたしは、憑いているものを払うという口実で、ハメを外しまくってるアホ息子むすこに、ちょっぴり痛い目を見てもらい、反はん省せいをうながしまくるつもりだったのだが……


　被ひ害がい者しやのことをカケラも考えていないカルマンの言いぐさから判はん断だんして、こっちにも反省してもらう必要はあるだろう。


　つまりっ！


　部屋の三つ四つくらいなら吹ふっ飛とばしてもオッケー、ということであるっ！


　あたしはこきこき指鳴ならし、


「さーて。それじゃあじぃぃぃっくりと、お払いをはじめますか」


「お……お払いって……？」


　不安につぶやき、にじり下がるトマスに、あたしはにやりと笑えみ浮うかべ、


「くっくっくっくっ……もぉちろん。あんたの体に取り憑いている魔族が『もうイヤだこんな体。俺おれおうちに帰る』ってダッシュで逃にげ出すよーな目に遭あわせればいーのよ」


「ち……ちょっと待て……！　それは一体どんな……!?」


　おびえて窓ぎわにはりつくトマス。ここが一階だったなら、窓から飛び出して逃げることもできただろうが。


「そーね。とりあえず、呪じゆ文もん的てきなものを唱となえながら魔道っぽいパンチとか魔道風ふう味みカカト落としとか」


「待て！　『的』とか『ぽい』とか『風味』ってことは、魔道じゃないってことじゃねえか！　親父おやじィ！　この女止めてくれよ！」


　トマスの声に、あたしはふり向きもせぬままに、


「わかってますよね。ここで取り憑いた魔の声に耳を貸かしたら、トマスはもとの真人間に戻もどれませんから」


「む……くうっ……！　しばしこらえてくれトマスっ！　お前の体から魔物を追い出すまでの辛しん抱ぼうだっ！」


　後ろに聞こえるカルマンの声。


　そして。


　雷らい鳴めいと、トマスの悲ひ鳴めいが唱しよう和わした。





　あたしは闇やみに目を開く。


　完全な闇というわけではない。壁かべには小さな小さな火が灯ともされて、家具のりんかくをぼんやり浮き上がらせている。


　窓の外は闇。夜はいまだ明けていない。


　こんな時間に目がさめたのは、扉とびらの外に人が立つ気け配はいを感じ取ったゆえ。


　何者が、と考える間もなく、ここんっ、とノックの音がした。


「──リナ様」


　聞こえたのは、控ひかえめな執しつ事じの声。


　それであたしは思い出す。今日あった、もろもろのことを。


　みっちりとトマスの『お払い』をやって、今日じゅうにこの件を片かたづけるつもりだったのだが──


　最初の魔道ふう腕うでひしぎ十じゆう字じ固がために続いて放った、アストラル的アックスボンバーで、トマスはいともあっけなく失しつ神しん。


　叩たたいてもゆすっても目を覚まさず。仕方なく、本ほん格かく的てきな『お払い』は明日に延えん長ちようということになったのだ。


　ならばうちに泊とまれば、というカルマンの誘さそいにあたしはうなずき、うまいもん食べてお風ふ呂ろに入り。ふかふかベッドで眠ねむりについて──


　そして今、来らい客きやく用ようの寝しん室しつでノックの音を聞いたのだった。


「起おきてるわよ」
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　ベッドに身を起こしつつ答えれば、執事は扉の向こうから、


「トマス様の姿がありません」


「なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　あたしははね起き、手早く着き替がえる。


「靴くつもなくなっているようです」


「逃げ出したってこと!?」


　外はまだ、雨が降ふっているようだが──


「おそらくは」


　えぇいっ！　まためんどくさいことにっ！


　身み支じ度たく整ととのえ、最後にマントをぶぁさっ！　と羽は織おると、部屋の扉を開け放つ。


　そこにはランプを掲かかげた執事。廊ろう下かのあちこちに燭しよく台だいが灯ともり、人の行き交かう気け配はいがあった。


　執事はきびすを返して歩き出し、あたしはあとについてゆく。


「トマス様の部屋の扉が開いているのを、夜回りのメイドが見つけました」


　ふり向きもせず執事は語る。


「人を呼び、ベッドの下やクローゼットの中も捜さがしましたがお姿が見えず、トマス様の靴もなくなっているのがわかりました。念ねんのため、皆みなに屋や敷しきの中を捜させておりますが、おそらく外に出られたのではと」


　言ううちに、トマスの部屋の前に着く。


　扉は大きく開け放たれたまま。部屋の中ではカルマンが、落ち着きなくうろうろ歩き回っているばかり。


「──おお、リナさん！　トマスが！」


　こちらを見るなり駆かけ来る彼に、あたしはひとつうなずいて、


「話は聞きました。けど……問題は、どうやって逃げたのか、ですね」


　部屋をぐるりと見回し、あたしは言う。


　窓にはカギがかけられていて、いまだ降り続く雨の音を部屋の中まで届とどけている。


「どうやって、とは？」


「ですから。


　今日の『お払はらい』が終わった時にお願いしましたよね。この部屋のカギをかけておいてくれ、って。


　──ってまさか……うっかりかけ忘れてたなんてことは……!?」


　問うのにカルマンは、あわてて左右に首を振ふり、


「いやいや！　ちゃんとかけましたぞ！」


「なら、トマスはどうやって、カギのかかった部屋から抜ぬけ出したのか──」


　対する彼は、きょとんとした顔で、


「だって内側から開きますし」


「意い味みねぇぇぇぇっ！」


　絶ぜつ叫きようするあたしに彼はおどろき、


「え!?　ダメだったんですか!?」


「ダメに決まってんでしょーがっ！　なんのためのカギだと思ってんのよっ!?」


　カルマンは刹せつ那な視し線せんを泳がせて、


「ひょっとして……トマスを外に出さないために!?」


「今気がついたんかっ!?」


「言ってくれなけりゃあわかりませんよ！」


「わかれそれくらいっ！


　──とにかくっ！


　外に逃げたにしても、この雨じゃあ、まだそうそう遠くには──」


「カルマン様！」


　あたしのことばをさえぎって、戸口に一人のメイドが姿を見せると、息せき切って、


「金庫が開いて中がカラになっています！　おぼっちゃんのしわざかと！」


「なんだって!?」


　カルマンが愕がく然ぜんとあごを落とした所に、次々メイドが現あらわれて、


「雨あま具ぐ一いつ式しきありません！」


「馬車がなくなっています！」


「御ぎよ者しやがいません！」


「御者までっ!?」


　声を上げるあたしに、執事は淡たん々たんと、


「使用人全すべてに事じ情じようを知らせていたわけではございませんから。トマス様に言われて馬車を出してしまったのでしょう」


　ああああああ。


　頭を抱かかえたい気分だが、そんなことをやっている場合ではないっ！


　相手が馬車を手に入れたとなれば、わずかな遅おくれが大きな差となる！


「至し急きゆう追つい跡せきの準じゆん備びを！　できうるかぎりの馬車を準備！　以前にトマスが出入りしていた場所をピックアップ！　追跡隊を編へん成せいするから男おとこ手でと、雨具を集めて！」


　うろたえる一同に、あたしは毅き然ぜんと指し示じを下す！


「は……！」「はいっ！」


　指示に動き出すメイドたちと執事。


　かくて降り続く雨の中、トマス追跡作戦ははじまったのだった！





　当たり前ではあるのだが。


　雨の夜の捜そう索さくは難なん航こうした。


　わだちの跡あとも追えないし、道ばたに聞き込みできる通つう行こう人にんがいるわけでもない。


　なおかつ、こちらが用意できたのは、馬車が一台、追跡隊の男は六人のみ。


　どう考えても手が足りないが仕方ない。根本的な問題として、都つ合ごうした馬車に一度に乗せられる人数は、これが限げん界かいだったのだ。


　ちなみにカルマンや執事は屋敷で留る守す番ばん。


　捜索の方法は至いたってシンプル。


　馬車で移い動どうし、トマスの立ち寄りそうな場所で、手分けしてあたりの聞き込みと周しゆう辺へんの見回り。


　みんな集まって情報交こう換かんし、当たりがなければまた馬車で次の場所へ。


　あたしは基き本ほん的てきには馬車で待たい機きし、情報の整せい理りと分ぶん析せきに専せん念ねんする。ざっとこんな手て順じゆんである。


　そんなことをすでに二、三度くり返しているが、いまだに何の手がかりもない。


　万一トマスがこの街を出ていたら、探し出すのは不ふ可か能のうに近くなるのだが……今はその可能性は考えないことにする。


　窓の外に目をやれば、灯したランプの明かりが、雨に裂さかれた闇やみの中、鬼おに火びのように揺ゆれている。


　そんな小さな光の端はしに、ゆらりと黒い影かげが揺れた。


　影は二つのレインコート姿となって、泥どろをはね上げ、小走りに、こちらの方へと駆かけてくる。


　二人一組、三方に分かれた追跡隊の一組である。


「一班ぱん、手がかりなしです」


　と、男の片方。


「ご苦労さま」


　言いつつあたしは地図をチェック。


　そのうち別の二人もやって来て、


「三班、おぼっちゃんの手がかりはありませんでした」


　あとの二人が帰ってきたら、さて次はどこに向かおうか──と、あたしは、トマスの立ち寄りそうな場所のリストと地図とを照てらし合わせつつ考えて──


　ところが。


「……帰って来ませんね」


　誰だれかがぽつりと言ったのは、それからしばらく経たってのこと。


　そう。調べに行った二班の二人が、まだ帰って来ないのだ。


「多少の遅れは誤ご差さのうちだと思うけど……」


　あたしはつぶやき──


　だがさらに、しばし待っても二人が戻もどってくる様よう子すはなく。


「──見に行きましょ。悪いけど、一班の二人、ついて来て。三班はここで待たい機き」


　言ってあたしは腰こしを浮うかす。


「いえ。リナさんはここに。私たちが見て来ますから」


　一班の片方が気を遣つかってくれるが、あたしは左右に首を振ふり、


「当たりの可能性もあるわ。なら、あたしも一いつ緒しよの方がいい」


　借かりていたレインコートのフードをかぶって、あたしは夜に踏ふみ出した。


　ブーツの底そこがぬかるみを踏む。


　夜も明けぬ街はただ暗い。


「ランプを──」


　渡わたそうとする御者を手で制せいし、口の中で呪じゆ文もんを唱となえて──


「明かりよライテイング」


　魔ま力りよくの明かりを、鞘さやごと抜ぬいたショート・ソードの鞘先にかけ、たいまつがわりにする。


　一班の二人を従したがえ、あたしは進む。


　かぶったフードを雨に打たれて。ぬかるむ道を踏みしめて。


　暗いというよりむしろ黒い闇の中。二班の捜索担たん当とうだったあたりを、ささやかな明かりを頼たよりに歩き回り──


「……いませんね……」


　連れの片方が雨音に負けじと声を上げる。


「行き違ちがいになってるんじゃないですか。今いま頃ごろは馬車の所に帰ってたりして」


　と、もう一方の連れ。


　むろんその可能性もあるが──


「気になることが」


　と、あたし。


「二班かれらの捜索範はん囲いに、トマスの行きつけの店の一つ、『虹兎ニジウサギ亭』とかいうのがあったはずなんだけど……


　ざっと見たところ、それらしい明かりってなかったわよね？」


　どんな店かは知らないが、やっているならば、少しは明かりもあるだろう。だが、今歩き回ったあたりには、それらしき光ものは見あたらず。


「この雨ですからね。客が来ないからって閉しめちまったんじゃないですか」


　連れの一人の言うとおり──なのかもしれないが、そうではない可能性もある。


「念のためよ。その店、探してみましょ。たぶんカンバンくらいは出てるはず」


「……わかりました」


　あたしの提てい案あんに、二人はいかにもしぶしぶといった感じでうなずいて。


　あたしたちは光をかざし、もと来た道をなぞりつつ、あたりの建物を見て回る。


　ほどなく。


「……あれは？」


　あたしが見つけたのは、路ろ地じの入り口にかかった板きれ。


　明かりを近づけ、よく見れば、濡ぬれた板きれの表面には、『虹兎ニジウサギ亭』の文字と路地奥おくを指す矢や印じるしが。


「当たり、ね」
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　言って路地奥を覗のぞき込むが、そこにも光は全く見えず。


　かまわずそのまま歩いて行けば、ひさしの下に、三段ほどの階段があって、閉まった扉とびらがぽつりと一つ。


　扉の奥に明かりが灯よもっている様子はなく、路地はそこで終わっていて。


「やっぱり閉まってますね」


　連れの片方が言い、


「いいえ」


　あたしは左右に首を振ると、鞘先にかけた明かりを足あし下もとへと向ける。


「階段の所見て。


　端っこはそうでもないのに、まん中だけがドロ水で濡れてる。


　ついさっきまでここは開いてて、誰かが出入りしてたってことよ」


「それじゃあ──？」


「やっぱりここが当たりってこと」


　おそらくトマスはこの店に来た。


　金を渡すか何かして、店にいた連中を仲間につけて──そこに二班の二人が訪おとずれたのだろう。


　二人は捕つかまり──トマスと店の連中は、追っ手が二人だけではないと知った。


　それであわてて店を閉め、こうして息をひそめているのだ。


　だが、足もとに不ふ注ちゆう意いだったのが運の尽つきである。


　あたしは口の中で呪文を唱え、


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　呪文一発！　カギをぶち破やぶり扉を蹴けって、店の中へと踏み込んだ！


　とたんに闇がざわついた！


　気配からして、潜ひそんでいるのは十人足らずといったところか。


　たいまつがわりの光をかかげ、


「もう逃にげられないわよトマス！」


　あたしは声をはり上げる！　とたん！


「このおぉぉぉぉぉ！」


　そばの物もの陰かげから飛び出した男が、あたしに向かって何かをふりかぶる！


　同時にあたしはショート・ソードをひと振り！


　光の灯った鞘がすっぽ抜け、店の奥へとすっ飛んで──


　飛び出した男の目が、反はん射しや的てきに光を追ったその瞬しゆん間かん！　あたしは呪文を唱えながら踏み込んで──


　ごっ！


　剣けんの柄つか尻じりで男のあごをつき上げる！


　のけぞり倒たおれ伏ふす男。


「ギイが！」「やられたのか!?」


　口々に声を上げたのは、店の中に隠かくれていた男たち！　その中に混まじる小さな呻うめきはトマスのもの！


　よし見つけたっ！


　鞘に灯した魔力の光が、店の中を薄うすく照らし出す。


　ヤニじみた柱に壁かべにテーブルに。あちこちにいる男たち、人数はやはり読み通り、十人弱といったところか。店の奥にはレインコートの二人が転がされている。


　一人が瞬時に倒されて、男たちに動どう揺ようが走る。連中がその動揺から立ち直るより早く、あたしの呪文が完成した！


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」


　づちゅどどどどどどどどどどんっ！


『どわうえいおぃわぁっ!?』


　無む数すうの火か炎えんが閃ひらめいて、続く爆ばく音おん、重なる悲鳴！


　いくつもの小さな爆発を起こすこの術、見た目はハデだが威い力りよくは弱い。直ちよく撃げきすればちょっと痛く、店のあちこちにある紙クズに火がついていたりするが──その程てい度どのものである。


　しかしシロウト相手には、じゅーぶんな脅おどしにはなる。


　実じつ際さい、攻こう撃げき呪文をぶっ放されたというだけで──


「う、撃うって来やがった！」「やべぇこいつやべぇ！」「こ、殺す気か!?」


　男たちはあわてふためき悲鳴を上げつつ、店の奥へと駆かけ逃げてゆく！


　むろんこちらとしては、逃がしてやるつもりはないっ！


「待ちなさい！」


　小走りに追えば、男たちはますますパニックを起こす。


　カウンターを乗り越こえ小さなキッチンを通り抜け、裏口のドアにおしあいへしあいつっかえて。


　そんな男たちの中に、あたしはトマスの顔を見つけだす。


　おーし。追いつめた。


「来るな！　来るなっ！」


　おびえた男の一人が、そのへんにあるカップや木の皿を投げつけて来るが、よけるまでもなく当たりもしない。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、落ち着いた足取りで歩みを進め──


「来るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　いろいろ投げていた男は叫さけんで、手近な布ぬの袋ぶくろを抱かかえ上げて──


　……ってそれはっ!?


　あたしが反応するより早く、男はそれをこちらに向かって投げつける！


　袋の中身が宙ちゆうに撒まかれて──


　次の瞬間。


　爆発が店をゆるがした！







（悪魔払いは計画的に：つづく！）
















　次回予告





　最初にしとめそこなったせいで、トマスを取り逃がしてしまったリナ！


　果たしてトマスを追いつめることができるのか!?


　でもってへりくつこじつけて、クラオン親子に一発かましてやることはできるのか!?


　んで自分で書いてて何なんだけど、フィブリゾファンは怒おこらないのか!?


　そんなこんなで次回、『悪魔払いは計画的に』後編！


　火の元に気をつけながら待て！




悪あく魔ま払ばらいは計画的に［後編］













　あらすじ





　ミティルカン・シティの名めい家か、クラオン家当とう主しゆのカルマンから、息子むすこトマスに取り憑ついた悪あく魔まを払はらってくれと頼たのまれたリナ＝インバース！


　しかし話を聞いてみれば、悪魔憑きというのは、トマスが自分でやらかした悪さを言い逃のがれるための噓うそ八はつ百ぴやく！


　なおかつカルマンもそれを信じて、今までトマスのやって来た悪さを富とみと権けん力りよくでもみ消していた様よう子す！


　バカ親子に一発灸きゆうをすえようと、依い頼らいを受けるリナだったが、その夜トマスは屋や敷しきから脱だつ走そうする！


　街まちの酒さか場ばでトマスを見つけ、追いつめたと思ったその矢や先さき、爆ばく発はつが店をゆるがした！
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　かろんっ、と小さな音を立て、何かの板きれが転ころがった。


　身を起おこして見回せば、あたりのものが、あちらこちらに吹ふっ飛とび散ちらばり、もともと片かたづいていなかった店の中は、もはや粗そ大だいゴミ置き場に近くなっていた。


　幸さいわい、起きた爆発は、それほど大きなものではなかったが。


『──大だい丈じよう夫ぶですか!?』


　あわてて店の中へ踏ふみ込み、声をかけてきたのは追つい跡せき隊たいの一人。


　爆ばく音おんで耳がおかしくなっているのか、声がちょっぴりこもって聞こえた。


『あー。だいじょーぶ。とっさに伏ふせたし。そんな大おっきい爆発でもなかったし』


　立ち上がりながら言った自分の声まで、変なふうに反はん響きようしている。


『今の、リナさんの攻こう撃げき魔ま術じゆつですか？』


　もう一人の問いに、あたしは左右に首を振ふると、


「誰だれかが小こ麦むぎ粉こぶちまけたのよ」


　あ。エコーがちょっぴりなおってきた。


「……小麦粉、ですか？」


　眉まゆをひそめる男にあたしはうなずいて、


「そ。小麦粉とかそーいった、燃もえる粉こなが空中に濃こく散らばってる所に火ひ種だねがあると、爆発しちゃうことがあるの。


　ま、今のはあんまし規き模ぼは大きくなかったけど」


　火種となったのは言うまでもない。あたしがおどしにぶっ放ぱなした爆煙舞バースト・ロンドの残り火である。


　こうなることを知っていて、とっさに身を伏せたあたしはともかく、店の裏うら口ぐちにつっかえていた男たちは、調ちよう理り器き具ぐやら食器や食材酒のビン、いろんなものに埋うもれてあーうーうめいている。


　……が。


　その数が妙みように少なく、なおかつさっき見たはずの、トマスの姿すがたが見あたらない。


　まさか──！


「トマスがいたはずなんだけど！　あたりに埋まってないか捜さがしてみて！」


　あたしは二人に言い放つと、散らばるモノやら埋もれた男を踏ふみつけて、半なかば壊こわれかかった裏口ドアから外へと顔をつき出した。


　だがそこにあるのは路ろ地じと暗い雨。


　店から漏もれる光の輪わ、その外側はただの漆しつ黒こく。足あし跡あとでもないかと地じ面めんに目をやれど、泥どろによどんだ水が雨に跳はねているだけ。


「──二班はんの連れん中ちゆうがいました！」


　店の中から、囚とらわれていた仲なか間ま発見の一いつ報ぽうが響ひびく。わずかな間があり──


「トマス坊ぼつちゃんが連れ出した御ぎよ者しやも一いつ緒しよです！


　ですが……トマス坊ちゃんの姿は……見あたりません……」


　続いた報ほう告こくは、トマスを取り逃にがしたことを意い味みしていた──





「正直マズい状じよう況きようよ」


　あたしがそう切り出したのは、テーブルの向こうの席にカルマンが着つくやいなやのことだった。


　昨さく夜やトマスをとり逃がし、一いつ旦たん仕し切きり直すため、屋や敷しきに戻もどってひと寝ね入いり。


　でもって目を覚さましてみれば──


　雨が上がっていたのである。


　あたしが最初にカルマンと話をしたのと同じ部屋。窓まどから見える空は雲に覆おおわれて、いつまた降ふり出してもおかしくないが、少なくとも今は雨足を休めている。


　あわててあたしは朝食をとり、クロワッサンがおいしかったんで、屋敷じゅうのクロワッサンを食べ尽つくし、こうしていそぎカルマンを呼び出したのだ。


　部屋にいるのはあたしとカルマン、そしてカルマンのななめ後ろに控ひかえる執しつ事じのリーフス、三人のみ。


「まずい？」


　不安の表情で問うカルマンに、あたしはひとつうなずいて、


「雨が上がったわ。


　つまり、トマスが街の外に逃げようとする可か能のう性せいもあるってこと」


「いやいや」


　あたしの指し摘てきに、しかし彼は半笑いで、


「トマスに限かぎって、この街を出るなど。


　そんな、親元を離はなれて一人で生きてゆく道を選ぶなどありえませんよ」


「息子の自じ立りつ心しん完かん全ぜん否ひ定ていっ!?


　……えーっとまあ、なんて言うか……


　トマスにとって、持ち出したお金をもとに一人暮ぐらしをするのと、うちに戻ってあたしに悪魔払いフルコースを受けるのと、どっちがイヤかって話で。


　そう考えると街を逃げ出す可能性もあるんじゃないか、って話よ」


「……な……なるほど……」


　彼は眉み間けんにシワ寄よせて、


「言われてみれば確たしかにトマスの奴やつは痛いのが大だい嫌きらいで……実じつ際さいに子供の時など、傷口にしみる薬を塗ぬられるのが嫌いやで、隣となり町まちまで逃げたことがありましたが……」


「それは……根こん性じようあるのかないのかわかんないわね……


　あと根こん拠きよとして。


　昨日きのう、トマスが連れ出した御者は見つかったけど、乗ってた馬車の方は見つかってない。


　これはつまり、逃げるための足として確かく保ほしたんじゃあないか、って考えられるわ」


「なら……トマスは本当に街を出てしまうかもしれないと……！」


　よーやく状じよう況きように気づいてか、カルマンはみるみる表情を硬かたくして、


「そんなことになったらどうしてくれるんですか!?」


「てきとーなカギかけて逃がしちゃったのはそっちでしょーが」


「うっ……！　言われてみればそんな気もしますけれど……なら──


　責せき任にんの所しよ在ざいはさておいて、どうしてくれるんですかっ!?」


　いやあのな。おっさん。


　自分の失しつ敗ぱいを他た人にんにどーにかさせるのが当たり前かお前は。


　とはいえあたしも、そんなことを言われた程てい度どで、いちいち目くじらを立てるほどお子さまではない。


「わかりました。責任の所在とそれに伴ともなう金きん銭せん的てき解かい決けつの話し合いはあとにしてっ！」


「……え？　別料金？」


「とにかく今は何よりも、トマスを捜すことが先せん決けつっ！


　きのう彼をかくまってた連中から、いろいろ話を聞いてみたんだけど……


　おもしろ半分と、トマスの羽は振ぶりの良さだけでつき合ってるよーな連中だったから、互たがいの呼び名と名前以外何も知らないよーな奴やつばっかし。ロクな話は聞けなかったわ。


　もしもトマスの交こう友ゆう関かん係けいを知ってたら教えてほしいんだけど」


　あたしの要よう請せいに、カルマンは後ろに控ひかえた執事をふり向き──


　しかし執事は深ふか々ぶかと一いち礼れいすると、


「お坊ちゃまの立ち寄より先なら、御者から話を聞けばわかります。しかし交友関係となれば、調べるのには少々時間がかかるかと」


　むろん今、そんな時間をかけるわけにはいかない。


「なら仕し方かたないっ！　こーなったら人じん海かい戦せん術じゆつあるのみよっ！


　とゆーわけで、今こそカルマンさんのドロドロした人じん脈みやくを使ってトマスを捜す時っ！」


「ドロドロってきみ……」


「とにかくっ！　人を配はい置ちして、街から出ないようにさせることっ！　何よりそれが先決よっ！


　でもってその包ほう囲い網もうの中で、しらみつぶしに調べてくのみっ！


　時間はかかるかもしんないけど、それしかないわっ！


　ぐずぐずしてるヒマはないわよ！　こーやっている間にも、トマスは街を出ようとしてるかもしれないんだから！」


「……わ……わかった。リーフス、早さつ速そく手て配はいを！」


「かしこまりました」


　答えて執事がきびすを返そうとするのに、


「ちょっと待った！」


　あたしは声をかけ、足を止める。


「逃げ道の封ふう鎖さはまかせるけど、捜そう索さくの指し示じは悪あく魔ま払ばらいとは別料金であたしがやるわ！」


「別料金って、わしはそんな依い頼らいしておらんぞ」


　ちっ！　さらりと言ったつもりだったが、気づかれたか。


　しかぁしっ！　もちろんここで引き下がるつもりなんてないっ！


　あたしは腰こしを浮うかすと身を乗り出し、相手にプレッシャーかけながら、


「今は依い頼らい料りようのことでモメてる場合じゃないわっ！


　ことは一いつ刻こくを争うわっ！　ここで出で遅おくれたら、トマスは街を出て、二度と帰ってこない、なんてことになるかもしんないのよ！


　本当にそれでもいいのっ!?」


「いや、それは困るが……」


「でしょ!?　なら今は、細かいことは抜ぬきにして即そく断だん即そつ決けつあるのみっ！　わかった!?」


　あたしの畳たたみかけに、カルマンは小さくこくこくうなずきながら、


「なんか……だまされてるような気もするが……わ、わかった」


　ええ。だましてます。


　それに気づかれぬように、あたしはてきぱき指示を下す。


「なら決まり！


　じゃあまず捜索態たい勢せいだけど、ここを中心に動くと連れん絡らくが不ふ便べんでしかたないわ。


　街の中心……そうね、あたしが泊とまってた宿あたりを仮か設せつ本ほん部ぶにするってことで、手配をお願い！


　あたしは連絡要よう員いんを何人か連れてそこに行くけど、トマスがここに帰ってくる可か能のう性せいもあるから、カルマンさんと、最低でもあと何人かの連絡要員はここに残る！


　あとの指示は現場から。これで行くわよ」


「わ、わかった」


「諒りよう解かいいたしました」


　二人が首を縦たてに振る。


　おにょれトマスっ！　よけーな手て間まをかけさせるっ！　すぐにあたしがとっ捕つかまえて、おとなしく悪魔払いを受けなかったことを後こう悔かいさせてやるっ！


　燃える闘とう志しを胸に秘ひめ、あたしは行こう動どうを開始したのだった！





　雨上がりの街は、うってかわってにぎわっていた。


　長い雨から解かい放ほうされて、通りを行き交かういろんな人たち。本ほん来らいならば平和なひととき。


　だがしかし。


　通りには、ぬかるみをはね散ちらかして、足早に行くごろつきふうの連中の姿すがたがやたらと目立ち、それがどこか不ふ穏おんな空気を生んでいた。


　言うまでもない。トマス捜索に駆かり出された、カルマンの息がかかった連中である。


　どーやらカルマンの影えい響きよう力りよくは、あたしが思っていたよりも大きいようである。


　あたしは捜索本部となった、宿の一階にあるメシ屋の窓から、そんな街の様よう子すを眺ながめていた。


　もろもろの請せい求きゆうはカルマン宛あてとゆーことで、宿のおばちゃんに話をつけたわけなのだが、それ以い降こう、おばちゃんがあたしに対して完全に引いている。


　どうやらカルマンの方も、街の人たちから慕したわれているわけではなさそうである。


　あたしと、連絡係として連れてきた屋や敷しきの使し用よう人にん二人は、窓ぎわのテーブルについて、注文したジュースをすすって雑ざつ談だんなどをしていたのだが──


　ばたんっ！


　けたたましい音立て、玄げん関かんのドアが開いたのは、昼になる前のことだった。


　いかにもちんぴら然ぜんとした姿の男が一人、肩かたで息などつきながら、店の中をぐるりと見回し、あたしたちの所で目を止めた。


　──まあ、あたしたちの他ほかに客なんぞいないわけではあるのだが。


　男はこちらに駆け寄りながら、


「リ、リナの姐あねさん……ですかい!?　カルマンの旦那だんなの所の！」


　姐さんて。あきらかにあたしの方が、男より十は年下なのだが。


「まあね」


　とりあえずあたしはうなずいた。


　知らない顔だが、カルマンの息がかかった奴やつの一人だろう。


「トマスのガキ……いや、ぼっちゃんと仲間のガキどもを見つけたんですけどね、ちょいとごたごたしちまって……」


「りょーかい」


　うなずくと、あたしは同席している連絡係の二人を順じゆんに指しながら、


「あなたは一いつ緒しよに来て。あなたはここで待たい機き」


　指示を下して立ち上がり、ちんぴら風の男に向かって、


「それじゃあ案内してもらいましょーか」


「ああ。ついて来てくれ」


　先せん導どうされて、あたしは店を──


　──出る前に、ふと思い立ち、宿のおばちゃんに声をかける。


「──おばちゃーん！　ここの飲み食いの勘かん定じよう、言ったとおりクラオン家の持ちでお願いねー！」


「は、はい！」


　返って来たのは、緊きん張ちようとおびえを含ふくんだ返事。


　……うーん……おばちゃんからはきっと、あたしも呼びに来たちんぴら風も、同じよーに見えてるんだろーなー……


　ちょっと面おも白しろくない気分を感じつつも、ともあれあたしは宿をあとにしたのだった。
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　街の中心から外れた場所に、主あるじのいない馬小屋ひとつ。


　古びたレンガ作りのそここそが、トマスとその仲間たちの居い場ば所しよだった。


　場所が割われた理由は単たん純じゆん。


　トマスの仲間のうち一人が、ごろつき風ふう味みの格かつ好こうのまま、食料品の買い込みなんぞを近所の店でやったのだ。


　外がい見けんに似に合あわぬ買い込みっぷりが、店の人の記き憶おくに残り、おまけに雨上がりのぬかるみ道に足あとが残っていたというのだから、不ふ手て際ぎわとゆーよりも、本気で何も考えてなかったのだろう。


　現げん場ばまでの道すがら、そんな説明を聞かされて、やがてたどり着いたその先には。


　わりと大きなおんぼろの建たて物もの。でもってそれを、あちらに数人、こちらに数人と固まって、ぐるりととり囲む、合計二十人ほどの男たち。


　言うまでもなく、カルマンの動かした連中だろうが、雰ふん囲い気きからしてまともなしごとの人間でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。


　近づけば、手近に数人かたまっている男たちのうち一人──身だしなみを整ととのえた野や盗とうの親分といった感じの、頰ほおに傷持つ眉まゆなしハゲが、あたしを案内してきたちんぴらにちらりと目をやって、


「──そのお人が？」


「ええ。間ま違ちがいありやせん」


　ちんぴらの答えに、眉なしハゲはあたしに頭を下げると、


「名前を聞いてピンと来ました。噂うわさは聞き及およんでおります。千人殺しのリナ＝インバースさんですね」


「ちょっと待てっ！　千人殺しって。そんな人聞きの悪い」


「狩かり立てた野盗の数は千を越こえる、と噂で聞きましたが、違いましたか？」


　問い返されて、あたしは一いつ瞬しゆんことばに詰つまり、


「……ええっと……数とかはよくおぼえてないけど……


　あ。ほら。みんなだって、今まで食べたパンの数とかおぼえてないでしょ？」


　我われながらわかりやすいたとえだと思ったのだが、まわりのみんなは、連絡係に連れてきた一人を含ふくめて、なぜか顔引きつらせて身を引いて、


「し……失礼いたしました。余よ計けいな詮せん索さくお許しください。


　そ……それでその……連中のヤサを摑つかんだまではよかったんですが、どうにもやっかいなことになりまして」


　変に低てい姿し勢せいで言って来る。


　やっかいなこと──？　と、あたしが尋たずねるより早く。


「──今誰だれか来やがっただろ!?　何のつもりだ!?　俺たちゃ馬車と金持って来いって言ったんだ！　ナメてっと本気でトマスの奴ブチ殺すぞ！」


「ややややめろフランツナイフふり回すな落ち着け誰か助けてダディーっ！」


　建物の方から聞こえたのは、誰かの声とトマスの悲ひ鳴めい。


　……………………


「あー。」


　なるほどわかりました。


　つまりは、である。


　トマスとつるんでいた連中が、カルマンが本気だということを見せつけられて、このままではトマスはともかく、自分たちはタダでは済すむまいと焦あせってヤケクソになり、トマスを人ひと質じちに取って逃にげようと考えた──という所か。


「突つっ込こんでガキどもをシメるのは簡かん単たんなんですが、クラオンさんの息子むすこさんを人質に取られるとは思ってもいませんでしたからね。


　どう対たい応おうしていいものやら、正直困ってまして」


　眉なしハゲが何やら言う横で、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「……そこでリナさんにお知ち恵えを……」


　馬小屋に向かって、


「火炎球フアイアー・ボール」





　づどぉぉぉぉんっ！





　爆ばく音おん一発吹ふっ飛ぶ外がい壁へき！


『うわでろうぎわひおぇぇぇぇぇっ!?』「なんだ!?」「殺す気!?」「オレもいるのに!?」


　建物の中からは、いくつもの混こん乱らんの悲鳴が重なり続く！


　おーしもうひと押おしっ！


　あたしは間を置かず、次の呪文を──


「ちょっと！」「何すんだあんたっ!?」


　唱えはじめたそんな時、すぐそばで順に絶ぜつ叫きようしたのは、連れん絡らく係がかりと眉なしハゲ。


「トマス坊ちゃんが人質に取られてるんですよっ！」


　連絡係が叫さけぶが、もちろんそれくらいわかっている。


　こういう場合、人質が有ゆう効こうだと思わせたら、向こうはどんどんつけ上がる。


　そこで、人質なんぞ気にしない姿し勢せいを見せつけ、相手をビビらせ、主しゆ導どう権けんをにぎるっ！


　そのためにはまず、相手の心が恐きよう怖ふで折おれるまで一いつ気きにたたみかけるのみっ！


　ぶっ放す前に説明しておけばよかったよーな気もするが、間ま近ぢかに悪党ヅラを見ると攻こう撃げき呪文を詠えい唱しようしたくなるのは、乙女おとめの防ぼう衛えい本うほん能のうとゆーものだから仕し方かたない。


　説明めんどくさかったし。


　でもって一いつ旦たんやりはじめた以上、手を休めては意味がない！


「もしもトマスに何かあったら、わしらがあとでどんな目に遭あうか……！」


　なおも何やら言う眉なしハゲをあたしは無む視しして、


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ひゅごぼんっ！


　馬小屋目がけてまた一発！


『また来たぁぁぁぁぁっ!?』「トマスお前あれ止めろよ！」「いや無む理りいや無理あんなの無理っ！」


　中からふたたび混乱の悲鳴。


　続いてさらに呪文を──


「正気かあんたはやめろっつってんだろ！」


　唱えはじめるより早く！　眉なしハゲがあたし目がけて摑みかかって来る！


　その顔面に──


　ごっす。


　あたしの足の裏うらカウンターが炸さく裂れつした！
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　くたりとのびる眉なしハゲ！　音立てて凍こおるあたりの空気！


　あ。しまったついやっちゃった。


　悪党ヅラに接せつ近きんされて、つい脊せき髄ずい反はん射しやでカウンターを食らわしたのだが……


　まあいいや。悪党に貴き賤せんなし、等ひとしく無む価か値ち、って言うし。


　けれどまわりのみなさんは、まあいいや、で済ませてくれる気はなさそうで。


「なっ……！　何しやがる!?」


「よくも兄あに貴きを！」


　色めき立って、次々あたしに向かって来るが──


　ごすぱキめりどスっ！


　しょせん相手は街のごろつき数人程てい度ど。蹴けりやら掌しよう打だやら拾ひろった石やらでいともあっけなく全員撃げき沈ちん。


　もはやあたしのそばに立っているのは、絶ぜつ句くした連絡係のみ。


　離はなれた場所で馬小屋を囲かこんでいる他の連中が、こちらのそんな様子を見てうろたえているが──それも無む視しして、


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ひゅごぼんっ！


　三度目の攻撃に、中から三度目の悲鳴。そろそろ中の連中も、音ねを上げはじめてもいい頃ころなのだが。


　しかし。


「何やってんだてめえ!?」


　囲んでいた連中の方が、あたしに向かって声を上げる。


　もちろんいちいち説明してやるつもりはない。あたしがかまわず次の呪文を唱えていると──


「おい！　やべぇぜあの女！　まともじゃねえ！　止めるぞ！」


「わ、わかった！」


　誰かの上げた号ごう令れい一いつ下か、男たちは囲みを解といてあたしの方へと向かい来る！


　不幸な行き違ちがいだと主しゆ張ちようしてみたい所なのだが、たぶん聞いてはくれないだろう。


　となれば、あたしのできることは一つ。


　向かい来るみなさんは、正せい当とう防ぼう衛えいという便べん利りなことばをご存ぞんじでしょーか。


　あたしは連中の方に向きなおると、ゆっくりと身がまえた──





　戦い……もとい。正当防衛は、それほど長くは続かなかった。


　ちっちゃなクレーターをいくつか地面に作ったところで、あたしに向かって来ていた連中は、全員地に伏ふしていた。


　ただ連絡係として連れてきた一人だけが、あたしのそばでぼーぜんと佇たたずむばかり。


　ならば残るはトマスと、馬小屋の中の連中。


　あたしは彼らに呼びかけようと、大きく息を吸すい込んで──


　その時！


　どががらがらがらっ！


　けたたましい音は馬小屋の方から！　あたしのいる場所からでは、何が起こったのか見えないが──


　思い出す。トマスがクラオン邸ていから出るのに使った馬車は消えたままだったと。


　連中はそれを、馬小屋の中に隠かくしておいたのだろう。まわりを囲んでいた連中がいなくなったこの機きに、馬車でどこかに逃にげ出すつもりなのだ。


　もしもそうなら、人質としてトマスをいっしょに乗せているはずっ！


　ならば逃がすわけにはいかないっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使って宙ちゆうに舞まう！


　気がつくと連絡係をほったらかしだけど、まあいいや！


　馬小屋をぐるりと回り込めば、逃げ行く馬車の後ろ姿！


　気力を込めて速そく度どを上げて、後ろから馬車の右側へと割わり込んでゆく！


　御ぎよ者しや台には若い男が腰こしかけて、必ひつ死しでムチをふるっている。馬車の窓からちらりと見えたのはトマスの顔。中には他にも何人か乗っているようだが、何にしろたいした人数ではない。


　と、その時。


　御者台の男が、右側を併へい走そうするあたしに気がついた！


　恐怖に引きつる男の顔！　あたしに向かってムチをふるい──しかしそれは届とどきすらしない。


　ムダと知ったか、男はたづなを操あやつって、通りの角で馬車を左に！


　車体をきしませドロはね散らし、馬車は強ごう引いんに左さ折せつする！


　車体の後ろにぴったりくっつき、追うあたし！


　しばらくそのまま行ってから、頃ころ合あいを見て、今度は馬車の左の方から追い上げる！


　御者台の男はまた驚おどろいて、またまたあわててたづなを操る！


　追っては離されつかず離れず。あたしと馬車は中心街から外れた、家並みがまばらな場所をひた走る。畑や空き地や木こ立だちがあたりに目め立だちはじめ──


　やがて先の方に見えて来たのは、杉すぎ木立にまぎれ佇む大きな屋や敷しき！


　あたしのいる場所から御者の表か情おは見えないが、さすがにそろそろ気づいただろう。


　自分がまんまと、クラオン邸に誘ゆう導どうされたのだということに。


　だが、気づいたところでもう遅おそい！　ここはもう、屋敷へと続く一本道！　このスピードで道を外れれば横おう転てんは必ひつ至し！　後ろにあたしがいると思えば、止まることも引き返すこともできまい！


　馬車は速度を落とさず屋敷に向かう！　ヤケになったか策さくでもあるのか、あるいは屋敷に近寄れば、あたしもムチャをしないだろうと思ったか！


　しかし──甘あまいっ！


　あたしは屋敷からやや離れた場所で、高速飛行の術を解いて着ちやく地ちする。


　狙ねらいを定さだめて呪じゆ文もんを唱え──


　放つは竜りゆうをも屠ほふる術っ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　キュボゥぅぅんっ！





　集つどう赤しやつ光こうは破は壊かいの力をふりまいて、大地を風を蹂じゆう躙りんする！


　もちろん、屋敷や馬車には直ちよく撃げきさせていない。狙ったのは誰もいない場所。


　だがそれでも、馬車やら家の窓やらを吹ふっ飛ばすのにはじゅーぶんだった。


　爆ばく発はつのこだまが山あいに消える頃、あたしは横よこ倒だおしになった馬車に向かって歩き出す。


　御者台にいた男は、少し離れた所に倒れてノビていて。


　すると。


　馬車のドアが、ばたむっ、と開き、そこからよろふら這はい出したのは、ほかでもないトマスだった。


「う……ううっ……ああっ!?」


　身を起こし、あちこち壊こわれた自じ宅たくに目をやり、声を上げ──


　気配に気づいてか、ふとこちらをふり向きあたしを見つけ、


「ぬわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　さらに大きな声を上げ、あわてて反対側、屋敷の方へと走り出す！


　とはいえショックと恐きよう怖ふとで、その足取りはひどく遅おそい。


　あたしはゆったりとした足取りで、逃げるトマスのあとを追いはじめた。


「うわ、うわ、うわわわっ!?」


　彼は叫さけびつつ、ドアの壊れかけた玄げん関かんから屋敷の中へ。


　あとを追い、玄関をくぐってホールへと。そこには──


「ト……トマス!?　どうした!?　何が起きているっ!?」


「お、親父おやじぃぃぃっ！　たすたす助けて！」


　屋敷の被ひ害がいにぼーぜんと佇むカルマンと、彼にすがりつくトマス。


　爆発におどろき、様子を見に来たのだろう。執しつ事じやその他、使用人のみなさんも集まっている。


　おーし。当初の思惑おもわくとはちょっと経けい過かが違ったけれど、結けつ果か的てきには悪くないっ！


　あとはあたしの舌した先さき次し第だいっ！


　カルマンは、混乱した表情で、すがるトマスとあたしとを交こう互ごに見やり、


「リ、リナさん、これは一体……!?」


　問われてあたしは冷れい然ぜんと、


「一体も何も。トマスに憑ついた魔まを追い払はらうのよ」


　宣せん言げんに、トマスはカルマンの陰かげに隠かくれてしがみついたまま、


「ま、待てよぉ何言ってんだよぉ！　オレ、悪魔になんて取り憑かれてねぇよ！」


「自分で言ったんでしょ。自分は悪魔に取り憑かれてる。今までのろくでもない行動はみんなそのせいだ、って」


「そ、そんなの噓うそに決まってんだろ！　取り憑かれてなんてねえよ！」


「なんでそんな噓を？」


「だ、だって親父が、勘かん当どうする、なんて言い出すから……！」


「トマス、お前っ……！」


　息子の口から噓をついたと告こく白はくされて、動どう揺ようの色を浮うかべるカルマン。


　てか、噓って気づくの遅おそっ！


　ツッコミたいのをがまんして、あたしは冷たい表情のまま左右に首を振ふり、


「いーえ。取り憑かれてる」


「取り憑かれてないって！」


「街でもあんたの評ひよう判ばんは聞いたわよ。


　今までさんざん自分勝手をやって来て、そのツケはみんな親の権けん力りよくでなんとかしてもらって来た、ってね。


　もちろん権力そのものが悪いって言ってるわけじゃないわ。


　けど、それに魅み入いられて、自分勝手に使い続けたその結果は──


　街の人たちから陰口言われたり、ついさっきまで仲間だと思ってた連中に、人質に取られたりする人生よ。


　そりゃそうよね。一いち目もく置かれているのは、あなた自身じゃなくて親の力なんだから」


「……うっ……」


　そこを突つかれるのはイタかったらしく、苦い顔で呻うめくトマス。


「親に甘えて、一番大だい事じな、自分自身ってものを見失ってる。


　それがつまり──親の力に甘える心、っていう魔に取り憑かれるってことなのよ」


　後ろの方で執事が、あんたも攻撃呪文という力で好き放ほう題だいだろ、と言いたそうな顔をしていたりするが、それはさておき。


「親の金や権力でもみ消したつもりでも、本当のところじゃああんたを恨うらんでる人間はいるでしょーね。


　あなたがこれからも勝手を続ければ、そんな人たちはどんどん増ふえてく。


　でも──


　こう考えたことってない？


　あんたを恨む誰かがぶち切れて、もしも殺し屋とかを雇やとったら？


　でもってその殺し屋が、あたしと同じくらいのウデをしてたら？


　あ。言っとくけどあたし、その気になれば攻撃呪文一発で、この屋敷ともどもみんなを吹っ飛ばすこと、できるから」


　あたしのぶっそーな宣せん言げんにざわつく一同。


「その結果は──どうなると思う？　今の状じよう況きようと似にたよーなものになるんじゃない？


　逃にげても捜さがし出されて、息のかかったごろつきたちは倒されて、仲間だと思ってた連中にも見み捨すてられて追いつめられて。


　──あなたを殺す気でいる相手から、一いつ旦たんのどもとに刃やいばをつきつけられたら、お金やら権力なんて、もう何の役にも立たないわ。


　……もちろんこれは、一つの可能性よ。


　そんな日なんて永遠に来ないかもしんないし──


　明日来るかもわかんない。


　いや、ひょっとしたら次の瞬しゆん間かん、あなたがあたしを本気でムカつかせるようなことを言って、怒おこったあたしがその『もしも』を、今ここで起こす可能性だってある」


「そ……そんなっ……！」


　涙なみだ目めのトマスに、あたしはカルい調ちよう子しで肩かたをすくめて、


「『そんな』とか、あたしに向かって言われても。


　あんたへの怨うらみの種たねを蒔まいてるのはあたしじゃないし。こればっかりは、あたしじゃあどーしよーもないわね」


「じゃあどうすればっ……！」


「どうしたらいいんだと思う？」


　即そく座ざに問い返すあたしに、トマスは必死の表情で、


「わ……わかった！　オレが悪かった……！　自分勝手はもうやらないっ！　これからは人の迷めい惑わくとかそういうことも考えることにするっ！　だからっ……！」


　よーし。ようやくこりたかこの男は。


　とはいえこーゆータイプの奴やつは、のどもと過すぎたら熱あつさを忘れ、同じことをやらかすことがある。


　ゆえにこそ。あたしは最後にクギを刺さす。


　彼の瞳ひとみをまっすぐ見すえ、


「わかったのなら──あたしは去るわ。


　けれど、おぼえておきなさい。あなたが自分勝手なことをやり続ければ、第二第三のリナ＝インバースは、いつか必ずあなたの前に現れる」


「わか、わかわかわかわか」


　こくこくうなずきまくるトマスから、あたしは視線をカルマンへと移うつし、


「カルマンさんも。


　今までは、子供を守りかばおうとする心から、トマスのやらかしたことのフォローをしていたつもりなんでしょうけど。


　それが結けつ局きよくは、トマスの身み勝がつ手てを増ぞう長ちようさせて、評ひよう判ばんも落とすことになった。


　そこの所を、よっく考えてみて」


「……う……わ……わかりました……」


　呻うめくカルマンに、あたしはうなずき、


「ま、親子ともどもそのあたりのことがわかってくれたなら、これでリナ＝インバース流『悪魔払い』は無ぶ事じ終しゆう了りよう、ってことで。


　こんな所でいい？　カルマンさん」


「はい……その……わしら親子の考えが至いたらなかったばかりに、お手て数すうおかけいたしました」


　頭を下げる彼に、あたしは満まん面めんの笑えみを浮うかべて、


「なんのなんの。


　じゃ、そーゆーことで悪魔払いの依い頼らい料りようの残りと、トマスを部屋から逃がしちゃったせいであたしが手間取ったぶんの追つい加か手数料とトマスの捜そう索さく手数料と、合計金貨六十枚くらいでいいんで、今すぐください[image: ]」
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「ええぇぇっ!?」


　あたしの良りよう心しん的てきな料金請せい求きゆうに、カルマンはなぜか驚きの声を上げ、屋敷の壊れた窓とあたしを交こう互ごに見やり、


「……ええっと……諸しよ経けい費ひもわしが持つという話でしたっけ……？」


「うん♪」


　微み塵じんも笑みを崩くずさぬあたし。


　彼はしばし、何か言いたげにしていたが、やがてあきらめ顔できびすを返し、自分の部屋へと金を取りに向かう。


　その背中は、なんだかひどく哀かなしげに見えたのだった。





　雨が上がったあとの空か気ぜは、いつもよりずっと澄すんでいるような気がして。


　別の町へと続く街かい道どうは、まだぬかるんではいたものの、今のあたしにとってはそんなこと、どうでもよかった。


　カルマンから、残りの依頼料を受け取ったそのすぐあと。あたしは街をあとにして、いつもと同じあてのない旅たび路じについていた。


　空はまだ青い所より雲の方が多いけれど、そのうちいつか晴はれるだろう。


　わずかに覗のぞく青に目をやり、あたしはクラオン親子のことに思いをはせる。


　たぶん今ごろ──


　あたしがボコったごろつきたちが、カルマンのところに押おし掛かけて、文もん句くをつけていることだろう。


　そのめんどーなごたごたに巻き込まれるのがまっぴらで、あたしはとっとと街をあとにしたのである。


　あの親子、きっと困ってるだろーなー。


　そんなことを考えながら、あたしは晴れやかな気持ちで、雨上がりの街道を行くのだった。







（悪魔払いは計画的に：完）





スレイヤーズすぺりおぉる



薬品の守しゆ護ご者しやたち








　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが夜空を焦こがす。


　いくつもの悲ひ鳴めいがこだまし、やがて消え。


　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんの残り火が、ゆらいで照てらす夜の中。転がりぴくぴくしている野や盗とうたち、その数ざっと十ばかり。少し離はなれた所には、連れん中ちゆうがアジトにしていた、廃はい墟きよ同どう然ぜんのおんぼろの家。


　宿で頼たのんだ名めい物ぶつ料りよう理りが品しな切ぎれで、涙なみだをこらえて夜を駆かけ抜ぬけ、近くの山で野盗をしばいて金きん品ぴん没ぼつ収しゆう。


　ナイーブなティーンエイジャーにはありがちな、そんな青せい春しゆんの一ページ。


「さーてと」


　あたしはあたりをぐるりと見回し、倒たおれた連中からおたからのありかを聞き出そう──と思った、その時。


　ひュッ！


　風の裂さける音とともに、そばでちろちろ燃えていた灌かん木ぼくの火が、ふつり、と消えた。


　今のは──冷れい気き呪文！　野盗の仲なか間まに魔ま道どう士しがいたのか!?


　思って視し線せんを巡めぐらせて、一いち撃げきが飛び来た方に目をやれば、木々の間から降ふり来きたる月の光を浴あびて、闇やみに佇たたずむ白い影かげ！


　模も様ようの入った白いローブ。右手には、ナイフだろうか、月光をはね返す光。目ま深ぶかにかぶったフードに隠かくされ、その顔は闇に沈しずんでいる。


「……炎は使わないでもらいましょうか」


　白い影が発した声は女のもの。あたしは間ま合あいを測はかりつつ、


「出てくるのがちょっと遅おそすぎたみたいよ。お仲間たちはもう全員のびちゃってるし」


「…………？」


　あたしのことばに、白い姿すがたがわずかに揺ゆらぐ。


　右手の得え物ものをゆっくり下ろし、


「その声……まさか、リナさん？」


「……へ……？」


　間まの抜けた声を漏もらして佇めば、相あい手ては左手でフードを下ろす。


　こぼれ出た金色の髪かみが月光にかがやいて。


　としはあたしよりやや上か。その顔には見おぼえがあった。


「──ハスティス！」


　あたしは思わず声を上げていた。


　しばらく前──


　ここからは少し離はなれた所にあるキンナル・シティの魔道士協会から、あたしが依い頼らいされたのは、高こう価かな魔ま道どう薬やくを運ぶ薬品管かん理り士したちの護ご衛えいだった。


　その時に出会った薬品管理士の一人が、このハスティスだったのだ。


　困った感じの薬マニアで、背せ負おった大きな薬箱の中なか身みを何よりも愛していたのだが。


「何やってんのこんな所で？」


　親しみと疑ぎ念ねんを混まぜてあたしは尋たずねた。


　前の時よりふた回りほど小さいものの、背中に薬箱を負っている点は変わりない。しかし以前の彼女なら、薬をかついだままで野盗のねぐらに足を運ぶような真ま似ねはしなかったはず。


　問いにハスティスは笑えみを浮うかべると、右手に持った光るもの──月の光を照てり返す、ガラスの薬品攪かく拌はん棒ぼうをふところにしまい、


「ええ。実は──」


「ハスティスさん！」


　答えを遮さえぎり声を上げ、闇の奥おくから躍おどり出たのは、ハスティスと同じ格かつ好こうをした男たち、その数四人！


　彼女の左右で足を止めると、手にした鉄てつ棒ぼうをあたしに向けて身み構がまえて──


「待って。心配いりません。敵てきじゃあありませんから」


　ハスティスは落ち着いた声で男たちを制せいし、


「前にしごとで知り合った、リナ＝インバースさんです。


　──紹しよう介かいはあとでしますから、今はまず、あたりの火を消して、野盗たちを動けないように縛しばっておいてください。


　動けないフリをしている者もいるかもしれませんから、くれぐれも気をつけて」


『はいっ！』


　指し示じに男たちは返へん事じをすると、二人一組で、あるいは冷気の呪じゆ文もんを唱となえて火を消し、あるいは倒たおれた野盗の手足を縛り、と作さ業ぎようを開始した。


　その様よう子すに、あたしは目を丸くして、


「ハスティス……ひょっとして、出しゆつ世せした？」


　とまどいの声で問いかける。


　以い前ぜん会った時の彼女は、ある薬品管理士の弟で子しで、どこかひよっ子っぽい所があった。


　それからいくらも経たっていないのに、部下らしき大の男たちにてきぱき指示を出しているというのは、さすがに違い和わ感かんがあった。


　言われたハスティスは苦く笑しようして、


「出世……なんでしょうかね？


　実はわたし、今、新しん設せつされた、魔道薬特とく捜そう隊たいのしごとをしてるんです」


「……魔道薬特捜隊？」


　聞いたことのない名に目を丸くすると、彼女は力強くうなずいて、


「ええ。


　言うまでもなく、魔道薬を奪うばおうとする者は、決して少なくありません」


　魔道士が、さまざまな実じつ験けんやら儀ぎ式しきやらに使う魔道薬は総そうじて高こう価か。安いものはそれなりの値ねだが、高いものは天てん井じよう知らず。捨すて値ねで売っても、フツーに一生暮らして行けるような額がくになるものもある。


　盗とう賊ぞくや、資し金きんに困った魔道士やらが、他人の持っている魔道薬を奪おうとする、などという事件はあとを絶たたない。


「今までは、一度盗ぬすまれてしまった魔道薬はあきらめる、というのが実じつ状じようでした。


　傭よう兵へいに奪だつ還かんを依頼する場合もありますが、薬の扱あつかいを知らない人たちに頼たのむと、荒あらい扱いで薬をダメにされたりと、いろいろ不ふ都つ合ごうも起こります。


　そこで。


　わたしたちが所しよ属ぞくするキンナル・シティ主しゆ導どうで、奪われた魔道薬の追つい跡せき調ちよう査さと奪還をするための組そ織しきとして、魔道薬特捜隊が新設されたんです。


　腕うでにおぼえのある魔道士の人たちと、薬の管かん理りにくわしい者がチームになって、奪われた魔道薬を追跡、奪還する、という組織です」


「……なるほど……」


　あたしは苦笑した。


　確たしかにそれは、出世と呼よべるかどうかは微び妙みようなところ。


　単たんに危あぶない現げん場ば仕事を押おしつけられた、という捉とらえ方もできるのだから。


　でもってハスティスがリーダーの役を任まかされているところから察さつして、あたりで作業をしている四人も、人材としてどれほどのものかは推おして知るべし。


　悪く解かい釈しやくすれば、ダメモトで部ぶ署しよを新設し、捨すて駒ごまにしてもかまわない連れん中ちゆうを寄よせ集めた、とも取れる。


　もちろん、ある程てい度ど成せい果かを上げれば話は違ちがって来るのだろうが。


「わたしはその隊員に選えらばれて、薬品管理の知ち識しきがあるので、リーダーっぽいことを任されまして。


　しばらく前、搬はん送そう途と中ちゆうのある魔道薬が、この野盗たちに奪われました。その薬の奪還がわたしたちの初任務、だったんですが……


　……そこで……その……ちょっとあつかましいんですけど……お願いが……」


　彼女の言いたいことはわかる。


「こいつらの持ってる魔道薬をゆずれ、って言うんでしょ？」


「あ……はい……」


　と、小さな声でハスティス。


　正直言えば、あたしが野盗どもを倒したんだから、おたからはみんなあたしのもの──と主しゆ張ちようしたいところではあった。


　奪われた魔道薬は、たぶんめちゃめちゃ高価なもの。なにしろ、寄せ集めっぽいとはいえ、五人の人間を動かしてでも取り戻もどす価か値ちあり、ということなのだから。


　だが、ここでハスティスを通じて魔道士協会に恩おんを売っておくのも悪くはない。いつか何かの魔道薬が必ひつ要ようになった時、そのコネでいくらか安くしてもらえるかもしんないし。


　逆ぎやくにここで、薬は渡わたさん！　とハスティスたちをぶち倒したりすれば、あとあと面めん倒どうになるだけである。


「しょーがないわね──


　ま、そーゆー事じ情じようなら、こいつらが魔道薬を持ってたらそっちに渡したげるわ。


　でもって、解かい決けつはあんたたちの手がら、ってことにしちゃっていいから。


『あたしが野や盗とうを倒したんだから、魔道薬の何割かぶんの礼れい金きんよこせ』なんてことも言わないから安心して。


　そのかわり、あたしの『善ぜん意いの』協力があった、って報ほう告こくは入れといてね。あと、野盗こいつらの他ほかのおたからはあたしのもの、ってことで」


「ありがとうございます！　助かります！」


　言ってハスティスはほほえんで。


　話はそれで終わりになるはずだった。


　野盗たちが、奪った魔道薬を持っていれば──





　だがしかし。


「──売った!?」


　ハスティスの声が夜よ空ぞらにこだました。


　ぼやを消し終えて、あたりに魔力の明かりを灯ともし。


　ふん縛じばり、たたき起こした野盗たちに、盗んだ魔道薬のありかを問えば、返って来たのはその答え。


　まわりに佇たたずむ、特捜隊員たちの表情にも動どう揺ようの色が浮うかぶ。


　その中で、あたしは表情変えぬまま、縛られた野盗その一に、


「噓うそだったら──あとで持ち物やアジトを調べて薬が見つかったら、自分がどんな目に遭あわされるか、わかってる？」


「わ……わかってるよ……オレもその場しのぎの噓に命を賭かける気はねえよ。


　噓じゃねえ。薬はもう売っちまった」


「売ったって、誰だれにですかっ!?」


　鬼おにの形ぎよう相そうで詰つめ寄よるハスティスに、野盗その一はぶっきらぼうに、


「……知らねえ……」


「知らないってことはないでしょう!?」


「知らねえもんは知らねえとしか──」


「まーまー。落ち着いて」


　あたしは熱くなるハスティスを制せいして間あいだに割って入り、月を背に、満まん面めんの笑えみで野盗を見下ろし、


「伝承歌おはなしやなんかの中でよくあるわよね、こーゆー場面。知らない？


　何か聞かれて『知らない』って答えたとたん、『ちっ。使えねえな』とか言われてバッサリ、って展てん開かい」


「……う……」


　野盗はあたしを見上げて顔を引きつらせ、


「で……でもよ……知ってることをしゃべったとたん、『ありがとうよ』って言われてバッサリ、ってパターンもあるからな……」


「あー。それもあるわね。


　で、どっちの展開がいい？」


「二に択たくっ!?　ちょっと待て！　バッサリは確かく定ていかっ!?」


　などと言っていると、横からおずおずハスティスが、


「……あ……あの、リナさん……


　それ……脅きよう迫はくですよ」


「ええ脅迫ですよ？」


「──わかってるならいいです」


「良かねぇよ止めろよ！」


　もはや涙なみだ目めの野盗に向かって、あたしは考えるそぶりで、


「どーしよーかなー。バッサリやると、あとあと剣けんの手入れが大変なんだけど、二人目以降は正直になる、ってメリットもあるし」


　聞こえよがしにつぶやくと、男はあわてて、


「ま、待てって話を聞けって！　何もしゃべらないとは言ってねえだろ！


　向こうの方から頼たのんできたんだよ！」


『向こうの方？』


　そのことばに、あたしとハスティスが声をハモらせた。


　男はこくこくうなずいて、


「あ、ああ。


　オレたちだってずっと山ン中にこもりっぱなしってわけじゃねえ。ある程てい度ど金が入りゃあ、ちょいと身なりを小ぎれいにして、町に出て呑のんだり食ったり遊んだりもする。


　ちょいと前、そんなふうにいきつけの店で呑んでると──奴やつが現あらわれた」


　真ま夜よ中なかの山の中。野盗は語る。


「声をかけて来たのは向こうの方だ。黒いマントとフードで、けどありゃあ魔ま道どう士しっていうより姿すがたを見られたくないってふうだったな。


　金髪ブロンドのスカした若わか造ぞうで、いきなりオレたちのテーブルに金きん貨かを積つんでよ、頼みたい仕事がある、と来やがった」


「──その仕事ってまさか──」


　ハスティスのことばに野盗は大きくうなずいて、


「おうよ。


　いついつ、ここの道を、こういう連中が通るから、そいつらを襲おそって、持っている薬を奪うばって渡わたしてくれ。成せい功こうしたらさらに金は払はらう……ってな。


　オレたちは言われた通りに仕事を済ませて、ちょうど今日の昼、相手に薬を売った、ってわけさ」


　聞いて顔を見合わせるあたしたち。


　話のスジも通っているし、しゃべり方からすると噓ではないようだが──


「一いち応おう信じてあげるわ。


　それで？　そいつの名前は？」


　尋たずねるあたしに野盗は苦く笑しようし、


「たぶん偽ぎ名めいだぜ」


「いーから。あと、そいつと出会った町と店の名前も」


「西にあるペリエの町さ。繁はん華か街がいの裏うら通どおりに『カナヅチ亭てい』って飲み屋がある。そこにあいつはやって来た。


　名前は、フラスコ、とかいってやがった」


　フラスコというのは薬品調ちよう合ごうなどに使うビンのこと。たしかにこの上なくあからさまな偽名だが──


「フラスコ、ですって！」


　その偽名に反はん応のうしたのはハスティスだった。


「……いや。ハスティス。いくら薬の調合ビンと同じ名前だからって、そこまで興こう奮ふんしなくても──」


「違ちがいます！」


　彼女は声を荒あらくして、


「名前に心当たりがあるんです！


　私に地じ獄ごくを見せたのが──私の家か庭ていを滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのが、フラスコと名乗る奴なんです──」


「……え……？」


　家庭を滅茶苦茶……って……


　飛び出したヘビーなことばにあたしがとまどう中、彼女は夜空を見上げて語り出す。


「父も母も、私と同じ薬品管理士でした。


　私たち一家は、日ひ々び、自宅に備び蓄ちくしたいろんな薬の色ツヤやトロみを堪たん能のうしたり、薬のにおいをかいでうっとりしたりと、平和な日々を送ってました……」


　平和かなぁ……それ……？


　むしろ紙かみ一ひと重えアウトとゆーか、ご近所の方々に通つう報ほうされても文もん句くが言えないとゆーか、そんな気がするのだが……


「けれど今から二年ほど前！


　うちに一人の賊ぞくが押おし入って、魔道薬のうち、香かおりや色ツヤの良いものばかりをごっそり奪って行ったんです！


　その中には、父と母が一番大だい事じにしていた魔道薬もありました。


　大切な魔道薬を失った両親は、失しつ意いのあまり家から姿を消しました……」


「そこまで落ち込むかっ!?」


　あたしにはその気持ちはぜんぜんわかんないのだが……まあ、おーごとには違いない。


　ハスティスは瞳ひとみをうるませ、


「……今でも時々旅先から絵ハガキが届とどきます……」


「元気じゃん」


　つかそれ、最初は傷しよう心しん旅りよ行こうだったのが、だんだん楽しくなって来てたりしませんか？


「私もお気に入りの薬を奪われて、しばらく禁きん断だん症しよう状じようが出ましたし」


「いや。あの。その言い方、ヤバい薬をやってたみたいに聞こえるから。」


「──リナさん」


　ハスティスは決けつ然ぜんと顔を上げ、あたしを正面から見つめると、


「お願いがあります。


　薬を取り戻もどすのに──フラスコを追おい詰つめるのに、手を貸かしていただけませんか？


　相手がその道のプロとなれば、正直、私たちだけでは心もとない所があります。


　幸い、新設部署ですが予算はあるので、お礼はきちんと出せると思います」


「………………」


　あたしはぽりぽり頭を搔かくと、縛しばった野や盗とうに目を向けて、


「……まあ……まずは、こいつの言ってることが本当かどうか、ってのを確かめるのが先せん決けつだけど……


　そーゆーことなら乗りかかった船。手を貸してもいーわよ」


「──ありがとうございます！」


　ハスティスはかがやくような笑え顔がおを浮うかべ──


　かくてあたしは、盗ぬすまれた薬の奪だつ還かんに手を貸すことになったのだった。





　敷しき地ちを囲む高い塀へい。鉄てつ柵さくの門から、屋や敷しきの玄げん関かんまでは少しある。


　あたしとハスティスと魔ま道どう薬やく特とく捜そう隊たい員いん四人とは、その門の前にいた。


　──昨夜あのあと──


　他の野盗にも話を聞いて、連中の持ち物とアジトをチェックし、どうやら話は本当らしいということになった。


　野盗たちは近くの木にくくりつけ、明けて今日。


　あたしたちはこのペリエの町へとやって来た。


　町の規き模ぼはそれなりで、小さいながら魔道士協会もある。


　あたしたちは役人に、野盗たちを山の中にふん縛っておいた、と通つう報ほうしてから、フラスコと名な乗のる男についての聞き込みを開始した。


　だが。


　野盗たちが出入りしていた店のおやじに小こ銭ぜにを渡わたし、人にん相そう風ふう体ていを説明して心当たりを聞いても、知らぬ存ぞんぜぬの一いつ点てん張ばり。近所で聞き込みをしても、そんな男は見たことない、との答えばかり。


　そこであたしは場所を変え、この町の表がわと裏がわで力を持っているのは誰だれかを聞いて回った。


　それで挙あがったのが、メトラ＝ラインフォースの名前──つまりはこの屋敷の主。


　噂うわさによるとこの男、魔道に興きよう味みを持っており、魔道士としての才は皆かい無むに近いのだが、教きよう師しを兼かねたお抱かかえ魔道士もいるらしい。


　なおかつハスティスによると、野盗たちに奪われた魔道薬は、ここに納のう入にゆうする予定だったとか。


　──これでいろいろつながって来た。


　この屋敷へと来る途と中ちゆう、あたしは他のみんなに、どう動くかの指し示じを出しておいた。


　あとは開かい演えんを待つばかり。


　屋敷の門へと近づけば──


「何だお前ら？」


　聞いて来たのは、門もん番ばんと呼ぶにはややガラの悪すぎる男。あたしは笑顔で、


「メトラさんに、『先日納入した魔道薬の品ひん質しつに問題が見つかった』って伝えてもらえればわかります」


　門番は眉まゆをひそめて、


「……で、そっちの名前は？」


「伝えてもらえればわかります」


　と、あたしは笑顔のままで同じことばを繰くり返す。


「それじゃあ伝でん言ごんできねえな」


「それじゃああとで怒おこられてください」


　言ってくるりときびすを返し──


「──待て！」


　あわてて門番は声を上げる。


　足を止めて振ふり向くと、門番は不ふ機き嫌げんに、


「……そこで待ってろ」


　言うと屋敷の方へと向かった。


　結けつ局きよくあたしの名前は聞かぬまま──つまりはこの屋敷には、あまり名前をおおっぴらにできないような者の出入りもある、ということか。


　しばらく待つうち、やがて男は帰って来ると、


「お会いになるそうだ。入りな」


　言うと、鉄の門もん扉ぴをきしませ開けた。


　男に案あん内ないされるまま、あたしたち六人は白い砂利じやりで敷しかれたアプローチを通り、屋敷の玄関ドアをくぐる。


　そこは大きなエントランスホール。濃こい青色のじゅうたんに、吹ふき抜ぬけを上下に貫つらぬく大だい理り石せきの柱はしらが四本ばかり。まっすぐ正面と左右に大きなドア。


　エントランスの左右からは階段が二階へとのびて、下を見下ろすバルコニー状じようの部分につながっている。そこの先にも大きなドア。いかにも悪役が奥おくのドアから現れ、こちらを見下ろしそうな場所だった。


「奥へ」


　案内の男にうながされ、一同はさらに歩みを進める。


　後ろで男が玄関ドアを閉めると──がぢゃりっ、と音を立ててカギをかけた。


　ハスティスと隊員たちが動どう揺ようの色を浮かべるが、あたしにとっては予よ想そうのうち。


　やがてあたしたちが、エントランスホールのまん中あたりに進んだ頃ころ。


「止まれ」


　声は後ろの男から。そして二階正面のドアが開く。


「ほらね」


　あたしのつぶやきは、誰かの耳に届とどいただろうか。


　姿を現し、手すりの方へと歩み寄り、予想通りの構こう図ずで二階からこちらを見下ろしたのは、ワイン色の服を着た男。としの頃は四十か、もっとか。銀ぎん髪ぱつなんだか白髪しらがなんだかよくわからない白い髪かみ。ひょろりと瘦やせており、何かの病を連れん想そうさせるどす黒い肌はだ。


　ぎろりと大きい白目がちの目がつめたくあたしたちを睨ねめ下ろす。


　現れたのは一人ではない。男の後ろに数歩控ひかえてもう二人。


　双そう方ほうともに黒いマントとフード。典てん型けい的てきな魔道士スタイル。


　だが──あたしはそれに、奇き妙みような違い和わ感かんを抱いだいた。


　向かって右は四十がらみの男。こいつはいい。


　しかし左側にいる男は、マントとフードがしっくり来ていない。


　なんというか──魔道士というより、姿を見られたくないような。


　二十代の半なかばだろうか。かぶったフードの下からは、金色の髪が見えていた。


　ならば、おそらくこいつが──


「──儂わしが──」


　二階の手すりによりかかり、あたしたちを見下ろして。ワイン色の服の男は言い放つ。


「ここの主、メトラ＝ラインフォースだ。


　それで？


　薬の品ひん質しつに問題がある、という話だったが──何の話だ？


　いや、そもそもきみらは何者だ？」


　問いにハスティスは、ふところから取り出した身み分ぶん証しようをかざし、


「キンナル・シティ魔道士協会、魔道薬特とく捜そう隊たいの者です。本日はお尋たずねしたいことがあって参まいりました」


　言えば、メトラは冷たいまなざしのまま、


「特捜隊、と言ったのか。しかしそれでは、門もん番ばんに聞いたのと話が違ちがうな。魔道薬の品質に問題がある、と聞いたが」


「同じです」


　と、以い降こうはあたしがセリフを担たん当とう。


「どう同じなのかね」


「先日──


　搬はん送そう途中の魔道薬が野や盗とうたちに盗ぬすまれました。


　あなたの所に納入されるはずだった魔道薬です。


　野盗はそれをこの町で、フラスコ、と名乗る男に渡わたしたとか」


「ほう」


　メトラも──そしてその向かって左にいる金髪ローブの表情も変わらない。


「あたしたちはこの町で聞き込みをしました。その、フラスコという男と人にん相そう風ふう体ていが一いつ致ちする男を知らないか、と。


　聞いた人たちの答えは大だい体たい一いつ緒しよ。


　見たこともない──でした」


「手がかりはなかったわけか」


「いえいえ。大ありですよ」


　あたしは肩かたをすくめて苦く笑しようして、


「そのフラスコの格好っていうのが、黒いマントとフードの若いにーちゃんで金髪、ってものなんですよ。


　ちょうどあなたの隣となりにいる人みたいに。


　おかしいと思いません？」


「何が？」


　メトラの表情はまだ崩くずれない。


「だってこの町、小さいながらも魔道士協会もあるんですよ。


　つまり。


　黒いマントとフードなんて格好の人はいくらでもいるし、その中には、金髪の若いにーちゃんだっているでしょ。


　実じつ際さいに、あなたのそばにも一人いる。


　似た格好の人はいくらでもいるはずなのに、誰に聞いても返って来る答えは大体同じ。


　見たこともない。


　そういえば似た格好の奴やつなら──なんて話さえもナシ。


　これってどう考えても、誰かに気を使ってか口止めされてか過か剰じよう反はん応のうしてる、ってふうにしか思えないわけです。


　この町に住んでいる以上、敵てきに回したくない誰かに。


　──そーいえばメトラさん、あなた、この町じゃあけっこーな実じつ力りよく者しやなんだとか」


　言えど二階の男は無む言ごん。答えるまでもないと思ったか。


　あたしはかまわず先を続ける。


「お金もずいぶんあるんでしょーね。キンナル・シティの魔道士協会に、やったら高価な魔道薬を注ちゆう文もんしたみたいですし。


　……もっとも、薬はあなたの所へ運ばれる途中で野盗に盗まれたわけですけど。


　その知らせを聞いたあなたは注文をキャンセル。


　ケチがついたからもういらない、と思ったのか。別の何かで代だい用ようできたのか。


　あるいは──


　どこか別の所から、ずっと安く手に入れたのか。


　……けど野盗たちもびっくりするでしょーね。自分たちが手に入れた大金っていうのが、薬の正価の百分の一にも満たないって知ったら」


「まだ魔ま道どう薬やくの品ひん質しつの話に繫つながらんな」


　と、メトラ。


「つながってるでしょ。とっくに」


　あたしは不ふ敵てきな笑えみ浮うかべ、メトラを指さし、


「魔道薬の品質は、どこで誰に作られたかによって、実じつ用ように影えい響きようの出ない範はん囲い内ないで多少の差があるわけだけど。


　もしも──


　どこかの誰かさんの家にある、何者かが納入した魔道薬の品質が、奪われたはずの魔道薬と全く同じ品質だったら……入ってる薬ビンまでまるっきり一いつ緒しよだったりしたら、大いに問題があるでしょ。


　その誰かさんが高価な魔道薬を注文してから、手て下したを使って野盗を動かし、輸ゆ送そう途と中ちゆうの魔道薬を奪うばわせた、ってことになるんだから。


　失敗すれば野盗に渡した前金はフイになるけど、薬の値ね段だんのことを考えれば、成功すれば大もうけ。先せん行こう投とう資しと思えば悪くない」


「まさかそんな想そう像ぞうだけで、家や捜さがしをさせろ、などと言うつもりではないだろうね」


「想像だけ、なんていつ言いました？」


　と、笑顔であたし。


　──ま、実際のところ、想像だけだったりするのだが。


「ほう。証しよう拠こがあると？」


「言ったでしょ。この町で聞き込みをしても、返ってくる答えは大体同じだった、って。


　つまりはそうじゃない話も聞けた、ってこと」


　これもウソ。時間をかけて聞き込めば、そういう話も出たかもしれないが、あいにくあたしたちには時間がなかった。


　野盗たちが魔道薬を引き渡したのが昨日。時間を置けば、何かの実験に使われてしまうかもしれない。


　ならばここで、ハッタリをかましてでも、相手にシッポを出してもらうしかないのだ。


「……なるほど。わかった。もういい。終わりにしよう」


　メトラが言ったそのとたん──


　だむっ！　と派は手でな音を立て、エントランスホール左右のドアが大きく開く！　その奥おくに立っているのは、棍こん棒ぼうやらナイフやらと、得え物ものを手にした男たち！


　よっしゃシッポ出した！


　同時に、メトラのななめ後ろに佇たたずんでいた魔道士姿の中年が、ずいっ、と前に一歩出ると、


「氷フリーズの・矢アロー！」


　あらかじめ唱となえておいたのだろう呪じゆ文もんを、あたしたちに向かって解とき放はなつ！


　降ふり来きたるは、十条ほどの冷気の矢！


　だが甘あまい！　さては薬品管理士の力を知らないな!?


「ハスティス！」


　あたしは叫さけんで一歩退さがり、口の中で呪文を唱えはじめた！


　かわりにハスティスが前に出て──その右手の先に光るは、一本の攪かく拌はん棒ぼう！


　一見無む力りよくなガラスの棒が、ひとたび薬品管理士の手に握にぎられた時、それは世界のあらゆるものを攪拌する！


　ハスティスが手にした棒は、虚こ空くうに円を描えがいたのみ。それだけとしか映らぬ動どう作さに、大気は攪拌されて風となり、飛び来た冷気の矢のことごとくを、右に左に吹ふき散ちらす！


『なにっ!?』


　驚きよう愕がくの声は一体いくつ上がったのか。散った冷気の矢のうち何発かは、今まさに左右のドアから駆かけ出ようとしていた連中に向かい──直ちよく撃げきこそしなかったものの、男たちの目前に突つき刺ささって足を止める。


　どうやら連中、薬品管理士がこういう技わざを使うとは知らなかったようである。……いやまああたしもハスティスたちに出会うまでは知んなかったし、薬品管理士全員がこんな技を使うのかどうかはわかんないが。


　ともあれ連中の動きはにぶり、そのスキにあたしの呪文が完かん成せいする！


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごばぁっ！


　放つ一いち撃げきで粉ふん砕さいしたのはホール一階正面のドア！


「行って！」


　あたしの合あい図ずに、隊たい員いんの男四人が正面ドアへと向かってダッシュ！


　事じ前ぜんの指し示じで、騒さわぎが起こればかまわず魔道薬を探しに行け、と言ってある。魔道薬があるのは温おん度ど管かん理りのしやすい地下室だろうから、まず地下への道を探せ、とも。


　証拠となる薬をおさえれば、もはやメトラに言い逃のがれはきかない。


　あたしは間を置かず、次の呪文を唱えはじめた。


「行かせるな！」


　こちらの意い図とを察さつしてか、あわてて上からメトラが叫さけんだ。──ということはやはり、そちらの方に薬があるのか。


　命令に、男たちの足が動きだす。


　だがそのタイミングで、打ち合わせ通り──


「これが何だかわかりますか!?」


　右手に攪拌棒を構かまえたまま、ハスティスが声をはり上げた。


　その左手にこれ見よがしにかかげられたのは、たった今ふところから取り出した、毒どく々どくしい色の薬ビン！


　男たちの足がふたたび止まる。


　あたしとハスティスは背中を合わせ、四方を警けい戒かいし──


「な……何だそれは!?」


　半なかば腰こしを引きつつ問うメトラに、ハスティスは、にやりと不ふ敵てきな笑みを向け。


　その間に隊員四人は正面ドアを開け放ち、先へと続くまっすぐな廊ろう下かに駆け込んだ。


　メトラの顔に浮うかんだ焦あせりが濃こさを増ます。じりっ、と後ろに退り──


「動かないでください！」


　ビンをかかげてハスティスが叫ぶ。メトラの動きがぴたりと止まり──


　そしてあたしの呪文が完かん成せいした！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ちゅづどぉぉぉん！





　放はなった一撃は、ホール左右のドアのうち、一方の男たちを吹っ飛ばす！


　本来こーゆー派手な術は、屋内で使うと自分も巻き込まれたりするのだが、このホールくらいの広さがあればだいじょーぶ。


　爆ばく風ふうがホールに荒あれ吹くが、それとてすぐにおさまって。


　一階に残った連中は、一いち網もう打だ尽じんはごめんだとあわてて散らばりひろがって。


　続いてあたしはさらに呪文を唱え──


「ハッタリだな」


　響ひびいたのは青年の声。メトラの傍かたわらに控ひかえた金きん髪ぱつ男のものだった。


「ハッタリ？」


　おうむ返しに問うメトラに、金髪男はこちらをしぐさで指し、


「あのビン。毒でも爆薬でもない。こちらの動きを止めるためのハッタリだ」


　正解。


　もちろん、当たりだと教えてやる義ぎ理りはないが。


　指し摘てきにメトラも気づいてか、


「──そうか。あれが物ぶつ騒そうなモノなら、自分たちも巻き込まれることになる」


「こちらだけやられるくらいなら、相手も一いつ緒しよに、っていう考え方もありますけど」


　とハスティス。


　かまわずメトラは一階に残った男たちを叱しつ咤たする。


「ハッタリだ！　臆おくするな！」


　とはいえ男たちの頭には、ハッタリでなかった場合、まずまっ先にやられるのは自分たちだという考えがある。とーぜんその動きはにぶい。


　あたしはハスティスに目で合あい図ず。互たがいに小さくうなずき合って──


　同時に、開いたままの正面ドアに向かってダッシュ！


「追え！」


　メトラの命令に、男たちも半ば本ほん能のう的てきに床ゆかを蹴ける！　その前に向かって、ハスティスは手にしたビンをほうり捨てた！


　刹せつ那な足を鈍にぶらせる男たち。だがもちろん、空の薬ビンは普ふ通つうに床に落ちただけ。


　あたしとハスティスはその間に、正面ドアから廊下へと駆け込んだ。


「──やっぱりハッタリか！」


「なめやがって！」


　空の薬ビンでコケにされていたと知って、男たちは激げつ昂こうし、一気にこちらに殺さつ到とうしてくる。


　ひとかたまりになったそこに、完成したあたしの呪文を一発！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ちゅづどぉぉぉん！





　さて何人が吹っ飛んだか。もちろんまだ何人かは残っているが、今ので相手は完全に浮き足立った。こうなれば、対たい応おうできない数ではない。


　あたしとハスティスの役目は、先行した四人が薬を見つけるまでの時間かせぎ──と思わせて、相手の主力を潰つぶすこと。あたしたちはそれ以上奥へは行かず、きびすを返す。


「ええいっ！　何をやっているお前たち！　モーレッド！　フラスコ！　行くぞ！」


　上の方からメトラの声。廊下に入ったあたしたちからその姿は見えないが、頭上の足音が右に動いて、階段を駆かけるのは聞こえていた。


　やはりあの金髪男がフラスコか！


　主人が来るまでにケリをつけておかねば役立たずのレッテルを貼はられると焦ってか、一階に残った男たちが、ヤケクソ気ぎ味みの雄お叫たけびを上げ、あたしたちに向かって突つっかかって来る！


　だがそれは結けつ局きよく、戦力を分ぶん散さんするだけのこと。


　かかって来た最初の一人がふり回した棍こん棒ぼうは、間ま抜ぬけにもドアの枠わくに当たって止まり、がら空きになったその腹に、ハスティスの手にした攪かく拌はん棒ぼうが触ふれる。


　ぐるんっ、と。


　まるで何かの冗じよう談だんのように、男の体が横向き一いつ回かい転てん。そのまま床へと叩たたきつけられる。


　後ろから来た一人がさらに間抜けに、倒たおれた男につまずき倒れ、うつぶせになったそのうしろあたまを、あたしの足が踏ふみつけ、失しつ神しんさせる。


　倒れた男たちに足を取られぬよう、あたしとハスティスは後ろに退る。あたしは腰こしのショート・ソードを抜き放ち──銀しろがねの刃やいばの輝かがやきに、男たちの動きがにぶる。


　その後ろに──


「どけぃっ！」


　現れたのはメトラたち三人！


　メトラの声に男たちが左右に割われて、まっ正面に立ちはだかったのは、ともに下りて来た中年魔ま道どう士し！


　すでに唱となえておいたのだろう、攻こう撃げき呪じゆ文もんをあたしたちの方へと向かって解き放つ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　けれどもこっちはそれも予よ想そう済ずみ！　あたしはすでに次の呪文を唱え終えている！


「魔風デイム・ウイン！」


　使ったのは、ただ強風を吹ふかせるだけの術。だが風は、相手の魔道士が生み出した冷気の矢を押おし返す！


　押し散ちらされたそれらは相手の方に炸さく裂れつし、そのうち一人を氷づけにする！


　……その氷づけになった一人が、当の中年魔道士だったりするのだが……


「えぇぇいっ！　使えん！」


　メトラの愚ぐ痴ちもよくわかる。


　間まを置かず、あたしは次の呪文を唱えようとして──


　その時、気け配はいが後ろに現れた。


　あわててふり向いたその先には、ボロボロになった見知らぬ男が一人。こっちの隊員にボコられた見はりか何かだろう。


「……メ……メトラの旦那だんなっ……」


　あたしとハスティスが敵だとわかっていないのか、男はよろふらしながら声を上げる。


「し……白服の男どもが四人……薬を取って逃にげやがった……！」


『なにぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』


　驚おどろきの声を上げたのは、男以外の全員だった。


　ちょっと待てぃっ！　手はずと違ちがうっ！


「なんでお前たちまで驚いている!?」


　メトラの突っ込みをハスティスは無む視しして、男に向かい、


「逃げた、って、どういうことですかっ!?」


　問えば男は、ふらふらしながら、


「……あいつら……いきなりやって来て……オレをボコって……『これだけの魔道薬があれば一生遊んで暮らせる』って……片かたっ端ぱしから……」


「奪うばわれたのか!?」


　メトラの問いは男の意い識しきに届いただろうか。ともあれ男はそこで力つきたか、壁かべによりかかり、そのままずるずるくずおれて気を失った。


　──これは──


　あたしはメトラたちの方を向き、ショート・ソードを鞘さやへとおさめると、


「信じられないだろーけど……


　こっちの仲間が裏うら切ぎったみたいね。


　連中を追って止めるまで、一いち時じ休きゆう戦せんを提てい案あんするわ。


　でないと本当に魔道薬を持ち逃げされるわよっ！」


　ふざけるな信じられるか、と一いつ蹴しゆうされても文もん句くの言えない場面だが──メトラは一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくすると、


「今の話は信じてやろう。一時休戦は呑のんだ。


　こちらに来なかったとなれば裏口だ。ついて来い！」


　言い放つと先せん頭とう切って足を進め、あたしたちのそばを通り過すぎ、ずんずん奥おくへと進んで行く。


　敵ながら、決けつ断だん力りよくは悪くない。


　あたしとハスティスもそのあとに続き、彼女の隣となりにフラスコが並ぶ。彼女は一瞬そのフラスコに怒いかりのまなざしを向けるが、結けつ局きよくのところ何も言わずに進み行く。


　残っていたメトラの手下たち五人ばかりがさらに続き──


　かくて、敵てき味み方かた合わせた奇き妙みような一行は、魔道薬を持ち逃げした裏切り者の追つい跡せきを開かい始ししたのだった！





　追いかけっこにはならなかった。


　ここはメトラの屋や敷しきの中。地の利りはこちら──いや、今は休戦中のメトラにある。


　屋敷の裏口を抜ければそこは広い裏うら庭にわ。庭園があって植木があって、その先は、敷しき地ちを囲む高い塀へいと、よじ登る手がかりもない鉄の裏門。


「門のカギは家の中だ」


　メトラがそう声をかけると、裏門の前でおろおろしていた四人は、ぎくりっ、とこちらをふり向いた。


　白いフードに模も様ようの入った白ローブ。それぞれが片かた腕うでに抱かかえた布の塊かたまりは、地下でパクった魔道薬を、ひっぺがしたカーテンか何かでくるんだものだろう。


　隊員たち──いや。もと隊員たちは、追いつめられた獣けもののまなざしで、あたしたちの方をふり向いた。


　四人は薬を奪って逃げて──カギのかけられた裏門が開かないことに気づき、うろたえていたようである。


「あなたたちっ！　どうしてこんなことをっ！」


　ハスティスの悲ひ痛つうな叫さけびに、もと隊員その一がしどろもどろに、


「い、いや、これは、薬を保ほ護ごしないと、戦いに巻き込まれて瓶びんが割れると困るし……」


「──いいよ。はっきり言ってやろうぜ」


　それを遮さえぎり、言ったのはもと隊員その二。


　挑ちよう発はつ的てきなまなざしを、こちら──というか、ハスティスに向けて、


「おれたちは、魔道士になりたくて魔道士協会に入ったんだ！　こんなふうに体を張はって自分のもんでもない薬を取り返してやるためじゃねえ！　正せい義ぎの味方ゴッコなら、そういうのをやりたがる奴やつに任まかせればいいんだ！」


　ま、もっともな意見ではある。


「考えてみろ！　おれたちがこの先一生、こんなふうに命を張って働いてちまちま給きゆう金きんもらっても──」


　と、もと隊員その二は抱えた布の塊を示しめして、


「これの中身を売っ払ぱらった額がくにもなりゃあしねえんだぜ！」


　これまた確かにその通り。


　男のセリフを聞いたメトラが、あたしの隣で舌した打うちすると、小さな声で、


「……金に目がくらみよって……」


　あんたが言うな。


　ひらきなおったもと隊員の言い分に──


「──だからといって、薬を持ち逃げしていい理由にはなりません！」


　ハスティスが凜りんたる声を響ひびかせた。


　そうなのだ。もと隊員たちの言ったことが間違っているわけではないが、『だから薬を持ち逃げしていい』とゆー理り屈くつにはならない。


「薬のにおいをかいだり眺ながめて愛めでたりしたいがゆえ、というならまだ同情の余よ地ちもありますけどっ！」


　ねえよ。


　もと隊員その一があわてて、


「で、出で来き心ごころだったんですよ！　並んでる薬を見て、これがいくらになるんだろう、と考えたらと、つい……！」


　しかしハスティスは、静かに攪かく拌はん棒ぼうを構かまえ、


「薬への愛がない以上、また別の機き会かいに出来心を起こさないとも限りません！　残ざん念ねんですけど……薬に害がい為なす者には等ひとしく罰ばつを！」


「畜ちく生しよう！　こうなりゃやるしかねえだろ！」


　薬品への愛にあふれつつ、人への愛がカケラも存そん在ざいしない彼女のことばに、もはや言い逃のがれも説せつ得とくも通つう用ようせぬと悟さとってか、もと隊員その二が声を上げる。


　それで腹はらを決めたのか。もと隊員たちは、空いている方の右手で腰こしの後ろから鉄棒を取り出し、あたしたちに向かって構えた。


　それは、決別の瞬しゆん間かん。


「薬を壊こわさないように気をつけろ。──かかれ」


　メトラの命令に、まっ先に飛び出したのは彼の部下五人！　得え物ものは棍こん棒ぼう。もと隊員たちと似たようなもの。


　あたしとハスティスにいいようにやられたのを挽ばん回かいしようとしてか、がむしゃらに突つっ込こんでゆく！　数の上では五対四と有ゆう利り！


　しかし！


　殴なぐりかかろうとした瞬間、もと隊員たちは左手のぼろ布を前に突き出した！


　中の薬を壊してはマズいと、部下たちの動きが一瞬にぶり、そこを──


　バキぽきどスごめっ！　ごち。


　瞬しゆん殺さつされたし。


　部下の方が一人多かったはずだが、そいつもあっさり倒たおされて。


　メトラは一瞬、不ふ機き嫌げんに沈ちん黙もくしてから、


「……フラスコ。手つだえ」


「私はただの盗ぬすつ人とです。


　が、あなたには恩があるのも事じ実じつ。


　戦えとおっしゃるのなら戦いましょう」


　言ってフードを手で脱ぬげば、ゆるく波打つ金色の髪かみが陽よう光こうの下にこぼれ出て。


　いつの間にやらその両手には、短めの鉄棒が握にぎられていた。


　メトラはあたしたちの方にも目をやり、


「そっちのあんたらもだ。ただ見学するつもりじゃないだろうな。ノルマは一人で一人だ」


「わかってるわよ」


　あたしは応こたえて、腰のショート・ソードを抜ぬき放ち、口の中で呪じゆ文もんを唱えはじめる。


　こちらの数が相手より少なくなれば、相手がばらばらに逃にげた時、どうしてもとりこぼしが出る。


　それがわかっているからこそ、メトラは自分も頭数に入れたのだろう。足止めをしてくれるだけでも意味はある。


　右から、ハスティス、あたし、メトラにフラスコ。四人は横一列に並び、もと部下たちに向かって足を踏ふみ出した。


　最初はゆっくりと。そしてだんだんと加か速そくして──


　迎むかえて相手も地を蹴けって、四人と四人がぶつかり合う！


　次の瞬間倒れるフラスコ！


　弱よわっ！　かっこつけてた割にめちゃめちゃ弱っ！


　あたしは右手のショート・ソードを大きく上にふりかぶり──対たい峙じした隊員その二は小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮うかべつつ、薬をくるんだ布を盾たてにしてさし出した！


　しかし同じテがそうそう何度も通つう用ようするほど世の中甘あまくはできてないっ！


　対するあたしはかまわず右手を振ふり下ろす！


　ただしその手に、さきほどまで握っていたショート・ソードはない！　ふりかぶった背中で放して落としたのだから。空いた右手を振り下ろし、そのいきおいで、男のさし出す布をもぎ取った！


　盾たてを奪うばわれつんのめる男のあごを、あたしの足が蹴けり上げる！


　そんなあたしの隣となりでは。


　男がさし出した布に、ハスティスはかまわず攪拌棒を突つき入れた！


　瞬間。


「ぐぅあっ!?」


　相手は苦く痛つうの呻うめきを上げて、布を摑つかんでいた左手を放す。その指を不自然なまでに引きつらせつつ。


　一体何があったのか。これはあたしの想そう像ぞうでしかないが──


　ハスティスの攪拌棒が生み出す攪拌パゥワァは布をつき抜け、薬品を、そして布を持つ手の血流を攪拌したのではないだろうか。


　ビンの中の薬は攪拌されてもなんともないが、血の流れが攪拌などされれば、どのような痛いた手でを受けるのか。


　ハスティスは一歩踏み込み、空いている左手で包みを空中でキャッチ！　そのままの流れで右の攪拌棒を相手の胴どうへと突き入れた！


　もと隊員は、声も出せずに白目をむいてそのまま失しつ神しん。


　一方で。


　メトラに向かって鉄棒をくり出したもと隊員は──突き出した手をメトラに摑まれそのまま引かれて、次の瞬間、自身の勢いきおいを利用され、投げられて宙ちゆうを舞まっていた。


　その左手には何もなく、一体いつの間に奪ったのか、メトラの手の中に布の塊かたまり。


　メトラはそのままフラスコを倒した一人に向きなおり、


「ほれ」


　手にした布を無造作にほうり投げた。


　男が半ば反はん射しや的てきに、それを受け止めた瞬間。


　メトラの放った蛇へびのように伸のび上がる蹴りが、男の顔がん面めんを打っていた。


　うわ！　このおっさん強つえぇ！


　魔ま道どうや悪あく事じに精せいを出してなんかいないで格かく闘とう技ぎでもやっていたら、そこそこ名前を上げたんじゃあないだろーか。


　ともあれ、強いとわかった以上。


「氷フリーズの・矢アロー。」


　あたしは唱えておいた呪文を、迷まよわずその後ろ姿に向けてぶっ放ぱなす！


　きこきこきぃぃん！


「ぎぁ!?」


　後ろからの不ふ意い討うち。くわえて至し近きん距きよ離り。さすがにこれではよけられるはずもない。


　メトラの背中は氷漬づけになり──彼が蹴りを入れたもと隊員が、布包みを二つ抱かかえたままで、あおむけに倒れたのはこの時だった。


「……あ……あの……リナさん……さすがに今のは、人としてどうかと……」


　なんだか不満顔のハスティスに、あたしはあきれ顔で、


「何言ってんのよ。薬を持ち逃げした四人を止めるまでの休戦なんだから、四人目が倒れたら休戦はおしまいでしょ？」


「……でもこのタイミングで後ろからって……」


「だってチャンスだったし」


　とあたし。


　もしもまともにメトラと戦っていたら、少々手こずっていただろう。そうしている間にメトラの部下たちやもと隊員たちが意い識しきを取り戻もどせば、またややこしいことになる。


　ならこのタイミングでケリをつけるのがベストだったわけだが……そのあたりの説明はめんどくさいので省しよう略りやくして。


「一番大だい事じなのは薬の安全でしょ？」


「それはそうですけど……って……前にもなんかこんな会話しましたよね？」


「そーだっけ？　ともあれ今はまず、みんなが気がついても動けないようにするのと薬の回かい収しゆうが先決よ」


「……は……はあ……」


　ハスティスはいまだ不ふ満まん顔がおながら、それでもあたしと一いつ緒しよに、倒れた連中をふん縛じばる作業にとりかかったのだった──





　ペリエの町の大通り。


　そこが、あたしとハスティスの別れの場所だった。


　メトラ一いつ派ぱともと隊員たちは、全員役人に突き出した。薬の中から、野や盗とうに盗とられたのと全く同じものが見つかり、これでメトラの関かん与よも確かく定てい。


　回収するべき魔道薬はハスティスが回収し、あたしは報ほう酬しゆうを受け取った。


　ちなみに──あのフラスコという男は、やはりハスティスの家から魔道薬を盗んだ奴やつだったらしい。


　役人に取り調べを受けた当人の談だんによると、ハスティスの家からいくつもの魔道薬を盗むのに成功して浮うかれた彼は、道でスキップしてすっ転び、盗んだ薬の入ったビンを落として全ぜん破は損そん。


　へこんでふらふらとあてもなくさまよっていた所を、メトラに助けられたのだとか。


　……ハスティスとしては、そんないきさつやら、因いん縁ねんのあるフラスコを、もと隊員にあっさり倒されたりと、めちゃめちゃ不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようみたいだったが、こればっかりは、あたしにはどーしようもない。


　そんなこんなでいろいろあって。数日経たった別れの時。


「おかげさまで──魔道薬特とく捜そう隊たいの初はつ任にん務むは成せい功こうです」


　人の流れゆく道の端はしで、あたしと彼女は握あく手しゆを交かわす。


「まだまだ小さな組織ですけど、なんとか盛もり立てて行くつもりです」


「そう。がんばってね」


　応おう援えんのことばに彼女は小さくうなずき、どちらからともなく手を離はなす。


「それじゃあ──」


「元気で」


　交わし合う短いことば。


　ハスティスはきびすを返して歩み行く。


　……初任務で五人中四人が裏切る組織の将しよう来らいってまっ暗なんじゃないかなぁ……


　そんなツッコミは心の奥おくにしまったままで、あたしは去さりゆく彼女の背中を見送ったのだった──







（薬品の守護者たち：おわり）







　あとがき






神坂一＋Ｌ　　









Ｌ：明けたぞ新年！　一いつ休きゆうさんは言いました！　門かど松まつは──


作：新年からソレ言うなっ！　まあすでに正月って時じ期きじゃないけど。


　　つーことでスレイヤーズすぺしゃる二十八巻、『ポーション・スクランブル』をお届とどけしますっ！


Ｌ：でもって年明け恒こう例れいの年ねん賀が状じようのおしらせ、どうぞー！


作：らぢゃっ！


　　というわけで今年の年賀状は、


　　『こづかい欲ほしさに年始のバイト！　ちびＬ・獅し子し舞まいバージョン』をお送りしました！


Ｌ：といっても舞ってる最さ中なかじゃなくて、準じゆん備び中ちゆうかひと休み中、って感じだけど。


作：ちなみに獅子頭を顔につけると、金きん髪ぱつがたてがみのかわりになります。


Ｌ：あ！　ほんとだ！


　　ロン毛のたてがみってゆーのもどーかとは思うけど。


作：でも獅子舞って、今じゃあＴＶの中以外では見ないよなー。


Ｌ：実はお正月、午前中には来てるんだけど、作者あんたが昼まで寝ねこけてるせいで気づいてないだけだったりして。


作：う。可か能のう性せいは否ひ定ていできん。


　　大体正月は実じつ家かに帰って昼まで寝てて、起きたら雑ぞう煮に食ってお屠と蘇そをお猪ちよ口こ一いつ杯ぱいくらい飲んで酔よって寝るってパターンだし。


Ｌ：弱ッ！　猪口一杯で酔って寝るって、めちゃめちゃお酒に弱ッ！


作：はっはっは。自じ慢まんじゃないが、喫きつ茶さ店てんで出される程てい度どのアルコール入りドリンクで、俺様の顔色は真っ赤を通り越こしてドス黒くなるぜっ！


Ｌ：でもそのわりに、なぜか消しよう毒どく用ようアルコールのにおいとかは好きなのよね。


　　今回の話にも薬やく品ひんマニアが出てきたけど。


作：薬品マニア扱あつかいは異い議ぎを申し立てたい所だが……


　　たしかに消毒用アルコールのにおいは大好きで、部屋には薬局で買ってきたマイ無む水すいエタノールとかあるし。


　　病院や歯は医い者しやさんの待まち合あい室しつのにおいもちょっと好き。


　　ちょっと変わってるとは言われるけど。


Ｌ：それは……変わってるとゆーよりアブない人なんじゃあ……？


作：何を言うっ！


　　クスリで思い出したんだけど、アブない度ど合あいで言えばスレイヤーズの呪じゆ文もん英えい訳やくの方がはるかに紙一重っ！


Ｌ：呪文英訳が？　何それ？


作：うむっ！


　　かつてスレイヤーズのメディアミックス華はなやかなりし頃ころ、編へん集しゆう部ぶから一枚のファックスが！


　　関かん連れん商品に必ひつ要ようなので、呪文の英語つづりを、これでいいかどうかチェックしてくれ、との話。


　　見ると──


　　竜破斬ドラグ・スレイプのつづりがＤＲＡＧ・ＳＬＡＶＥ。


　　誤植でもあって一文字違えばクスリ奴ど隷れいですよ！


Ｌ：ブばっ!?


　　まあこのままだったら『引っ張りドレイ』となって、意味わかんないけどぎりぎりセーフ……


　　とゆーか、ドレイって部分も穏便じゃないし……


　　とーぜんなおしたのよねっ!?


作：はっはっは。もちろんチェックは入れたサ。


　　ドラグ・スレイブのスレイはスレイヤーズのスレイなんだから、そこのつづりを変えてとかなんとか。


　　けどまあ結局、実際のとあるアイテムには『ＤＲＡＧ・ＳＬＡＶＥ』とゆー紙一重セーフなんだかアウトなんだかわかんないつづりが！


Ｌ：うわぁ……


　　でもそんな紙一重なことになったのって、深く考えずに呪文名でっち上げた作者あんたが悪いんじゃない。結けつ局きよく。


作：うっ……それはそうなんだが……


　　けどあの呪文が出てきたのって長編一巻、つまりファンタジア大賞応おう募ぼ作さくの『スレイヤーズ！』だったし、デビューできるかどうかもわかんないそんな時じ点てんで、フツー『この作品が大ヒットしてメディアミックスされて英語表記が必要になった時、この名前でいいのか』なんて所まで妄もう想そうして名前つけねーよ！


Ｌ：言いたいことはあるだろーけど、作者の責せき任にんは作者の責任。


　　ここは誠せい意いある対たい応おうをお願いしたいところよねー。


作：せ……誠意ある対応……？


Ｌ：具ぐ体たい的てきには人体実じつ験けん？


作：ちょっと待てっ！　どーゆー誠意だそれは！　つか、そのコップに入ったにごった茶色の液えき体たいって一体何!?


Ｌ：半月前にコンビニで買ったサンドイッチとか、冷れい蔵ぞう庫この奥でかぴかぴになってた牛肉とかから抽ちゆう出しゆつした謎なぞの薬品。


　　ほら。作者あんた、割わりと薬品好きでしょ？


作：作った当人が謎って言った！　そもそも薬品と呼べるかどうかが謎だし！


Ｌ：いーじゃん。


　　医学の発はつ展てんには、人体による実験ってのが構こう造ぞう上じようどうしても外せないわけだし。


　　歴れき史し上じようの偉い人じんたちの中には、自分自身や家族を実じつ験けん台だいにした、なんて自じ己こ犠ぎ牲せい精せい神しんにあふれる感動的な逸いつ話わを残してる人だっているし。


　　そう考えると、作者を実験台にしようとするあたしの姿し勢せいもみるみる感動的に！


作：ならんならん！


　　あの人たちは成功してるから美び談だんとして話が残ってるのであって！　失敗してたら、たぶんマッドサイエンティスト扱いですよ!?


Ｌ：あーもー。


　　仕し方かたないわねー。そこまで言うなら好きな方選ばせてあげる。


　　飲いん用ようと静じよう脈みやく注ちゆう射しや、どっち？


作：うわ……静脈はヤだな……なら……飲用？


　　こっちなら！　運がよければ耐たえられる気がする！


Ｌ：そーよ！　青あお汁じるだと思って！


作：おしっ！





　　ごっきゅごっきゅごっきゅ。





Ｌ：人って。


　　二に択たくを迫せまられると、思し考こうの巾はばが狭せばまって、どっちも間ま違ちがってても、ついどっちかを選んじゃったりするのよねー。


みんなはだまされないよーに注意してね。


と、作者が紫むらさき色いろになって動かなくなったところで。


それじゃあみなさんまた今度～♪







（あとがき：おしまい）
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